
はじめに

皆さんが考える「良い授業」とはどのようなものでしょうか。

例えば、「生徒が笑顔になる授業」や、「生徒が新しい発見に

出会える授業」、「生徒が『もっと調べたい』と思う授業」など、

「良い授業」の捉え方は様々です。これらに共通するのは、「生

徒」が主語であることです。そして、授業の中で生徒が活躍する

場面をつくることが、教員である皆さんの大事な役割です。

皆さんはこれから数多くの生徒たちと出会い、日々の教育活動

を通して彼らの成長を支援していくことになります。とりわけ教

科指導（授業）は学校における教育活動の根幹を成すものです。

授業を通して生徒たちの「生きる力」を育むためには、教員自身

が向上心をもって自らの専門知識･技術を磨き続ける姿勢が大切

です。それに加えて、アンテナを張り、社会の変化やニーズを捉

え、それを授業づくりにいかそうという意識も必要です。

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図り、「主体

的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を進め、「生

徒」が主語となる授業づくりの実践を通して生徒の「生きる力」

を育みましょう。

総合教育センターでは、皆さんの授業づくりをサポートしてい

くため、「授業づくりガイド」を作成しました。どうぞ、この冊

子を十分に活用し、より良い授業づくりを目指してください。
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初任の方は

他の教員や管理職と研究協議を行う際に持参しましょう。研究協議の内容のうち、各

章に関わる話題や指導・助言について、該当ページの余白、あるいは章末の「学びの記

録」に随時書き留めましょう。

研究協議前に読み返し、理解を深めたい事柄を洗い出してから研究協議に臨むことを

お勧めします。貴重な研究協議の機会をより充実した時間にするために、本冊子を活用

してください。

授業づくりガイド活用の手引き

■ 校内の研究協議で

授業において、瞬時に全ての資質・能力を生徒に身に付けさせるのが不可能であるの

と同様に、より良い授業づくりも瞬時に実現するものではありません。少しずつでも試

行錯誤を重ねること、倦まず弛まず学び続け、実践し続けることが大切です。

そのためにも「次の単元では、この章にあるような生徒への働きかけを実践しよう」

「前期が終わるまでに、この章の内容を意識しながら授業ができるよう

になろう」等、自身の課題設定に冊子の内容を活用しましょう。

そして授業実践後は、指導を通して得られた気付きや学び、反省点を

書き留めておきましょう。それらを授業改善に生かすことが、授業力向上

につながります。

■ 授業づくりで

総合教育センターが実施する初任者研修において、随時この冊子が使用されます。研

修時には必ず持参してください。研修中に配付された資料にある発展的な内容や実践紹

介、協議内容についても、要点を書き留め、自分自身の理解を深めるための一助として

ください。

■ 校外の研修で

初任者としての一年間、本冊子を日常的に手に取り、書き込みを続けることで、

自分自身にも授業づくりの視点が徐々に蓄積されることが実感できることでしょう。

ぜひ、「教員としての成長の記録」を刻むものとして、本冊子を存分に活用して

ください。

う たゆ
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■不断の授業改善のために■

生徒により良い学びの場を提供するためには、自身の営為を客観的に観察し、評価・

改善するといった「ＲｰＰＤＣＡサイクル」を回し続けることが重要です。しかしながら、

たった一人で全ての教育動向に目を配り、積極的に校外の研修等に参加するのは、時間

的にもなかなか難しい、というのが現状でしょう。

本冊子は新たな情報を集約しながら、初任者を中心としつつも他の全ての教員に必要

な情報を取捨選択し、毎年内容を更新しています。教育実践にあたって必要な情報を収

集する手段として御活用ください。

■より良い学びが提供できる教員集団となるために■

いま一度授業づくりの基本を確認することで、自身の授業の強みが再確認できること

と思います。それらを教員同士で伝え合うことで、互いの授業づくりの幅を広げ、生徒

たちにより良い学びが提供できる、所属校ならではの教員集団を創出してください。

初任者にとって、はじめに配属された学校での経験は、その後の教員生活を左右する

ほどの大きさを持つといっても過言ではありません。皆さんが協働して授業づくりに取

り組む姿勢、それ自体が、初任者の大きな支えになります。

本冊子の活用によって、直接的あるいは間接的に初任者を指導・支援してくださいま

すよう、お願いいたします。

本冊子には、授業づくりの要点として初任者に学んでほしい事柄がまとめられていま

す。指導を担当する方の指導・助言の際にも、冊子の内容と関連付けながらお伝えいた

だくことで、初任者の学びが深まると思います。総合教育センターのウェブサイトでも

ダウンロードできますので、校内での指導・助言において、ぜひ御活用ください。

初任者の指導を担当する方へ

本冊子は、神奈川県の教育を担う教員として実践すべき授業の在り方についてまとめ

たものであり、初任者だけでなく全ての教員にとっても、実践した授業を振り返り、改

善を行う際の視座となるよう構成しています。初任者に対する指導だけでなく、校内授

業研究等、授業改善を図る機会でも御活用ください。

授業改善の推進を担当する方へ

本冊子を素材として用いることで、目の前の生徒達の実態に合わせた授業づくりにつ

いての教員間の情報共有が活性化し、校内のカリキュラム・マネジメントの推進に寄与

することができましたら幸いです。

◆校内における活用例

・初任者およびその他の教員への指導・助言の際の参考資料として

・研究授業におけるテーマの設定、協議題の設定等の際の参考資料として

・学校教育目標の実現に向けた授業改善の具体的方策を検討する際の視座として
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高等学校に通う生徒は、同級生や先輩後輩、そして私たち教員に囲まれて生活しています。

そのため、各教科等の授業の時間だけでなく、ホームルーム活動における友人とのやり取りや

部活動、地域の方々との交流といった、学校生活における全ての活動が生徒の学びの場です。

したがって、学校生活を「山登り」に例えるのであれば、「スタート地点＝入学」から

「ゴール＝卒業」までの道のりが、生徒が体験する「教育課程」となります。言い換えれば、

授業とは、「育てたい生徒像＝目標」に向かって、生徒を導く方法の一つで、授業づくりと

は、その方法や手段を考えることです。

いま求められている授業

さあ、一歩を踏み出そう！
序

教師の役割とは？

◆ 学校生活を「山登り」に例えると…

育てたい生徒像＝目標

各学校の生徒の状況＝現状

生徒を目標に導く方法の一つ＝授業

生徒を登山者に例える時、教師とはどのような存在に例えられるでしょうか。

それは、「シェルパ」（登頂を手助けする案内人）です。荷物を持って登山者に付き従う

「ポーター」と異なり、「シェルパ」には頂上へ導くための様々なルートや装備を持った登山

の専門家であり、登山者の状況や能力に応じた助言が求められます。

生徒一人ひとりの現状を的確に把握し、「育てたい生徒像」を実現させるために、様々な手

立てを用いながら、生徒自身が頂上に到達するのを支援すること、それが教師の役割です。

教師が生徒にとってより良き「シェルパ」となるために、進んで知識や装備を整え、経験値

を高めましょう。

１章－２

１章－４～7

２章

知識

装備

経験

３章

２・４章

２・４章

持てるだけの装備を全て
持っては、かえって登頂の
障壁となることも。

その山の特性に合わせた、
登山者にとって必要な装備
を吟味していく判断力が求
められます。

常にアップグレードが必要なのは言うまで
もありません。一度目の登山がうまくいって
も、登山者が変われば同じようにいくとは限
りません。別の山ならなおさらでしょう。

貪欲に知識を求め、あらゆる方法を試す気
持ちが大切です。

経験不足だからと臆することなく、広く情
報を集めて登山者に合った方法を試しましょ
う。また、仲間と互いの経験を共有し、補い
合い、支え合いましょう。

様々な人とのつながりは、シェルパにとっ
てなくてはならない大切な財産です。
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さあ、一歩を踏み出そう！
着任当初は、目の前の業務や生徒たちの理解、自分の授業準備で精一杯かもしれません。

しかし、より良い授業づくりを目指すのであれば、他の教員がどのような授業をしているか

をなるべく多く見聞きすることが必要です。担当クラスの生徒達が、他教科の授業ではどのよ

うな表情を見せるか。他教科ではどのような授業の工夫をしているか。同じ教科・科目を担当

する教員の授業だけではなく、様々な教科や他学年の授業からも多くを学ぶことができます。

また、他校の公開研究授業（校種を越えた参加も有効）に赴き、授業に参加し研究協議に参

加したり、総合教育センターの自己研鑽研修講座や、他の政令市・大学等で実施されている研

修等に参加したりして自身の資質・能力の向上を図ることもお勧めです。

初任の１年間を過ぎると、授業時数だけでなく学級担任を受け持つなど、授業以外の業務も

増加します。ぜひ、自分から一歩を踏み出し、校内・校外と学びの機会を増やしましょう。

その時には傍らに本冊子を常備し、各章に関わる気付きや学びをどんどん書き込んで、自分

だけの「授業づくりガイド」を作り上げてください。

県内各学校の公開研究授業に参加してみましょう

神奈川県では毎年、各種指定校事業や校内授業研究の一環としての公開研究授業が各学校で

実施されています。より多くの授業実践を見たいという方は、これらに参加してみてはいかが

でしょうか。もちろん服務の関係を含め管理職への相談が必要ですが、所属校を客観的に眺め、

理解を深める良い機会になりますので、参加してみることをお勧めします。

公開研究授業の日程は、教育委員会ネットワークポータルサイトのカレンダーに掲載されて

おり、そこから日程や要項等を確認することができます。活用してみてください。

教師に必要な二つの「授業力」
授業づくりとは、子どもたちに身に付けさせたい資質・能力を、どのように身に付けさせて

いくかを考えることです。より良い授業づくりができるようになるためには、教師には確かな

授業力が求められます。この「授業力」を、本冊子では次の二つとしています。

〇授業を通して子どものどのような資質・能力を育みたいかを意識して実現する力

教科専門力を軸に、学習指導要領や学校教育目標に基づいた「資質・能力ベースの授

業」が実践できる力です。

〇育みたい資質・能力の育成に向けて、絶えず授業を改善していく力

生徒の状況をしっかりと見取り、実情に合わせて必要な授業方法を選択したり、臨機応

変に修正することができる力もこれに含まれます。

どちらの力も、経験を重ねるだけでは望ましい向上は得られません。社会の変化に応じて生

徒を取り巻く環境も、学校自体の在り方も変容します。それらに対応しながらより良い授業づ

くりを実現させるために、教師は常に学び続ける必要があります。

前の単元は思ったよ
りスムーズに学習で
きていたから、今回
は少し難しい課題に
チャレンジさせよう
か…？

そのためには、
前の単元の定着
度合を確認して
おきたいな…
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◆ 国の教育施策

・社会に開かれた教育課程

・単元（題材）による授業構想

・観点別学習状況の評価

・カリキュラム・マネジメント

未来を見据えた授業づくり
序 いま求められている授業

高等学校学習指導要領

教育公務員として、国や県の教育施策を踏まえた授業づくりは必須です。目の前の生徒が、

未来の社会で力を発揮できることにつながるような「資質・能力」の育成を目指しましょう。

・資質･能力の三つの柱

・主体的・対話的で深い学び

・目標に準拠した評価

・指導と評価の一体化

『高等学校学習指導要領解説』平成30年7月

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1407074.htm

 教職員支援機構（NITS)「新学習指導要領シリーズ」

https://www.nits.go.jp/materials/youryou/  文部科学省サイト     NITS動画

・個別最適な学び、協働的な学び

・主体的・対話的で深い学び

・教育におけるＩＣＴの活用

「令和の日本型学校教育」の構築を目指して

・探究的な学習や体験活動

・問題発見・解決に挑む資質・能力の育成

・Society5.0時代にふさわしい学校の実現

 「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、

個別最適な学びと、協働的な学びの実現～」令和３年１月

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/079/sonota/1412985_00002.htm

 教職員支援機構（NITS)「『令和の日本型学校教育』の構築を

 目指して：校内研修シリーズ No.94」

https://www.nits.go.jp/materials/intramural/094.html

・持続可能な社会の創り手の育成

第４期教育振興基本計画（令和５年度～令和９年度）

・日本社会に根差したウェルビーイングの向上

 「第４期教育振興基本計画」令和５年６月

https://www.mext.go.jp/a_menu/keikaku/index.htm

 文部科学省「ミラメク」note

 「地域発！教育振興基本計画×実践事例レポート」

 https://mext-gov.note.jp/m/m8532e8109972 文部科学省サイト  「ミラメク」

文部科学省サイト   NITS動画

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1407074.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1407074.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1407074.htm
https://www.nits.go.jp/materials/youryou/
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/079/sonota/1412985_00002.htm
https://www.nits.go.jp/materials/intramural/094.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/keikaku/index.htm
https://mext-gov.note.jp/m/m8532e8109972
https://mext-gov.note.jp/m/m8532e8109972
https://mext-gov.note.jp/m/m8532e8109972
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◆ 神奈川県の教育施策

かながわ教育ビジョン（平成19年８月策定）

県立高校改革（Ⅲ期）（令和６年度～令和９年度）

・かながわグランドデザイン

 「かながわ教育ビジョン」令和元年10月 一部改定

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/u5t/vision/downlord.html

 「県立高校改革基本計画」平成27年１月

https://www.pref.kanagawa.jp/documents/8302/1218148_4405866_misc.pdf

 「県立高校改革実施計画（全体）」令和４年10月 一部改定

http://www.pref.kanagawa.jp/documents/8302/1218148_4405897_misc.pdf

 「県立高校改革実施計画（Ⅲ期）」令和４年10月 策定

https://www.pref.kanagawa.jp/documents/8302/jissikeikaku-3ki.pdf

・「ステューデント・ファースト」

・七つの重点目標ごとの施策

・ 多様な背景を持つ児童生徒の増加

・ 教科の指導と生徒指導の一体化

生徒指導提要

 『生徒指導提要（改訂版）』令和４年12月

https://www.mext.go.jp/content/20230220-mxt_jidou01-000024699-201-1.pdf

 教職員支援機構（NITS)「生徒指導Ⅰ：校内研修シリーズ No.129

 『生徒指導提要』の改訂をふまえたこれからの生徒指導の方向性」

https://www.nits.go.jp/materials/intramural/129.html

デジタルテキスト   NITS動画

「自らの人生を舵取りすることができる民主的で持続可能な社会の創り手の育成」

これは、令和７年９月の「論点整理」によって示された、次期学習指導要領の方向

性を示すキーワードです。未来の学校教育において中核となる初任の皆さんは、今か

ら新たな教育の在り方も見据えた授業づくりを身に付けましょう。

 教育課程企画特別部会における論点整理について（報告）

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/gaiyou/
mext_00010.html

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/u5t/vision/downlord.html
https://www.pref.kanagawa.jp/documents/8302/1218148_4405866_misc.pdf
https://www.pref.kanagawa.jp/documents/8302/1218148_4405866_misc.pdf
https://www.pref.kanagawa.jp/documents/8302/1218148_4405866_misc.pdf
https://www.pref.kanagawa.jp/documents/8302/1218148_4405866_misc.pdf
https://www.pref.kanagawa.jp/documents/8302/1218148_4405866_misc.pdf
https://www.pref.kanagawa.jp/documents/8302/1218148_4405866_misc.pdf
https://www.pref.kanagawa.jp/documents/8302/1218148_4405866_misc.pdf
http://www.pref.kanagawa.jp/documents/8302/1218148_4405897_misc.pdf
http://www.pref.kanagawa.jp/documents/8302/1218148_4405897_misc.pdf
http://www.pref.kanagawa.jp/documents/8302/1218148_4405897_misc.pdf
http://www.pref.kanagawa.jp/documents/8302/1218148_4405897_misc.pdf
http://www.pref.kanagawa.jp/documents/8302/1218148_4405897_misc.pdf
http://www.pref.kanagawa.jp/documents/8302/1218148_4405897_misc.pdf
http://www.pref.kanagawa.jp/documents/8302/1218148_4405897_misc.pdf
https://www.pref.kanagawa.jp/documents/8302/jissikeikaku-3ki.pdf
https://www.pref.kanagawa.jp/documents/8302/jissikeikaku-3ki.pdf
https://www.pref.kanagawa.jp/documents/8302/jissikeikaku-3ki.pdf
https://www.pref.kanagawa.jp/documents/8302/jissikeikaku-3ki.pdf
https://www.pref.kanagawa.jp/documents/8302/jissikeikaku-3ki.pdf
https://www.pref.kanagawa.jp/documents/8302/jissikeikaku-3ki.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230220-mxt_jidou01-000024699-201-1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230220-mxt_jidou01-000024699-201-1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230220-mxt_jidou01-000024699-201-1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230220-mxt_jidou01-000024699-201-1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230220-mxt_jidou01-000024699-201-1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230220-mxt_jidou01-000024699-201-1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230220-mxt_jidou01-000024699-201-1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230220-mxt_jidou01-000024699-201-1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230220-mxt_jidou01-000024699-201-1.pdf
https://www.nits.go.jp/materials/intramural/129.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/gaiyou/mext_00010.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/gaiyou/mext_00010.html
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いま求められている授業

授業づくりガイドの構成
序

テーマについて、ポイントと
なることを示しています。

左ページの内容に関連して、具体的
な事例等を説明しています。

個別の支援が必要な生徒への対応に
ついて、テーマに合わせたワンポイ
ントアドバイスを掲載しています。

必要に応じて、本文中の
用語の解説や内容の補足
をしています。

授業実践への橋渡しとしてのミニワークです。
一人で取り組むだけでなく、周囲の教員と共有
して理解を深めましょう。

各章の末尾には学びの記録ができるシートが付いています。

研修や他者との協議から得た事柄を自身の授業実践に生かすために活用してください。

ミニコラムとして、テーマに関連する
アイデアや授業づくりのヒントとなる
情報等を掲載しています。

 ステップアップ課題



章 授業づくりの前に

授業は、教員が一人でつくるものではなく、生徒とともにつく

るものです。

そのために、どのようなことに気を付ければよいでしょうか。

１章では、授業づくりの前にしておくべきことについて説明し

ます。

１
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個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう

１ 社会に開かれた教育課程

社会全体が「Society5.0」に向かっている中、未来を担う子ども

たちは、どのような力を身に付ける必要があるでしょうか。

この問いに対する一つの見解として、『学習指導要領解説 総則

編』には「予測困難な社会の変化に主体的に関わり，感性を豊かに

働かせながら，どのような未来を創っていくのか，どのように社会

や人生をよりよいものにしていくのかという目的を自ら考え，自ら

の可能性を発揮し，よりよい社会と幸福な人生の創り手となる力」

との記載があります。

日本が目指す未来社会像

のこと。「持続可能性と強

靭性を備え、国民の安全と

安心を確保するとともに、

一人ひとりが多様な幸せ

（well-being）を実現でき

る社会」と第6期科学技術・

イノベーション基本計画で

は表現されています。

授業づくりの前に
「よりよい社会と幸福な人生

の創り手」となる力を育む

☆ Society5.0

ビジョンをもつ

不慣れな場所や初対面の人との活動に対し、困難や強い恐怖を感じる傾向

のある生徒がいます。本人や保護者と得手・不得手を共有しながら、生徒が

安心して活動できるような手立てを考えましょう。

例えば、事前に活動の流れを伝えて見通しを立てさせたり、心配な点を教

員と話し合ったり、困った場合の連絡先や集合場所を伝えたりすることで、

生徒の心理的負担を軽くするといった方法が考えられます。

卒業までの長期的な視野を持って段階的な手立てを講じましょう。

対人関係等に苦手意識がある生徒への対応

１

「よりよい社会と幸福な人生の創り手」の育成

このような力を身に付けさせるために、学校の教育課程には、学

校教育を通じて社会や世界とのつながりを子どもたちが感じられる

ような学びを実現することが求められています。これが「社会に開

かれた教育課程」です。

こうした学びを実現させるために、まずは教員が社会の変化に目

を向け、教育を通してどのような資質・能力を育まなければならな

いかを常に考え、社会の変化に柔軟に対応していく姿勢をもたなけ

ればなりません。日頃から教員自身が社会の動きに対し、アンテナ

を巡らすことから始めましょう。

「社会に開かれた教育課程」とは
「社会に開かれた教育課

程」の実現に寄与する神奈

川県の取組を紹介します。

・県立高校生学習活動コン

ソーシアム

県立高等学校と大学・短

期大学・職業技術校並びに

専修学校・各種学校等の教

育機関及び企業、研究機関

との連携を拡充し、生徒の

主体的な学びへとつながる

様々な教育機会の提供の充

実を図ることを目的とした

取組です。次ページの「参

考資料」のウェブページか

ら参加機関・団体や取組事

例を見ることができます。

☆神奈川県の取組（１）
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① 所属校で実践している、

周辺地域との連携・協働

による教育活動を調べま

しょう。

② その活動によって、生徒

にどのような資質・能力

を身に付けさせることが

できるか考えましょう。

③ その活動と担当教科の授

業とを結び付け、どのよ

うな授業づくりができる

か考えましょう。

※ ①に該当する教育活動が

ない場合、または、③に

おいて授業との連携が難

しい場合は、担当教科の

授業について、社会との

連携・協働を取り入れる

ことのできる授業づくり

はできないか、考えま

しょう。

  ステップアップ課題

〇「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び

必要な方策等について（答申）」平成28年12月21日 中央教育審議会

〇『高等学校学習指導要領解説 総則編』平成30年7月

〇県立高校生学習活動コンソーシアムの取組

〇コミュニティ・スクール（学校運営協議会）

「社会に開かれた教育課程」に関する参考資料

→ダウンロードは P８、P122へ

「社会に開かれた教育課程」を実現するために教員が意識して取り

組むべきこととは、どのようなことでしょうか。

文部科学省は、次の三つをポイントとして挙げています。

（１）「よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創る」という目標

を学校と社会とが共有すること

（２）これからの社会を創り出していく子どもたちに必要な資質・

能力が何かを明らかにし、それを学校教育で育成すること

（３）地域と連携・協働しながら目指すべき学校教育を実現すること

「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて

つまり、どのような資質・能力を身に付けさせたいかを明確にした

うえで教育課程を編成し、学校の中だけでなく地域社会と情報を共有

し、連携しながら教育活動を行うということです。

所属校の「育てたい生徒像」は、各学校の「学校教育目標」や「ス

クール・ポリシー」に記載されています。「社会に開かれた教育課

程」の理念のもとで授業づくりを行うためにも、まずは所属校の「学

校教育目標」や「スクール・ポリシー」を教員間で共有し、生徒たち

を地域や社会につなげていくような活動を実践していきましょう。

→ １章－２

・コミュニティ・スクール

（学校運営協議会制度）

平成29年「地方教育行

政の組織及び運営に関する

法律」の法改正による制度

で、学校運営に地域の声を

積極的に生かし、地域と一

体となって特色ある学校づ

くりを進めるものです。

神奈川県では全ての県立

学校にコミュニティ・ス

クールを導入しています。

下の「参考資料」のウェブ

ページから取組事例を見る

ことができます。

☆神奈川県の取組（２）

コンソーシアム コミュニティ・スクール
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２ 「資質・能力ベース」の授業づくり

日々教室で生徒と向き合っている皆さんは、生徒をどのような姿

に導いていこうと考えていますか。「理想とする生徒の姿」をイ

メージすると、自身の教育活動に明確な方向性が生まれます。です

が、教員それぞれが別個の「理想像」を目指していたら、生徒に対

する一貫した教育活動は実現できません。

そのため、各学校にはその学校の教育活動のゴール、すなわち

「学校教育目標」が設定されています。そしてこの目標を実現させ

るための道標が「スクール・ポリシー」です。これらを意識し、そ

の実現に向けて、全ての教員が同じ方向を目指すことが重要です。

同僚と目標を共有することで、互いの理解を深め合うことができる

とともに、学校・地域全体で協力しながら、教育活動をより良くし

続けていくことができます。これが、カリキュラム・マネジメント

に基づく授業改善につながります。

授業づくりの前に
学校教育目標は

生徒を導く道しるべ

☆用語解説 学校教育目標を踏まえる

ビジョンをもつ
１

「資質・能力ベース」で考えると

素晴らしい学習内容でも、一方的に教わるだけでは「資質・能力」の

より良い伸長は難しいものです。

将来自立した社会参加が可能となるよう、生徒が自分の意見を持ち、

自分で選択し、判断や行動に責任をもつ機会等を設けましょう。

その上で、個々の生徒の特性を見取り、一人ひとりの生徒に合わせた

支援を行います。「分かった」「できた」を増やすことで、生徒の

自己肯定感が高まるよう工夫しましょう。

自立した社会参加に向けて

「スクール・ミッション」

とは、神奈川県教育委員会

が各学校の課程ごとに策定

したものです。そこには各

学校の存在意義や期待され

る社会的役割等が示されて

います。

それを受けて各学校が設

定する教育活動のゴールが

「学校教育目標」です。学

校の特色や生徒、家庭、地

域の実態に則して定めるも

ので、4年に一度見直しが

図られます。

 「スクール・ポリシー」は

「学校教育目標」の実現に

向けて、より具体的に設定

されるもので、入学者向け

の「アドミッション・ポリ

シー」、在学中の「カリ

キュラム・ポリシー」、卒

業時の「グラデュエーショ

ン・ポリシー」の三段階に

分かれて示されています。

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう

これからの社会を生きる生徒に必要な資質・能力を、文部科学省

は「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」「学びに向かう

力， 人間性等」に整理して示しています。この「三つの柱」をバラ

ンスよく身に付けさせるために、教科等がそれぞれの特性を生かし

ながら教育活動を行います。

なお、「定理の正しさを証明する」「意見文を書く」という活動

は、どちらも「論理的に考える力」を身に付けることにつながりま

す。このように、所属校の「育てたい生徒像」を実現させるために、

教科等が連携しながら「資質・能力ベース」の授業を実施すること

で「教科等横断的な学び」が実現しやすくなります。
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「ＩＣＴの活用」「活発な話合い」…。良い活動ですが、活動自体が目的になっていま

せんか？例えば「美術・工芸」の授業なら、陶芸の授業の目的は「陶芸をすること」では

なく、「陶芸」という学習活動を通して身に付けさせたい力を育むことです。そのため、

「子どもが使いやすい器」という題材で、目的や機能などを考えた表現力の育成を目標に

設定したり、「自分の気持ちを表した造形（抽象彫刻）」という題材で、感じ取ったこと

や考えたことを基にした表現力の育成を目標に設定したりすることなどが求められます。

活動自体が目的にならないように留意しましょう。

何のための活動？

○自分の考えを、臆することなく 発信できる人

○・・・・・・・・・・・・

県立かもめ高等学校 学校教育目標

自分なりの
考えを持つ力

他者意識をもって
より良く伝える力

授業づくりの流れ（例）

「資質・能力ベース」の授業づくり
身に付けさせたい資質・能力が異なれば、同じ教材であっても授

業の展開は変わります。目標の実現のために最適な教材・言語活動

はどのようなものかを考えて授業づくりをすることが大切です。

学校教育目標を基に、

「育成したい資質・能力」

を具体的に捉えます。

 
→ ４章－１

失敗を恐れず
挑戦する力

教材研究・授業準備

身に付けさせたい資質・能力の決定

資質・能力の育成に適した素材の選定

「問い」の設定・言語活動の検討

学習活動

学習状況の見取り

振り返り（省察、リフレクション）

単元の終わり

観点別学習状況の評価
単元の学びを振り返ります。生徒のメ

タ認知の場であり、教師自身の授業実

践に対する省察の場でもあります。

生徒の活動状況をよく観察し、補助発

問を入れたり、個別に支援したりする

など、柔軟な対応を心掛けます。 

素材を教材として生徒に提示する方法

を考えます。「問い」と言語活動が、

目標にした「身に付けさせたい資質・

能力」とつながるようにします。

素材は教科書所収のものに限りません。

教科専門力を発揮して選定しましょう。

身に付けさせたい資質・能力を決定し

ます。その資質・能力に対する生徒の

実態を事前に見取ることも重要です。
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３ 教員の思いを伝えよう

授業とは、生徒がその教員を通して新たな世界に触れることです。

その際生徒は、教員から知識を学ぶだけでなく、人間性をも学びま

す。「この先生はどのような人で、どのような思いや願いをもって

授業を行っているのだろう？」生徒が教員の思いを捉えて授業に参

加できれば、教育効果も一層高まるでしょう。

授業づくりの前に

思いを伝えよう

ビジョンをもつ
１

授業は、教科・科目の内容を教えるだけの時間ではありません。

教科・科目の学びを通して「新しい時代に求められる資質・能力」

を育む時間です。

その教科・科目を学ぶ目的、学校で学ぶことにどのような意味が

あるのか、学んだことがどのように役立つのか等を、根拠に基づき

自身の言葉で語ることで、生徒は教科・科目に親しみを覚えるはず

です。

授業を通して伝える思いとは

年度初めの２～３回の授業は、１年間の生徒の取組に大きく影響

します。１年間の授業を通して、何を学ぶのか、大切にしたいこと

は何か、初めに生徒に話しましょう。生徒との課題の共有が授業の

充実につながります。

また、教員と生徒と互いの準備があってこそ良い授業が実践でき

ます。授業での約束事もしっかりと確認しましょう。

初めに伝えておくべきこと

視覚、聴覚、運動感覚等、認知特性の違いから人によって学び方には、得

意・不得意があります。“熱い思い”は伝えても、教員自身のこれまでの学び

方が、全ての生徒に合っているとは限らないので押し付けにならないように

しましょう。 → １章－７

学習スタイルの違いに配慮しよう！

「伝えるべきこと」と

「伝えたいこと」を整理する

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう
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教員が伝えたいと考えている情報の量と、生徒に伝わる情報の量

は必ずしも一致しません。学習の効果は生徒に「伝わった」量で決

まると言って良いでしょう。適切に相手に「伝える」ためには伝え

方の工夫と、生徒の状況･状態の把握が必要になります。

次に示す「『伝える』際の留意点《例》」をヒントに工夫しま

しょう。

「伝えた量」より「伝わった量」

□ 伝えたいことの要点が整理できているか

思い付きではなく、伝える項目や順序を整えましょう

 □ 伝える内容の優先順位が整理できているか 

一度に伝えずに、分量を絞って重要なことから伝えましょう

 □ 情報量（話す時間等）は適切か

インパクト＆コンパクトな発言が印象に残ります

□ 相手の感情･心理状態を把握できているか

相手の心情を汲んだ物言いができると伝わりやすくなります

□ 自分の感情を制御できているか

感情に任せると、伝え方だけが相手の記憶に残りがちです

□ 場面（タイミングや環境）は適切か

個別か集団か、途中か最後か等、働きかける場面も重要です

□ 相手に「自分事」として認識させられているか

相手の心に働きかけるような伝え方を意識しましょう

□ 語り口（音量･強弱･言葉遣い等）は適切か

語り口が異なるだけで受け取る印象が大きく変わります

「伝える」際の留意点《例》

① 同じ言葉（「どうして

 こんなことをしたの」

 等）を異なる語り口で

 いくつか発言し、どの

 ような印象の違いがあ

るかについて考えましょ

う。

② 伝え方が上手な教員の

 言動を観察しましょ

う。

 どのような場面でどう

 いった伝え方をしてい

 るかについて分析し、

 自分の伝え方の幅を広

 げるために取り入れま

 しょう。

③ 自分の話し方のくせや

 特徴について、周囲の 

 教員や生徒からアドバ

 イスをもらいましょ

う。

○ 相手意識を持たない発言を「言う」、伝える意図をもった発言を「話す」といいます。

相手が大人数であっても、一人ひとりの生徒に「話しかける」意識を持つことが大切です。

○ 何度声をかけても聞く姿勢が整わない時は「あえて黙る」「突然板書に切り替える」

等、即座に生徒へのアプローチを変えることも有効です。

○ 「今から二つのことをお話しします。」と言いながら指で「２」を示したり、大きさ

や形をジェスチャーで表現したりすると、受け手がイメージしやすくなります。

「伝え方」のポイント～先輩教員からのアドバイス～

  ステップアップ課題
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４ 生徒が「考え」「気付く」授業

「知る」が「分かる」になり、納得に至る。「なるほど！」と心

にストンと落ちる（納得する）分かり方をしたときに、生徒は学ぶ

喜びを感じます。

では、どのような授業で、生徒は学ぶ喜びを感じるのでしょうか。

分かりやすく丁寧に教えたとしても、それが一方的な教え込みだと

したら、生徒の内面に揺さぶりをかけることは難しく、生徒の心の

中に落ちてはいきません。生徒自身が課題を見いだし、解決し、学

ぶ喜びを感じる授業を目指していきましょう。

授業づくりの前に

学ぶ喜びが実感できる授業

生徒を理解する
１

「どのような力を身に付けるために学んでいるのか」という、授

業の目的を生徒に伝えましょう。目的を知ることで、生徒は学ぶ意

義を感じることができ、意欲も高まることでしょう。

こうした生徒自身が「考え」「気付く」授業を実現させるために

は、生徒の実態を踏まえて教材を用意することや、生徒が自ら考え

るための時間を確保することが大切です。

生徒が「考え」「気付く」授業とは

本人の努力ではカバーできな

い領域があることも押さえてお

く必要があります。個に応じた

課題など、生徒が自分の能力に

応じて学べるようなカリキュラ

ムの工夫が必要です。

個に応じた指導を！

学ぶ喜びの実感

授業中に、生徒が「分からない」と言える授業を心掛けましょう。

誰にでも苦手な教科・科目があります。分からないことを共有し、

生徒同士の協働によって解決することで、一人の「分からない」が

皆の「分かった」に結び付きます。

「分からない」と言える授業

「ちょっとがんばったらできたよ」

そのような思いや経験が大切です。達成

感が次の意欲へとつながります。

目標はスモールステップで

考えていきましょう。

目標はスモールステップで！

目標

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう
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生徒の実態に応じた授業づくり

生徒が「考え」「気付く」授業をつくるために、生徒の実態を適

切に捉えること、その実態に合った活動を組み立てること、十分な

活動の時間を確保することが必要です。

生徒の活動の様子を想定して準備しましょう。 → 2章－５~10

「楽しいからやってみたい」「気になるから解明したい」「苦手を克服したい」という

生徒自身の好奇心や関心がもたらすモチベーションを、「内発的動機付け」といいます。

「やらないと叱られる」「テストで高得点を取れたら○○がもらえる」といった、義務や

賞罰など学習以外の要因がもたらすモチベーションを「外発的動機付け」といいます。

どちらも大切ですが、主体的、かつ継続的な学習につなげるためには、内発的動機付け

の方が望ましいと言われています。

動機付け

【課題づくり】

□ 生徒一人ひとりの理解度や意欲の把握をしているか。

□ 学ぶことの有用性や必然性が感じられる教材や課題となっ

ているか。

□ 達成感が得られる、知的満足度の高い課題か。

【展開の工夫】

□ 生徒の興味や関心、知的好奇心を呼び起こすような仕掛け

があるか。

□ 問題の発見・解決といった学習活動を取り入れているか。  

□ 生徒の考えを広めたり、深めたりする発問を準備している

か。

□ 生徒が考える時間を適切に確保しているか。

□ 生徒が自分の考えを表明し、振り返ることができる場面が

あるか。

□ 思わず「なるほど！」と感じられる「授業の山場」はある

か。

□ 生徒の良い面を引き出す場面があるか。

□ 学習につまずいている生徒に対して、適切な支援を行えて

いるか。

「生徒の実態に応じた授業づくり」チェックリスト
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５ 生徒のことが分かる場面

授業中、どのような場面で、生徒の様子が把握できるでしょうか。

例えば発問したときに、表情やしぐさを見て、「意味が伝わってい

ないかな」と思うことはありませんか。また、活動になかなか取り

組めない生徒がいるとしたらどうでしょう。その生徒にとって、難

しくてやり方が分からないのか、書くことをためらっているのか、

取り組みたくないのか、生徒の立場に立って考え、生徒を知ること

に努めましょう。

授業づくりの前に

生徒の姿をしっかり見る

授業の中で、生徒を知る

生徒を理解する

生徒の気になる行動について、いつ、どのような場面で起こるのかなど、

観察を続けましょう。その際、行動の背景に何があるのかを考えることが大

切です。判断がつきにくい場合は、他の教員や教育相談コーディネーター、

スクールカウンセラーに相談してみましょう。

☆インクルーシブ教育の視点も必要です。→１章－10

行動の背景に目を向ける

１

生徒の興味・関心、既習事項への理解度等を把握していると、授

業でどのような反応をするか、ある程度予想できます。生徒の実態

に応じた授業づくりができ、予想外の反応にも落ち着いて対応する

ことができます。

生徒を知ると、授業が変わる

生徒の様子は、授業以外の場面でも把握できます。例えば、生徒

と一緒に掃除をしながら、授業のことについてどのような感想を

もっているのか、知ることができます。また、部活動や委員会活動

の指導を行う中で、生徒の学習状況を知ることもできます。

このように、学校生活全般を通じて、授業に対する生徒の率直な

感想を聞いたり、生徒のことを理解したりする機会はあります。

生徒とコミュニケーションを取る場面を大切にしましょう。

授業以外で、生徒を知る

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう
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生徒の性格や仲の良い友人、得意なことや苦手なこと、部活動や趣味など、様々な角度

から生徒のことを把握できるように、「プロフィールノート」を作ってみてはどうでしょ

うか。一人１ページ位の分量が活用しやすいです。また、その生徒との授業中の関わりを

メモしておくと、指導にもつながります。

ただし、個人情報の取扱いには十分注意しましょう。

プロフィールノート

生徒のことが分かる場面

〇 クラスの雰囲気

生徒の表情を見ることで、授業の内容を理解したのか、納得した

のかなど、クラスの雰囲気を感じることができます。無意識にうな

ずくというジェスチャー等から、授業内容に納得したことを見取る

ことができます。

〇アンケート

板書、声の出し方、説明の仕方などの授業技術や、授業の改善を

図ったことによる成果など、教員の知りたいことを焦点化して聞く

ことができます。

また、自由記述欄への記述では、生徒の率直な感想や教員が予想

していなかった反応を知ることができます。

〇 発問

発問によって、理解の程度や思考過程などの生徒の認識を把握す

ることができます。しかし、正解だけを問う一問一答だけでは不十

分です。なぜそう考えたのか、どう思ったのかと発問することが必

要になります。また、理由を問うことで、生徒の思考力を育成する

ことにもつながります。 → ３章－１

〇 生徒との対話

授業が終わったとき、生徒にとって今日の授業はどうだったの

か、しっかりと理解したのだろうかと気になります。そこで、「今

日の授業はどうだった？」と直接生徒に話しかけてみましょう。授

業が終わり、ホッとして緊張が解けたとき、生徒は本音で授業のこ

とを話してくれます。

また、語りかける際には、「今日の授業分かった？」ではなく、

「今日の授業で分からなかったことは？」と聞いてみると良いで

しょう。

生徒の言葉を真摯に受け止めて、授業づくりに

つなげてください。
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６ 高校生の特性を知ろう

高校生の時期は、自分と他者との違いを強く意識しながら、あり

のままの自分を受け入れられず混乱しがちです。誰一人取り残され

ることなく、資質・能力を身に付けていけるよう、教員は多様な生

徒たちに正面から向き合うことが重要となります。

神奈川県では、令和５年度から「かながわ子どもサポートドッ

ク」を導入し、一人ひとりの児童・生徒の抱える悩みや困難の早期

発見・早期対応に取り組んでいます。

次の資料には「かながわ子

どもサポートドック」の実施

方法や校内支援などに関係す

る資料が掲載されています。

「子どもサポートハンドブッ

ク～すべての子どもたちの

笑顔のために～」令和５年

神奈川県教育委員会 

授業づくりの前に
高校生は子どもから

大人への移行期

☆校内支援の参考資料
社会に出ていくための準備期

生徒を理解する
１

平成30年6月の民法改正に伴い、令和４年4月から成年年齢が20

歳から18歳に引き下げられました。このことにより、一人で有効

な契約をすることができる年齢や、親権に服することがなくなる年

齢が20歳から18歳に引き下げられました。また、女性の婚姻開始

年齢が16歳から18歳に引き上げられ、婚姻開始年齢が男女とも18

歳に統一されました。

消費者教育の推進について

成年となった者は契約の主体となります。そのため、かつて20

歳未満まで認められていた、保護者の同意を得ずに締結した契約の

取消についても18歳未満までとなります。これを踏まえ、自主的

かつ合理的に社会の一員として行動する自立した消費者の育成のた

め、実践的な消費者教育を推進する必要があります。

成年年齢の引下げ

・飲酒をする

・喫煙をする

・競馬、競輪、オートレー

ス、競艇の投票券（馬券

など）を買う

・養子を迎える

・大型・中型自動車運転免

許を取得する

☆成年年齢の引下げ後
も、20歳にならな
いとできないこと

一人ひとりの生徒の背景を考慮して適切な支援を行うためには、教員だけで

なく外部機関とも連携してチーム支援を行うことが必要です。その際、生徒の

学習情報、健康情報等の個人情報を扱います。生徒情報の扱い方について、事

前に校内で合意形成や共通理解を図ってから連携しましょう。

チーム支援の留意点
個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう

○ Co-MaMeガイド NISE（国立特別支援教育総合研究所）

参考資料
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生徒が、自らの学習状況

やキャリア形成を見通した

り振り返ったりしながら、

自身の変容や成長を自己評

価できるよう工夫された

ポートフォリオのことです。

校種を越えて継続的に記

録を蓄積していくことが特

徴です。

キャリア教育の視点で考えよう

キャリア教育とは、生徒一人ひとりの社会的・職業的自立に向け、

必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア発達

を促す教育のことを示します。

基盤となる能力や態度には、「人間関係形成・社会形成能力」

「自己理解・自己理解管理能力」「課題対応能力」「キャリアプラ

ンニング能力」の四つがあります。例えば、授業や学校行事、部活

動等での様々な学びや体験を通して、「相手の立場を考慮し、考え

を受け止める」「自分の役割を考え、力を合わせて行動する」「自

分を振り返り、長所をのばし、短所を克服しようとする」「感情に

流されず、自分のすべきことに取り組む」「課題を発見し、解決の

ための工夫ができる」「目標を立て、実現のための方法を考えてい

る」等の態度や能力を育てることがキャリア教育の充実につながり

ます。

令和２年４月から「キャリア・パスポート」が、全ての小・中・

高等学校、特別支援学校で運用されています。「キャリア・パス

ポート」は、生徒自身が長期的に自己理解を深めるのに役立つほか、

教員が生徒を深く理解し、キャリア発達を支援する効果が期待でき

ます。

☆キャリア・パスポート

〇「中学校・高等学校キャリア教育の手引き」令和５年３月 文部科学省

キャリア教育の参考資料

シチズンシップ教育

神奈川県では、平成23年度から、キャリア教育の一環としてのシ

チズンシップ教育の取組を全ての県立高等学校等で進めてきまし

た。

シチズンシップ教育の内容は、「法に関する教育」「政治参加に

関する教育」「経済に関する教育」「モラル・マナーに関する教

育」です。これらを通して、「責任ある社会的な行動」「主権者と

して国や地方公共団体への積極的な政治参加」「社会や経済の仕組

みについての理解と諸課題の解決」などの能力や態度を育成するこ

とをねらいとしています。

社会の諸課題を生徒が自分事として捉え、実社会で生かすことが

できるように、主体的・対話的で深い学びの視点から、課題を探究

したり、解決したりする学習などを取り入れることがシチズンシッ

プ教育の充実につながります。

これからの社会を担う自

立した社会人を育成するた

めに、積極的に社会参加す

るための能力と態度を育成

する実践的な教育のことで

す。

☆シチズンシップ教育



章

ここがポイント

24

７ 一人ひとりの理解の仕方

授業中、教員は教室内の多数の生徒と向き合っていますが、生徒

は多くの場合、一人の教員と向き合っています。ですから、教員は

一人ひとりの生徒と向き合っているという意識を持つことが大切で

す。生徒一人ひとりと向き合い、個々の生徒を理解することは、

「生徒の実態に応じた授業」をつくることにつながります。

授業づくりの前に
学び方は一人ひとり

違っている

一人ひとりと向き合う

生徒を理解する
１

一人ひとりの「学習観」や「学習スタイル」は、高等学校に入学

するまでの９年間の学習経験によって大きく異なります。

教員が生徒たちの学習観や学習スタイルを知っておくことはもち

ろんですが、生徒自身も自らの学習観や学習スタイルの傾向を知る

ことで自分に合った学び方を見つけることができます。

生徒が自分の学び方についてメタ認知し、試行錯誤することがで

きる機会を学習活動に取り入れましょう。

一人ひとりの学習観・学習スタイル

授業には情報を伝え、理解を得る場面があります。

必要な情報を正しく伝えられたのか、伝えたいことを相手が理解

できたのかを振り返ったり、相手の立場に立って考えたりすること

が大切です。 → １章－３

相手の立場に立って考える

認知の偏りや集中の難しさ、社会性の育ちにくさなど、困難な局面だけに

注目し、できるようにと励ますだけでは、うまくいかないことがあります。

一人ひとりの生活や文化的背景、経験やつまずきを、対話等を通して理解

し、持っている力を生かそうという生徒の意欲を高めさせることができるよ

う、継続的で一貫した支援をしていくことが必要です。

一人ひとりの正しい理解が大切！ 
個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう

経験を重ねた教員であっ

ても、自分だけで生徒の全

ての面を見取れるわけでは

ありません。同僚と協働し

て一人ひとりの生徒を見取

り、支えているのです。

「チーム学校」の考え方が

ここで生きてきます。一人

で抱え込まずに、周囲と情

報を共有しましょう。

☆生徒の見取りも
  「チーム学校」で
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学習スタイルとは、生徒

が学習に取り組むときに好

んで用いる方法のことです。

巻末の参考資料－１に

「教室の中での『困り（特

性）』のチェックリスト」、

「学びに関する『困り（特

性）』のチェックリスト」

がありますので、個々の生

徒の把握の際の参考にして

ください。

学習観の違い

例えば、「やり方を決めてから勉強するのが良い」と考える生徒

もいれば、「試してみてその反省を後の学習にいかす方が効果的

だ」と考える生徒もいます。「意味よりも暗記が重要だ」という生

徒もいれば、「多くの問題を解くことが大切だ」と考えたり、「と

にかく正答にたどり着ければ良い」と考えたりする生徒もいます。

生徒の持っている学習観と授業のねらいが合わないと、学習が成

り立たないこともあります。その際は、生徒の学習観を認めた上で、

望ましい学習観を示すと良いでしょう。

☆学習スタイルとは

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の参考資料

学習スタイルの違い
見え方や聞こえ方、感じ方、記憶や理解の仕方等の認知特性に

よっても、生徒の学習スタイルは異なります。個々の特性に合った

手立てを柔軟に取り入れましょう。

〇 見て理解することが得意な生徒

…絵や写真、カードや映像、板書など視覚支援を活用する。

〇 手順が明確でない活動を正確に行うことが難しい生徒

…板書やカードなどで活動の順序を示し、見通しを持たせる。

〇 二つのことを同時にするのが苦手な生徒

…指示や提示は一つずつ行う。

〇 じっとしていることが苦手な生徒

…音読や書字など体の一部分を動かす活動を取り入れる。

「個別最適な学び」と「協働的な学び」
生徒それぞれに合わせた学びの場を設定し、その学びを他者と共

有させることで、更なる気付きや理解を促すことができます。デジ

タル学習基盤を適切に用いて、多様な学びを実現させましょう。

〇『高等学校学習指導要領解説 総則編』平成30年7月

〇「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個

別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）」令和３年１月 中央教育審議会

〇「学習指導要領の趣旨の実現に向けた個別最適な学びと

協働的な学びの一体的な充実に関する参考資料」

令和３年３月 文部科学省初等中等教育局教育課程課

→学習指導要領のダウンロードは P122へ

「『令和の日本型~」 「学習指導要領の趣旨の~」

〇個別最適な学び

「指導の個別化」…個々の生徒の特性や学習進度等の状況に

応じた指導方法の工夫や教材の提供等

「学習の個性化」…生徒の興味・関心等を生かした探究的な

学習等の充実

〇協働的な学び …多様な他者との協働を通して、資質・能力を

 育む活動
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８ 最適な学習環境をつくろう

学習環境とは、一人ひとりの生徒を取り囲んでいる全てのことと

いえます。教室内の明るさ、温度、耳に入ってくる音、机の上の状

況、周りの雰囲気、ほかの学習者の動きなどが挙げられます。教員

は、生徒が学習に集中できるように、学習環境を最適な状態に保た

なければなりません。

授業づくりの前に
気持ち良い教室が

授業づくりの第一歩

学習環境とは

環境を整える
１

生徒が、注目すべき情報に注目し、落ち着いて活動に取り組める

ようにするには、座席の配置、授業に集中することの妨げになる場

所に掲示物を貼らないなど環境整備が必要です。「今は何をする時

間なのか」「次にすることは何なのか」が伝わりやすいように、教

室環境を整えましょう。

授業に集中できる教室

清潔な教室、整理整頓されている教室は、とても気持ちが良く、

居心地の良さを感じます。こうした教室の中では、生徒は落ち着い

て生活したり、学習に取り組むことができます。

教員は、生徒の声を聞いたり、生徒の状況を常に観察したりしな

がら、適切な学習環境がつくられているかどうか、確認することが

必要です。

整備された環境が第一歩

片付けが苦手な生徒には、学校の

物品だけではなく、個人の持ち物も

「何を」「どこに」しまうか見て分

かるようにしておきます。とりあえ

ず１か所にまとめる「何でも収納

箱」を机の横に設置するのも一つの

方法です。

私物を片付けられない生徒には･･･

目に見えた物や、聞こえてくる音・

声、教員や級友の言葉が刺激となり、

思いついたまま言葉を口にする生徒も

います。発言内容やその意欲を認めつ

つ、具体的にルールを伝えていきます。

思いつくまま発言する生徒には･･･
個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう
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最適な学習環境づくりに

は、「授業規律」や「生徒

支援・指導」に関する視点

が欠かせません。学校や学

年全体で統一ルールを設け

ている場合がありますので

確認しておきましょう。

教員も環境の一部

教員の適切な言動も環境づくりの大切な要素です。生徒に理解し

やすい説明や指示、適切な発問等ができていたかは、授業の進行に

大きく影響します。また、教員の言葉遣いや口癖、表情や態度、雰

囲気からも、生徒は様々な情報を学び取っており、価値観や社会的

規範などの文化や行動様式を、結果的に身に付けていると言われて

います。

☆「授業規律」を
大切に

始業のチャイムと同時に授業を始められるよう、時間どおりに行動することは大切で

す。授業時間をしっかりと確保し、休み時間と授業のけじめを付けるためにも、休み時間

のうちに授業準備を整え、着席することを徹底させましょう。

「チャイム着席」の徹底

授業の雰囲気づくり
授業を始めるとき、いつもと違う雰囲気を感じることがあります。

前の授業で嫌なことがあったり、休み時間などに友達とトラブルが

あったり、あるいは楽しいことがあって気持ちが高ぶっていたりと、

様々な状況が考えられます。その際には生徒の気持ちを切り替えさ

せる工夫が必要です。

生徒の状況に合わせて、例えば、静かに語りかける、一分間目を

閉じさせて気持ちを落ち着かせる、生徒の興味のある話をするなど

してみましょう。簡単な学習クイズも有効です。

「居心地が良い」とは・・・
教室は生徒が一日のうちで最も長い時間を過ごす場所です。生活

の場としての教室は、居心地の良い場所でなければなりません。

生徒は、安心していられる場所、自分が認められる場所、自分の

役割を果たせる場所など、いろいろなときに居心地の良さを感じる

でしょう。そのためには、学び合いを通して、互いを認め合える集

団をつくることが必要です。生徒が自信をもって自分の考えを発表

し合うことのできる場面を設けましょう。

授業の際に、常に用意さ

せたいものとして、例えば

国語科ならば、教科書、

ノート、文法書などが考え

られます。

持ち物を徹底させること

で、教員の授業に対する姿

勢が生徒に伝わります。

また、持ち物として生徒

に用意させたものは、必ず

授業で活用しましょう。

☆ 持ち物「基本セッ
ト」の徹底を

小学校段階から高等学校

段階までの、生徒指導に関

する学校・教職員向けの基

本書として、文部科学省が

作成したものです。

☆「生徒指導提要
（改訂版）」とは教科の指導と生徒指導の一体化

授業は全ての生徒を対象とした発達支持的生徒指導（教師が授業

に参加している生徒の発達を支える働きかけを行うこと）の場とな

ります。自己存在感の感受、共感的な人間関係の育成、自己決定の

場の提供、安全・安心な風土の醸成を意識した環境づくりが大切で

す。詳細は「生徒指導提要（改訂版）」で確認しましょう。

→ ３章ｰ６
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９ 教室における教員の存在感

はじめて教室に入り、生徒と向き合ったときのことを思い出して

みましょう。生徒の期待や不安の混ざった視線が自分に向いていた

はずです。そのようなときに、暗い表情を見せたのでは生徒が不安

になります。一方で明るすぎても違和感を感じることと思います。

生徒にとっては、教員の一挙手一投足が人物評価につながってい

ます。教員がどのような姿勢で生徒に接していくか、日々の積み重

ねが教室とクラスの雰囲気をつくっていきます。

授業づくりの前に
適切な言動で生徒の

手本となろう環境を整える
１

教員は、生徒にとって身近な大人の一人であり、大きな影響を与

える存在でもあります。

教員が立場と責任にふさわしい態度で生徒と対応することは、生

徒の規範意識を育んでいくことにつながります。自身の言葉遣いや

行動が適切であるかを常に振り返る姿勢を持ち続けることが大切で

す。

また、身だしなみには、仕事に取り組む心構えが表れます。清潔

感があり、ＴＰＯに合った服装や髪形で生徒と接することが求めら

れます。

さらに、主体的に学び続ける教員の姿は、生徒の重要なロールモ

デルとなるものです。常に手本として見られていることを意識しま

しょう。

身近な手本となる

禁止・否定の言葉に過度に反応する

生徒や、反語的な意味理解が難しい生

徒には、望ましい行動を具体的な短い

言葉で伝えることが有効です。

「×××をしてはいけない」ではなく

「○○○をしましょう」のように、常

に「肯定的な表現」で伝えましょう。

ポジティブな言葉を使おう！

言葉を掛けるだけではなく、「視

線」「うなずき」「表情」「手振り

サイン」等、言葉を使わない表現で

も支持・承認を伝えていくことで、

生徒との信頼関係（ラポール）は築

いていけます。

アイコンタクトを上手に使おう！
個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう



29

自分の姿を振り返ろう

振り返りのポイント

〇 言葉遣いや話し方のくせ

・声の強弱、抑揚などを付けて話しましょう。

・「えー」などの発声も極端に多いと気になります。

・授業では意識して丁寧な言葉遣いを心掛けましょう。

・ポイントや結論を述べる際には、簡潔にゆっくり話しましょう。

〇 体の動き

・表情豊かに、身振り手振りを取り入れて話してみましょう。

・黒板の前にずっと立っているのでなく、生徒のそばまで近寄り、生徒一人ひとりの

学習状況を把握しましょう。

〇 視線の送り方

・教員が自分を見てくれているという思いは、生徒の授業意欲や教員との一体感を

高めます。周囲への働きかけが苦手な、控えめな生徒にも、視線や表情による応援

メッセージを送りましょう。

・黒板ばかり見ていたり、特定の生徒ばかり見たりすることがないようにしましょう。

＜視線の移動例＞

Ｓ字移動   Ｙ字移動  Ｍ字移動 円形移動

自分が生徒からどのように見られているのか、ビデオカメラや

タブレット端末によって確認できます。カメラを設置する際、後

方から撮影すると教員の特徴が、前方から生徒に向かい合う形で

設置すると、教員の働き掛けに生徒がどのように応じているかが

分かります。撮影後には、できれば複数で、教室での自分の姿や

生徒との関係性を確認してみると、様々な発見があります。

→ ４章－９

最初から意識して視線を送るのが難しければ、教壇に立って、

右奥→左奥→左手前→右手前と、四隅を見るだけでも、教室全体

が把握できます。

意識して視線を送るのが難しいならば

 

教員 教員教員教員
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10 インクルーシブ教育の推進

これからの社会では、誰もが相互に人格と個性を尊重し、支え合

い、人々の多様な在り方を相互に認め合える全員参加型の共生社会

の実現が求められています。神奈川県では、「全員参加型の教育制

度」をさらに充実させ、共に学び育つことを推進し、すべての学校

が「インクルーシブな学校」になることをめざしています。

 

全ての人が相互に、人格

と個性を尊重し合い、支え

合い、生き生きと生活でき

る社会です。

授業づくりの前に
全ての子どもが共に学び、

共に成長するための視点

☆共生社会とは

１

学校における合理的配慮は、障がいのある生徒が「教育を受ける

権利」を享有･行使できるようにするために、過度な負担とならな

い範囲で対応することです。配慮する内容は、本人･保護者と合意

形成を図った上で決定します。

例えば、移動に制限がある生徒に対し、保護者との丁寧な協議を

経て、その生徒の移動の介助をする、廊下に障壁となるものを置か

ない等の配慮を行ったとします。これらは、保護者との合意形成を

図り実施した「過度な負担とならない範囲での対応」、すなわち合

理的配慮であるといえるでしょう。

神奈川県では、高等学校

及び中等教育学校の後期課

程に通学する生徒の多様な

ニーズに対応するため、発

達障害等のある生徒が、大

部分の授業を通常の学級で

受けながら、必要に応じて

別の教室で障がいに応じた

特別の指導（自立活動）を

受ける「通級による指導」

に取り組んでいます。

通級指導導入校

☆通級による指導

各学校の様々な教育資源を活用した支援体制や、教育環境等の基礎的環境整備

の充実等が重要になります。教員間の意識の向上や情報の共有が大切です。

  ・校内委員会や教育相談コーディネーターによるチーム体制の整備・充実

  ・情報保障として、拡大教科書や音声教材等の教材及び支援機器の整備・充実

  ・支援シートや個別の指導計画の作成・活用による指導

  ・個に応じた指導や学びの場の設定等による指導

  ・柔軟な教育課程の編成 など

「個別の支援（合理的配慮）」とともに、基礎的環境整備の充実を！

学びを支援する

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう

・生田東高等学校

・綾瀬西高等学校

・高浜高等学校

・横浜修悠館高等学校

（他校通級を含む）

インクルーシブ教育実践推進校

インクルーシブ教育の推進は、県立高校改革実施計画の重点目標

にもなっており、 全ての県立高校でインクルーシブ教育が推進さ

れています。そのうち18校が「インクルーシブ教育実践推進校」

に指定されており、共生社会の実現をめざし、知的障害のある生徒

が高校教育を受ける機会を広げながら、全ての生徒が共に学び相互

に理解を深める教育に取り組んでいます。

合理的配慮
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合理的配慮の提供

平成28年４月に「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法

律」が施行され、公立学校では合理的配慮の提供が義務付けられま

した。

合理的配慮は、障がいのある生徒の能力を最大限に伸長させると

ともに、障がいのない生徒と共に学ぶことができるようにするため

に必要な支援です。その内容は、それぞれの生徒によって異なりま

す。

学校においては、本人や保護者からの申し出がなくても、適切な

配慮を提案したり、そのための建設的な対話を働きかけたりするな

ど、自主的な取組が求められます。

☆インクルーシブ教育
実践推進校

【総合教育センター】

〇「支援を必要とする児童・生徒の教育のために」

〇「インクルーシブな学校づくり」Ver.1.1、Ver.2.1、Ver.3.0

インクルーシブ教育に関する資料

基礎的環境整備

合理的配慮の基礎となるものです。障がいのある子どもに対する

支援について、法令に基づき又は財政措置等により、国は全国規模

で、都道府県は各都道府県内で、市町村は各市町村内で、それぞれ

行う環境整備です。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａさん

のため 

の 

合理的

配慮 

Ｂさん

のため

の 

合理的

配慮 

国、都道府県、市町村学校等による 

環境整備 

合理的配慮に当たる

部分 

合理的配慮の基礎と

なる環境整備（基礎

的環境整備）に当た

る部分 

設置者・学校が実施 

合理的配慮と基礎的環境整備の関係 

「インクルーシブな学校づくり Ver.1.1」総合教育センタ－を基に作成 

・城郷高等学校

・横浜南陵高等学校  

・保土ケ谷高等学校  

・霧が丘高等学校

・白山高等学校  

・上矢部高等学校

・川崎北高等学校

・菅高等学校  

・橋本高等学校

・上鶴間高等学校

・津久井浜高等学校

・湘南台高等学校

・茅ケ崎高等学校

・厚木西高等学校

・伊勢原高等学校

・足柄高等学校

・綾瀬高等学校

・二宮高等学校

→「総合教育センター刊行物」のダウンロードは P122へ
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11 教育のユニバーサルデザイン

ユニバーサルデザインについて、「障害者の権利に関する条約

（第２条）」では「調整又は特別な設計を必要とすることなく，最

大限可能な範囲ですべての人が使用することのできる製品，環境，

計画及びサービスの設計」と規定しています。それを教育に落とし

込んだものが「教育のユニバーサルデザイン」の視点です。

学校には様々な教育的ニーズのある生徒がいます。学校に在籍す

る全ての生徒が、安心して学習に取り組める環境をつくるため、教

育のユニバーサルデザインが求められています。

「ユニバーサルデザイン」

と「バリアフリー」は、コ

ンセプトが似通っているた

め混同されがちです。

ユニバーサルデザインは

「障がいの有無や性別や国

籍の違い、年齢や能力の差

などを問わず、誰にでも利

用できること」を目指して

います。一方バリアフリー

は「高齢者や障がい者が社

会生活を営む上で存在する

物理的･精神的障壁を取り

除くこと」を目指したもの

です。ユニバーサルデザイ

ンのコンセプトは、神奈川

県の支援教育に通じる考え

方です。

授業づくりの前に
全ての生徒が安心できる

授業づくりの視点

☆「ユニバーサルデザイ
ン」と「バリアフリー」

教育のユニバーサルデザインとは？

学びを支援する

「授業に集中できない」「何度も同じ質問を繰り返す」「他の生徒に関係のな

いことを話しかけてしまう」…このような生徒は、教員から見れば「困った生

徒」かもしれません。しかし、その言動の原因は生徒自身が何かに「困ってい

る」からではないでしょうか。

適切な支援の手立てを考えるためには、生徒の言動の背後にある要因や原因を

分析して「どのようにしたらできるか」という見方をすることが大切です。生徒

を観察し、「〇〇ならできる」「〇〇もできる」を見いだすようにしましょう。

「困った生徒」ではなく「困っている生徒」という視点を持とう！

１

教育のユニバーサルデザイン化は、次の 3 つの柱を意識してバ

ランスよく進めると効果的です。

３つの柱をバランスよく

授業のユニバーサルデザイン化

より多くの生徒が「わかる」ことを目指
した授業づくりをします。

教室環境のユニバーサルデザイン化

生徒が校内で落ち着いて過ごし、
学習に集中できる環境を整えます。

人的環境のユニバーサルデザイン化

学級の雰囲気を和らげ、学び合う
環境や関係づくりを行います。

→ １章－ ８ → １章－ ４～7

→ 右ページへ

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう

阿部利彦編著 2014『通常学級のユニバーサルデザイン プランZero』東洋館出版社

より（一部改編）
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教育のユニバーサルデザインに関する資料

〇阿部利彦編著 2014『通常学級のユニバーサルデザイン プランZero』東洋館出版社
〇小貫 悟・桂 聖著 2014『授業のユニバーサルデザイン入門』東洋館出版社

【総合教育センター】
〇「教育のユニバーサルデザイン～小中一貫教育（小中連携）の視点から～」 平成30年３月
〇「教育のユニバーサルデザインの視点を広げる」（支援教育リーフレットVol.3ｰⅠ）令和５年３月

授業のユニバーサルデザイン化のヒント

学習内容や考え方・資料等を図解や画像の視覚情報として示します。
視覚化

□ 活動時間を提示する（タイマー） □ 見やすい大きさの文字で書く

□ 本日の目標を掲示する □ 黒板を分割して使用し、授業の流れを残す

□ 本時の流れの掲示と、現在の活動内容の明示（マグネット等）

□ 板書とノート・プリントが同じになるようにし、ノート等に記入しやすくする

□ 興味や関心を引き出すための具体物の提示や書画カメラ、タブレット端末の活用 など

学習目標や内容を絞り込み、授業の構造をシンプルにします。
焦点化

□ 簡潔にゆっくり話す  □ 一度に複数の活動を指示しない

□ 具体的な言葉をつかう（「しっかり」「きちんと」などは使わない）

□ 注意を向けさせる工夫（「今から大切なことを２つ言います」）

□ 授業の最初に、学習のねらいや見通しを説明する

□ 一単位時間の流れを固定化する（することが限定され、活動しやすくなります） など

学んだ内容等を共有することによって、知識の定着や理解の深化を図ります。
共有化

□ 生徒の意見をモデル提示する  □ 学習成果物を教室後方や廊下等に掲示する

□ 理解した内容をペアワークで伝え合わせる □ グループで意見交換し、良い点等を指摘させる

□ グループ活動での学びを学級全体で共有させる など

教育のユニバーサルデザインは、発達障害等を含む教育的ニー

ズを有する生徒にとっては「ないと困る支援」であり、その他の

生徒にとっては「あると便利で役に立つ支援」です。また、授業

においては混乱やつまずきを減らし、学習効果をより高めること

につながります。

授業づくりにおいては、こうした指導の工夫を全体に対して

行った上で、個々の特性に応じた支援を講じる必要があります。

→ １章ー10

全体への指導の工夫から個別の支援へ

→「総合教育センター刊行物」のダウンロードは P122へ

→ ３章 「授業の実践にあたって」を参照してください



章 学びの記録

１ 本章を読んで感じたことや実践したいことをまとめましょう

２ 本章の内容を意識しながら他の教員の授業を参観し、
気付いた点を挙げましょう

３ 他の教員からの助言のうち、本章の内容に関わる事柄を
まとめましょう

４ 本章の内容を授業に反映させるために改善すべき事柄を、
具体的に挙げましょう

34

１



章 授業の計画にあたって

いま求められている資質･能力を生徒に身に付けさせるために、

どのような授業をすれば良いのでしょうか。また、そのための計

画は、どのように立てれば良いのでしょうか。

２章では、授業の計画について説明します。

２
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１ 「生徒に身に付けさせたい力」とは

授業を計画するとき、まず学習指導要領を確認します。授業は、

学習指導要領に書かれた、各教科・科目の「目標」と「内容」に基

づかなければなりません。それが「生徒に身に付けさせたい力」の

基盤です。各教科・科目の「目標」「内容」は、育成すべき資質・

能力の「三つの柱」を踏まえたものになっています。 → 序章

○ 何を理解しているか、何が 

できるか（知識及び技能）

○ 理解していることやできる

ことをどう使うか（思考力，

判断力，表現力等）

○ どのように社会や世界と

関わり、より良い人生を

送るか（学びに向かう力，

人間性等）

授業の計画にあたって
育成すべき資質・能力の

「三つの柱」から考える

☆育成すべき資質・
能力の「三つの柱」

教科・科目の目標と内容を押さえる

年間指導計画を立てる

「身に付けさせたい力」は、生徒一人ひとりの状況に合わせて育んでいく

ものです。日頃から、生徒の学習全般の傾向、理解・表現の特徴、感じ方な

どの情報を蓄積するようにしましょう。さらに、既習事項の習熟度、

特性やつまずきのポイントなどを把握することが、個に応じた

適切な支援につながります。

生徒理解が出発点です！

２

教員一人ひとりが生徒に対して「こうなってほしい」「こういう

力をつけてほしい」という願いを持つことは、とても重要なことで

す。しかし、授業は、個人ではなく学校が行うものです。学校が定

めている「学校教育目標」とこれに基づき各学校で定めたスクー

ル・ポリシーなどを基に「育てたい生徒像」を確認しましょう。そ

の実現のために、教科・科目として、どのような力を身に付けさせ

れば良いかを考えていくという視点が欠かせません。

１章－２ に詳しい説明がありますので、確認してください。

学校教育目標とスクール・ポリシーを押さえる

以上のような要素を基にして定めた目標に対し、今、目の前の生

徒がどのような状況にあるのかを分析しましょう。何が足りないの

か、何が得意で何が不得意なのか。目標と生徒の実態を重ね合わせ

ることで、「生徒に身に付けさせたい力」の具体的なイメージが、

おのずと立ち現れてくるでしょう。

生徒の実態を把握する

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう
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「年間指導計画」

「年間指導計画」は教材や学習活動の配列ではなく、年間を通し

て教科・科目の目標の実現を目指していくためのものです。学校の

教育目標や生徒の発達段階や学習状況を考慮するとともに、季節や

学校行事等と教科との関連も見通して計画する必要があります。

「指導と評価の計画」を作成し、指導の時期や指導する順番を考

えることが、「年間指導計画」を立てる際に大切になります。

→ ２章－４

〇「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料（高等学校）」
平成24年７月、平成25年３月 国立教育政策研究所 

〇「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料（高等学校）」 
令和３年８月 国立教育政策研究所

※「学習評価の手引き」 令和４年３月 神奈川県教育委員会
※「指導と評価の一体化の視点からの授業づくり」 令和４年９月 神奈川県教育委員会

※印の資料は神奈川県教育委員会ネットワークシステムポータルサイト からダウンロー
ドできます（内部サイトページ→教育情報共有システム）。→その他の資料はP122へ

授業づくり、学習評価に関する参考資料

「年間指導計画」ここに注意！

単位の修得が認められるためには、１年間（分割履修の場合は２

年間）の中で、当該科目の全ての指導事項を取り扱う必要がありま

す。一つの指導事項を複数回取り上げても構いませんが、そのため

に扱わない指導事項が出ないようにしましょう。

「年間指導計画」については、所属校によって、校内で統一した

書式で作成している場合と、個人に委ねられている場合とがあると

思います。どちらの場合にせよ、大切なのは、場当たり的に授業を

行うことがないようにすることが重要です。他の教科担当の教員か

ら状況を聞き取るなどして、俯瞰的な視点で指導の計画を立てま

しょう。

① 所属校が学校教育目標

やスクール・ポリシー等

に「育成したい資質・能

力」としてどのようなも

のを挙げているか調べま

しょう。

② ①に対して、生徒たち

がどの程度目標に近づけ

ているか確認しましょう。

③ ①の目標を実現させる

ために、②の段階にいる

生徒たちにどのような活

動を通した働きかけが有

効か、考えましょう。

④ ③で考えた働きかけを

取り入れた授業づくりを

考えましょう。

単元の導入・展開・ま

とめの各段階において、

どのような働きかけがで

きるか、具体的な活動を

当てはめながら単元全体

の学習の流れを考えま

しょう。

  ステップアップ課題
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２ 単元（題材）の目標の考え方

年間指導計画は、「生徒に身に付けさせたい力」をどのような学

習の流れで身に付けさせていくかという計画です。ですから、単元

（題材）の目標は、年間の流れを意識した上で、当該の単元（題

材）で身に付けさせたい力を示すものです。

単元（題材）の目標を立てる際に、教員の思いや願いのみをつ

づっていませんか。それも大切にすべきことなのですが、まず、学

習指導要領を確認することが重要です。現在、定められている評価

は「目標に準拠した評価」ですので、その評価の大元となる目標を

設定することが必須条件となります。そして、目標設定の基本は、

まずは学習指導要領の「内容」です。我々教員は、この内容を漏れ

なく指導する必要があります。

単元とは、各教科の内容

をある程度のまとまりで捉

えたものです。学習指導要

領の内容から、まとまりを

考えると良いでしょう。

また、教科・科目によっ

ては「単元」ではなく「題

材」として内容のまとまり

を捉えることもあります。

授業の計画にあたって
単元（題材）を通して

身に付けさせたい力を考える

☆「単元（題材）」
とは

単元（題材）の目標を設定する

指導と評価を計画する

生徒の学習の進度は、皆同じではありません。生徒が目標をどこまで達成で

きるかは一人ひとり異なります。

令和３年中教審答申の「個別最適な学び」でも、 「教師が支援の必要な子

供により重点的な指導を行うことなどで効果的な指導を実現する」「子供一人

一人の特性や学習進度、学習到達度等に応じ、指導方法・教材や学習時間等の

柔軟な提供・設定を行う」 という「指導の個別化」が求められています。

一人ひとりにあった無理のない学習支援を考えましょう。

生徒に応じた学習支援を

２

単元（題材）の目標とは、その単元（題材）を通して生徒たちに

どのような力を身に付けさせたいか示すものです。効果的な指導の

ためには、一つの単元（題材）にあれこれ詰め込むのではなく、焦

点を絞ることが大切です。それを１年間積み重ねることで、最終的

に教科・科目の目標を実現させるという視点をもちましょう。

年間指導計画を立てる時点で、カリキュラム・マネジメントの視

点を持ち、いつ頃・何を・どのように指導するかについて、教科

チーム内で情報共有しておきましょう。生徒の入学から卒業まで、

系統だった指導計画を立てることにつながります。

単元（題材）の目標の焦点化

学習指導要領に示す各教

科・科目の目標に基づき、

学校が地域や生徒の実態に

即して定めた当該教科・科

目の目標や内容に照らして

その実現状況を捉えるもの

です。

☆「目標に準拠した
評価」とは

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう
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地理歴史（地理総合）
「B 国際理解と国際協力（１）生活文化の多様性と国際理解」

〈学習指導要領の内容〉
ア 次のような知識を身に付けること

（ｱ）世界の人々の特色ある生活文化を基に，人々の生活文化が地理的環境から影響を

受けたり，影響を与えたりして多様性をもつことや，地理的環境の変化によって

変容することなどについて理解すること。

（ｲ）世界の人々の特色ある生活文化を基に，自他の文化を尊重し国際理解を図ること

の重要性などについて理解すること。

イ 次のような思考力・判断力・表現力等を身に付けること

（ｱ）世界の人々の生活文化について，その生活文化が見られる場所の特徴や自然及び

社会的条件との関わりなどに着目して，主題を設定し，多様性や変容の要因など

を多面的・多角的に考察し，表現すること。

参考：「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する

参考資料（高等学校）地理歴史」令和３年８月 国立教育政策研究所

「単元（題材）による授業構想」とは、学習指導要領にある各教科・科目の目標や内容を

実現するために、ある程度のまとまりを単元として授業を考えることです。各教科・科目に

おける目標の実現は、１単位時間の授業で達成できるものではありませんから、内容のまと

まりを単元として、単元（題材）を通して身に付けさせたい力を構想することが必要です。

単元（題材）による授業構想

単元（題材）の目標の設定例

■単元名

「生活文化の多様性と国際理解」

■単元の目標
・世界の人々の特色ある生活文化を基に、人々の生活文化が、地形、気候などの自然環

境や、歴史的背景や経済発展などの社会環境から影響を受けたり、影響を与えたりし

て多様性を持つことや、それらの地理的環境の変化によって変容することなどについ

て理解する。

・世界の人々の特色ある生活文化を基に、自他の文化を尊重し国際理解を図ることの重

要性などについて理解する。

・世界の人々の生活文化について、その生活文化が見られる場所の特徴や自然及び社会

的条件との関わりなどに着目して、「地理的環境を踏まえた生活文化の理解と尊重」

などの主題を設定し、「多様な生活文化に配慮して、世界の人々が共存するためには

どのような工夫が必要なのだろうか」などを、多面的・多角的に考察し、表現する。

・生活文化の多様性と国際理解について、より良い社会の実現を視野にそこで見られる

課題を主体的に追求しようとする態度を養う。

① 自身が担当している教

科・科目を一つ取り上げ、

学習指導要領の内容を確

認しましょう。

② ①に対して、ここまで

授業で取り扱ってきた内

容に印をつけましょう。

③ まだ取り扱っていない

内容について、左の例を

参考にして

・取り扱う時期

・単元名

・単元の目標

を考えましょう。

＊左ページに記載の通り、

年間を通じて学習指導要

領にある全ての内容を指

導する必要があります。

このような点検作業を実

施する機会を年に数回設

けておき、調整を図りま

しょう。

  ステップアップ課題
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３ 評価規準を設定する

学習評価を適切に実施するためには、学習指導のねらいが明確に

なっていること、学習指導のねらいが生徒の学習状況として実現さ

れた姿とはどのような状態をさすかを具体的に想定することが必要

です。このような状況を具体的に示したものを評価規準といいます。

各学校において、観点ごとの「おおむね満足できる」状況（B）を

評価規準として設定します。次ページの評価規準の例を参照してく

ださい。

また、ねらいがはっきりしていることは、教員だけでなく生徒に

とっても必要なことです。自分の活動が、どのような意味をもつの

かを知ることで、授業への意欲は高まり、内容の理解が深まると考

えられます。

→ ４章ー１

授業の計画にあたって
学習目標を達成するための

授業づくり

☆「学習評価」とは 評価規準とは

指導と評価を計画する

教員が、何のために、どのように活動をすれば良いか、分かりやすく提示

することで、生徒に「これならできそう」「やってみよう」という思いを持

たせることができます。

発達段階や認知特性に応じた評価規準を設定し、段階的に学習活動を設定

するなどして、生徒が主体的・意欲的に参加できるようにしましょう。

生徒の良さを引き出し、可能性を伸ばす評価

２

生徒の学習状況を観点ご

とに見取る方法です。

各観点は、平成30年告示

の学習指導要領において、

「知識・技能」「思考・判

断・表現」「主体的に学習

に取り組む態度」の３観点

に整理されました。

☆「観点別学習状況の
評価」

「観点別学習状況の評価」のポイント

知識・技能
各教科等における学習の過程を通した知識及び技能の習得状況について評価を行うとともに、それらを既有

の知識及び技能と関連付けたり活用したりする中で、他の学習や生活の場面でも活用できる程度に概念等を理

解したり、技能を習得したりしているかを評価します。

思考・判断・表現
各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要な思考力、判断力、表現力等を身に付け

ているかどうかを評価します。ここでの表現とは、思考・判断した過程や結果を言語活動（２章－10）等を通

して、生徒がどのように表出しているかを内容としており、いわゆる「表現力」の良し悪しを評価するもので

はないことに注意が必要です。

主体的に学習に取り組む態度 → ４章－３
知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付けたりするために、自らの学習状況を把握

し、学習の進め方について試行錯誤するなど自らの学習を調整しながら、学ぼうとしているかどうかという意

思的な側面を評価します。

参考：「学習評価の在り方ハンドブック（高等学校編）」令和元年６月 国立教育政策研究所

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう



41

「内容のまとまりごとの

評価規準」作成の手順につ

いては、「指導と評価の一

体化」のための学習評価に

関する参考資料（国立教育

政策研究所 令和３年８

月）に記載があります。

評価規準は誰がどのように設定するのか

評価規準はどのように設定すれば良いのでしょうか。基本となる

ものは、学習指導要領の「目標」「内容」です。高等学校では様々

な課程、教科・科目があり、学校ごとに評価規準を設定することに

なっています。学校が掲げる「育てたい生徒像」の実現のために、

学習指導要領を踏まえ、教科として何をしなくてはならないのか、

さらに生徒の実情や扱う教材等に応じて、観点ごとに評価規準を設

定しましょう。

また、評価規準の設定は、個人ではなく、同じ教科・科目の教員

同士で内容をよく相談することが必要です。これは評価の妥当性と

信頼性を高めるとともに、組織的な授業改善にもつながります。

☆詳しい作成手順は

化学基礎 単元名 物質量と化学反応式（観点：思考･判断･表現）

ねらい「炭酸水素ナトリウムの熱分解の実験を行い、化学反応式の係数の

比は物質量の比に関係していることを見いだして表現する」

評価規準の例

A 具体的な実験結果を基に、化学反応式の係数の比は物質量の比に関

係していることを表現している

B 化学反応式の係数の比は物質量の比に関係していることを表現して

いる（評価規準）

C 「B」を満たしていない

指導と評価の一体化
評価規準を設定し授業を実施するということは、教員が自らの指

導について振り返ることにも役立ちます。生徒の学習の実現状況が

良くない場合は、その原因を生徒に求めるのではなく、目標の実現

のために効果的な指導がなされたか、省みる必要があります。

指導と評価とは別物でなく、評価の結果によって後の指導を改善

し、さらに新しい指導の成果を再度評価するという指導にいかす評

価を充実させます。それが「指導と評価の一体化」なのです。

評価とは、定期試験（ペーパーテスト）の得点や指導要録の評定

付けとイコールではありません。指導の工夫・改善を進めるきっか

けとしての視点をしっかりと持ちましょう。 → ４章ー６~８

観点別学習状況の評

価規準を表しています。

評価規準は、全ての

生徒が身に付けるべき

資質・能力を観点ごと

に「おおむね満足でき

る」状況（B）として

設定するものです。

その他「努力を要す

る」状況を（C）、

「十分満足できる」状

況を（A）で表してい

ます。

（C）と判断した生

徒には何らかの手立て

が必要になります。
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４ 「指導と評価の計画」を立てる

授業計画を立てるとき１単位時間ごとに考えていくのではなく、

単元（題材）というまとまりで考えて、目標（ねらい）を実現して

いきます。単元（題材）の目標は、学習指導要領の指導事項に基づ

いて設定します。

授業の計画にあたって
単元（題材）全体を

見通して計画する

単元（題材）ごとの計画を考える

指導と評価を計画する

生徒の興味・関心を引き出す活動を展開するために、次のような内容を取

り入れてみましょう。

①生活につながる内容

②経験や既習内容がいかせる内容

③探究心を引き出す内容

④驚き・発見・疑問が生まれる内容 など

→ １章－４

多様な生徒の実態に応じた単元（題材）による授業構想

２

言語活動、観察・実験、

問題解決的な学習などの学

習活動を評価する際、表面

的な活動の様子を評価する

のではなく、各教科等で育

成すべき能力等が身に付い

ているかどうかを評価しま

しょう。間違えやすいので、

特に気を付けたい点です。

☆様々な学習活動の
評価について

始めに、単元（題材）の評価規準を観点別に設定します。次に、

ねらいをどのように実現していくか、生徒が学習を積み重ねていく

学習の流れを考え、具体的な評価規準を設定し、単元（題材）の中

に適切に配置することが大切です。

評価規準を考える

設定した目標（ねらい）を実現するための学習活動を考えます。

単元（題材）全体の流れの中で、それぞれの授業がどのような位置

付けにあるべきか、個々の授業のつながりを踏まえて考える必要が

あります。教科や単元（題材）によっては、評価規準と学習活動の

配置と併せて評価の方法も同時に考えていく必要があります。

学習活動を考える

→ ２章－２

☆目標に準拠した評価

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう
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参考：「学習評価の手引き」 令和４年３月 神奈川県教育委員会

単元（題材）の指導と評価の計画 教科名 科目名

１．単元名：

２．単元（題材）の目標

・知識及び技能

・思考力，判断力，表現力等

・学びに向かう力，人間性等

３．単元（題材）の評価規準

４．単元の指導と評価の計画（ ）時間扱い 〇：「記録に残す評価」

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

△△△・・・。 △△△△△・・・。 △△△△△・・・。

単元（題材）の指導と評価の計画

「単元（題材）の指導と評価の計画」を立てるということは、生徒の学びの過程をデザイ

ンすることです。

手順①

学習指導要領に基づき、単元の目標（ねらい）を観点別に設定する。

時 主な学習活動 知 思 態 評価方法

手順②

目標が実現できた状況を想定し、単元（題材）の具体的な評価

規準を設定する。

手順③

目標を実現するための学習活動を決める。

＊手順③④は、相互の整合性を意識して、

一体的に計画する。

○

手順④

単元のどこで、どの観点を、どのような評

価資料により見て取るかを計画し、記録を

残す評価の観点に「○」を記入する。

知：知識・技能 ※職業教育を主とする専門学科においては「知識・技術」 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度

参考資料－２に単元（題材）指導計画の例（「総合的な探究の時間」）があります。

単元（題材）の中で「記録に残す評価」を実施する機会

「単元（題材）の指導と評価の計画」では、「記録に残す評価」（4章－１）を実施する

場面を「○」で示します。「記録に残す評価」は、１単位時間の中に全ての観点を盛り込ん

で実施する必要はありません。授業の展開によっては、「記録に残す評価」を行わない時間

もあり得ます。単元（題材）を計画する際には、評価場面は、１単元（題材）の中で、バラ

ンス良く（各観点につき必ず一回以上）設定しましょう。

→４章－１・２、参考資料－２
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５ 「主体的・対話的で深い学び」とは

授業の計画にあたって

学びの場面は意図的に
授業をつくる

学習指導要領には、実現したい生徒の姿として次のように書かれ

ています。

・学習内容を人生や社会の在り方と結び付けて深く理解する。

・これからの時代に求められる資質・能力を身に付ける。

・生涯にわたって能動的に学び続けることができるようにする。

生徒をこうした姿に導くためには、学びの質を高めるための取組

が必要となります。「主体的・対話的で深い学び」は、学びの質を

向上させるための授業づくりの視点として、学習指導要領に示され

ているものです。

学びの質の向上のために

生徒によっては、基礎的・基本的な知識・技能の習得に課題が見られる場

合があります。そのような場合、個別指導なども取り入れつつ確実な習得を

図ることが求められます。ねらいに応じて多様な学習活動を組み合わせて授

業を組み立てていくことが重要です。

基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得

２

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう

深い学びの鍵となる「見方・考え方」

各教科等の特質に応じた「見方・考え方」は、「どのような視点

で物事を捉え、どのような考え方で思考していくのか」というその

教科等ならではの物事を捉える視点や考え方です。

「見方・考え方」は、各教科等を学ぶ意義の中核をなすものであ

るとともに、教科等の学習と社会をつなぐものでもあります。授業

を通して、生徒が「見方・考え方」を捉え、日々の学習や生活の中

で「見方・考え方」を自在に働かせられるようになるよう、授業展

開や活動を工夫しましょう。

「どこまで取り組めば深

い学びになりますか」と疑

問を持たれる方がいます｡

「深い学び」は難易度

（量）を指すのではなく､

深めていく方角に向かって

行くこと（質）なので､｢ど

こまで」ということはあり

ません。

☆よくある誤解から
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○「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び

必要な方策等について（答申）」 平成28年12月21日 中央教育審議会

○『高等学校学習指導要領解説 総則編 』平成30年7月

○新しい時代の初等中等教育の在り方について（関係資料）  

平成31年４月17日 中央教育審議会

「主体的・対話的で深い学び」に関する参考資料

実践にあたり、留意すること

生徒の実際の状況を踏まえながら、資質・能力を育成するために

多様な学習活動を組み合わせることが重要です。

高度な社会課題の解決だけを目指したり、討論や対話のような学

習活動を行ったりすることだけが「主体的・対話的で深い学び」で

はない点に留意しましょう。

→学習指導要領のダウンロードは、 P122へ

→「新しい……（関係資料）」のダウンロードは、右の二次元コードから

〇 主体的な学び
学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見通しを

もって粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次につなげる学び

例 ・身近な事例に接し、学ぶことに興味や関心をもつ

・自ら問いを見いだし、課題の追究･解決を行う

・キャリア形成に関連付ける

・ゴールのイメージや手順の理解等から、見通しをもって粘り強く取り組む

「主体的・対話的で深い学び」の例

〇 対話的な学び
生徒同士の協働、教員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに考えること等を

通じ、自己の考えを広げ深める学び

例 ・生徒同士互いの考えを伝え合いながら、集団としての考えを形成し、協働して

物事に取り組む

・教員や地域の人々の実践や考え方から多様性を理解する

・文献、楽譜、その他の資料から先哲の考え方に触れる

〇 深い学び
習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」

を働かせながら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを

形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、想いや考えを基に創造したりするこ

とに向かう学び

例 ・その教科等の見方･考え方を働かせる

 ・次の学習や日常生活等における問題発見・解決に活用する
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６ 学習活動を組み立てる

学習活動とは、学習目標を実現するために行う活動のことです。

活動をすること自体が授業の目標である場合と、その学習活動を通

して考えることで授業の目標に到達していく場合とがあります。

授業の計画では、その区別を明確にしておくことが大切です。そ

して、限られた時間内で、最も効果的な学習活動を選び、組み立て

ることが重要です。

授業の計画にあたって
ねらいが実現できる

学習活動を計画する

学習活動とは

授業をつくる

教員が提示した問いに対して、生徒同士協議をしながら解決

方法を探ります。分からないところも、生徒がグループをつく

り相談して解決します。生徒同士が交流することで、それぞれ

の生徒の知的好奇心や探究心が刺激されます。

主体的な参加を促すために

２

各教科・科目の目標を実現するためには、効果的な活動を選ぶこ

とが大切です。

そして、学習活動を組み立てる際には、クラス全体で行うのか、

少人数のグループで行うのか、個人で行うのかといった学習形態も

合わせて考えましょう。

目標を実現させるための学習活動を選ぶ

学習指導要領では、思考力・判断力・表現力等の育成のため、各

教科・科目での言語活動の充実が求められています。

その活動には、生徒が自分の考えをまとめる活動、自分の考えを

言葉を使って表現する活動、考えを交流する活動、他人の意見を聞

き自分の考えを深める活動（記録・要約・説明・論述・討論・解

説・創作・批評・編集等）があります。

詳しくは２章－10に説明がありますので、確認しましょう。

言語活動の充実

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう
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Ａ 主として自分自身に

関すること

Ｂ 主として人との関わり

に関すること

Ｃ 主として集団や社会と

の関わりに関すること

Ｄ 主として生命や自然、

崇高なものとの関わりに

関すること

の四つです。

小学校・中学校の「特別

の教科 道徳」では生徒が

主体的に道徳性を養うこと

ができるよう、22の内容

項目を上記の四つの視点

（道徳的諸価値）に分類し、

道徳科の学習を組み立てま

す。

コラム <道徳教育の実施>

高等学校では、教科としての道徳科は設置せず、学校教育活動全

体で道徳教育を行います。学習指導要領解説総則編において、道徳

教育は「生徒がよりよく生きるための基盤となる道徳性を養うこと

を目標としており，生徒一人一人が将来に対する夢や希望，自らの

人生や未来を拓いていく力を育む源となるものでなければならな

い」と述べられています。道徳性は「自己を見つめる活動」と「多

面的・多角的に考える活動」を、学習を通して日常的に繰り返し行

うことで養われるとされています。

高等学校の道徳教育では、中核的な指導の場面として「特別活

動」と「公民科（「公共」「倫理」）」を充て、その他の教科・科

目では、それぞれの内容や目標、「道徳教育に関する配慮事項」に

基づいて設定し、「道徳教育の全体計画」を作成します。校長が

リーダーシップを取り、道徳教育推進教師を中心として全教員がそ

の計画を実施することが求められます。

☆道徳的諸価値とは

〇『高等学校学習指導要領解説 総則編』「第８章 道徳教育推進上の配慮事項」

平成30年7月 文部科学省

〇『中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』

平成29年7月 文部科学省 →各種学習指導要領のダウンロードはP122へ

〇「道徳教育について」

平成28年5月27日 中央教育審議会 初等中等教育分科会 教育課程部会

考える道徳への転換に向けたワーキンググループ資料

道徳教育の参考資料

「道徳教育に関する配慮事項」については学習指導要領第１章

「総則」の第７款に、各教科の目標と道徳との関連については、具

体的な例が学習指導要領解説総則編の第8章に記されていますので

参照してください。

校長のリーダーシップのもと、

道徳教育推進教師を軸に全教員が実施する

＜学校教育活動全体＞

〇「公共」

〇「倫理」

〇特別活動

中核的な指導場面

公
民
科

○国語  ○数学

○地理歴史 ○……

各教科等

○部活動指導

○日頃のコミュニケーション

○……

○……
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７ 学習目標に合った教材

教材とは、学習目標を実現させる材料、すなわち生徒に理解させ

たい知識や概念、習得させたいスキルなど生徒に身に付けさせたい

力を実現化させるための具体的な材料のことです。身に付けさせた

い力が同じであったとしても、学習者が異なれば、学習者に合った

方法や題材、道具等の具体的な材料が異なる場合があります。

学習目標に合った教材を工夫することが必要です。

授業の計画にあたって
学習目標に合った

教材の工夫

教材とは

授業をつくる

生徒の認知の特性に合った教材を用意しましょう。視覚（文

字、イラスト、写真、映像）、聴覚（言葉）など、一人ひとり

の生徒の認知の特性には違いがあります。

授業では、様々な伝達方法を工夫しましょう。個別に課題を

準備する場合は、その生徒の興味や関心に合わせた教材を取り

入れましょう。まずは教材に対して、興味をもって向き合える

ことが何よりも大切です。

認知の特性に応じた教材

２

生徒の予備知識や興味や関心の程度などのレディネスを把握して、

効果的な教材を考えましょう。また、生徒の学ぶ姿についても予測

しておきましょう。

生徒の実態を把握する

工夫され、入念に計画された教材であっても、実際に授業を行う

と、教員の意図と生徒の感じ方が全く同じであるとは限りません。

教材の効果を必ず確認しましょう。

まずは、生徒に身に付けさせたい力が育成できたかどうかを評価

します。そして、そのための学習活動を充実させる教材であったか

どうかを評価します。

また、授業中の生徒からの質問内容、授業後に行うアンケート

や、生徒との会話からの感想の聞き取りなども評価の方法として用

いることが考えられます。

教材を評価する

教材とは、教える内容の

ことをいいますが、教える

ための題材や道具を含む場

合があります。

教具は教えるための道具

という意味合いが強いです。

教材の方がより広い範囲を

指し示していることが多い

といえます。

例えば、理科で電圧を計

測する実験をするときの電

圧計は、電圧を計測する方

法を理解させるための教材

ですが、計測するための道

具として示す電圧計は教具

になります。

特に必要のない場合は区

別せず、教材・教具として

表しています。

☆教材と教具の違い

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう
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よく「教科書で」教える

といいますが、それは「教

科書を」教えることが学習

目標ではないということで

す。

教科書は最も身近な教材

ですが、大切なのは教材の

内容を学ばせることではな

く、「身に付けさせたい資

質･能力を育むために教材

を用いる」ことです。

生徒の具体的な学習活動

を想定して、効果的な使い

方を工夫してみましょう。

目標の確認

学習目標を十分に把握し確認することが、教材の有効性を判断

する基盤となります。

教材の選択

取り扱う教材が、「身に付けさせたい資質･能力」を育むため

に効果的なものであり、生徒が学ぶ意義を感じられるものか、生

徒の関心を高めるものか、時代の要請を受けているものかなどの

視点から選びます。

提示の方法

説明する対象を動画で提示すると、動きを含めて説明すること

ができますが、細部にわたりじっくり説明するためには写真の方

が良い場合があります。さらに、特徴を説明する際には不必要な

細部を省略したイラストが効果的である場合もあります。このよ

うに、何をどのように伝えるのかによって提示の方法が異なりま

す。

生徒の思考の流れ

例えば、アルカリ金属の一般的な性質について説明してから、

Li、Na、K等の個々の性質を説明するのか、個々の元素の性質か

らアルカリ金属の一般的な性質を導き出すのか、授業の流れは何

通りか考えられます。Li、Na、K等の個々の性質について予備知

識がなければ、アルカリ金属の一般的な性質を導き出すのは難し

いかもしれません。このように、生徒の思考の流れに沿った教材

を工夫する必要があります。

期待される効果

選択した教材が、生徒にとってどのような学習効果があるかを

予測しましょう。授業を実践したら、どの程度効果があったかを

評価する必要があります。そこから、成果と問題点を把握し次の

授業に反映させていくことが、授業力の向上につながります。

☆教科書をどのよう
に使うか

教科書に代表されるような活字で書かれた教材以外に、写真や映像、実際の「物」等、

「見たり」「触れたり」できる教材を活用することで、生徒は授業内容をより具体的にと

らえることができるでしょう。

例えば地理や地学の授業において、土地の形状や土地の利用状況をとらえるには衛星写

真の利用が有効です。教員の説明に因らず、写真を見

て生徒が「何に気付いたか」「何を感じるか」という

部分を、大切にしたいものです。

「見て、触って、感じられる」教材の活用も有効

教材の工夫の視点

現在の発達した情報通信

技術（ＩＣＴ）では、様々

な方法で教材を提示するこ

とができます。

しかし、コンピュータの

画面で提示するだけが全て

とは限りません。

場合によっては、板書や

紙に書いたものを提示する

方が良いことがあります。

→「ＩＣＴを活用した学

び」３章－５

☆コンピュータは
万能か

→ 国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構

 陸域観測技術衛星「だいち」の

   衛星写真ギャラリーホームページ
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８ ポイントは授業構成

毎時間の授業にも、開始から終了に至る流れはありますが、指導

計画は、あくまで単元（題材）全体を見通して立てるものです。

「導入・展開・まとめ」を１単位時間の授業で考えるのではなく、

学習活動のまとまりごとに設定するものと考えると良いでしょう。

ただし、はじめにどのような活動をして意欲を喚起しようか、中

心となる学習活動は何か、次の時間にどうつなげるかといった１単

位時間の授業の構想は必要です。

授業の計画にあたって

１単位時間の流れをつくる

単元（題材）の「導入・展開・まとめ」

授業をつくる

話すことが苦手、聞くことが苦手、書くことが苦手、話合いが苦手…どの学級

にも特性のある生徒がいます。生徒の特性を把握し、各学級に合った授業構成を

考えることが大切です。みんなが授業に参加したい、理解できるようになりたい

という気持ちをもっています。

「指導と評価の計画」の中に、「書くことが苦手な生徒には、机間指導の中で

書きたい内容に気付かせる」「聞くことが苦手な生徒がいるので発問の内容は板

書する」など、生徒に応じた配慮事項を書き加えられるとさらに良いですね。

学習集団にマッチした授業構成を！

２

１単位時間の授業は、「指導と評価の計画」（２章－４）の中に

位置付けられたものです。目標の実現のために、観点別の評価規準

を配置して本時の学習の構想を練ります。

１単位時間の授業内容は、ほかの授業内容とつながっています。

各時間の授業の位置付けを確認し、どうしたら効果的に生徒が目標

を実現できるかを考えながら、それぞれの授業の構成を考える必要

があります。

１単位時間の構成

次の要点に沿って１単位時間の流れを構成しましょう。

★ 本時で身に付けさせたい力の確認

★ 評価の場面と方法を想定

★ 生徒が主体的に活動に取り組むための工夫

★ 時間配分と山場づくり

授業構想の四つのポイント

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう
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〈例〉商業 簿記「決算 財務諸表の作成」

《単元の目標》

・決算に関する知識、技術などを基盤として、企業会計に関する法規と基準を実務に適用し、適正な財務諸

表の作成について、組織の一員としての役割を果たすことができるようにする。

《本時のねらい》（第４時）

・作成した財務諸表における課題について他者の考えと比較し、多様な視点を基に自らの考えを表現する。

・財務諸表作成について自ら学び、適正な財務諸表の作成に主体的かつ協働的に取り組む。

《本時の流れ》（50分授業）

時間 学習活動 指導上の留意点 評価規準･評価方法

導入 

５分

・決算の流れと財務諸表の意義や
内容を貸借対照表と損益計算書

の勘定科目を基に再確認する。

展開 

35 分

・架空の店舗の精算表を基に、貸
借対照表と損益計算書を作成す

る。

 

・架空の店舗の財務諸表を基に経

営活動の改善案を考察する。 

①改善案を貸借対照表から考察
し、ワークシートに記入す

る。（個人）
②記入したワークシートを基に、

グループで改善案を作成す

る。 

・他者の改善案を聞き、自らの考
えに生じた変化をワークシート
に記入する。 

・表記する勘定科目を誤っている場合、

前時までの内容を基に、正しい表記
にさせる。 

・改善案が浮かばなさそうな場合は、
貸借対照表が店舗の財政状態を表し、

損益計算書が店舗の経営成績を表し
ていることを思い起こさせ、着眼点

を考えさせる。 

・記入にあたっては、自らの着眼点と
他者の着眼点を比較させ、新たな視
点や考え方の発見を記入するよう指

導する。

 

【思考・判断・表現】 

作成した財務諸表における課題
について他者の考えと比較し、

多様な視点から考えを表現して

いる。 

評価方法:ワークシート

まとめ
10分

・改善案を基に決算のもたらす意
義を改めて考察し、ワークシー

トに記入する。

・記入にあたっては、表面的な記述に

ならないように、財務諸表の存在意
義を改めて考察させることで、決算
の重要性にも気付かせる。

【主体的に学習に取り組む態度】 

財務諸表作成について自ら学び、

適正な財務諸表の作成に主体的
かつ協働的に取り組もうとして

いる。 

評価方法:ワークシート

・「単元の目標」や「本時のね

らい」を明確にする。

→「何のために、何をするか」

を生徒に明示する。

・「展開」に当たる活動は、本時の

ゴール（まとめ）につながるよう

に設計する。

この例では、

展開  「考え」をもつ

「考え」を広げ深める

まとめ 「考え」を整理する

という流れを意識して、授業が

計画されている。

90分間、生徒の興味や関心、集中力などを持続させるのは難しいものです。そこで、授業の

構成の工夫が必要になります。例えば、「書く」「話し合う」「読む」といった活動を効果的

に取り入れます。その際には、それぞれの活動が生徒の学びの深まりにつながるものとなるよ

う心掛けましょう。

また、90分という時間をいかし、じっくりと考えさせたり、十分協議させたりすることがで

きます。そのための資料の準備や展開の工夫などを考えることも大切です。

50分授業以外の授業構成 （例）90分授業の場合

あなたなら財務諸表を基にどのような経営改善案を提案しますか？

「令和３年度 高等学校教育課程研究会研究報告 第１集 商業」神奈川県立総合教育センター より（一部改編）
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９ 学習活動にはふさわしい学習形態がある

一斉講義型の授業だけでは、「主体的・対話的で深い学び」の実

践にはなりません。しかし、様々な活動をさせることだけが目的に

なってしまうと、「活動あって学びなし」･･･ということにもなり

かねません。学習目標に合った学習形態や学習活動を工夫して、生

徒の深い学びにつながる授業づくりを心掛けましょう。

学習目標に合った学習活

動を行うためには、学習形

態だけでなく、学習の手法

も考えなければなりません。

（例）

・ブレインストーミング

自分の考えやひらめき、

アイデアを自由に出し合

い、そこから想像と連想

を働かせて多くのアイデ

アを生み出す発散思考の

代表的な手法です。グ

ループで行うと、協議し

やすく意見もまとまりや

すいので効果的です。

・ロールプレイング

場面を設定して役割を

演じる体験活動を通して、

気付きを得る活動です。

友達の演技を見て気付い

たことや、自分自身が役

割を演じながら気付いた

ことなどから、自分の考

えを深めます。

授業の計画にあたって
学習目標に合わせた

学習形態をとる

☆目的に応じた学習の
手法

目標に合った学習活動

授業をつくる

座席の位置を配慮することで、落ち着いて授業に参加できることがありま

す。前を向く講義型の座席であれば、周囲が気になる生徒は、前方に座れば

他の生徒の動きが目に入りません。そのため、教室前方の座席を指定する方

が落ち着いて過ごせるといわれています。

後ろからの視線が不安で欠席がちであった生徒に対して、全ての教科で座

席をできるだけ後方にする配慮をしたところ、少しずつ学校に登校できるよ

うになったケースもあります。 →１章－８～11

学習に取り組みやすいような配慮を

・自分の考えをまとめる活動・・・個別学習

資料を読んで調べたり、根気強く作業したりしながら、自分の

考えをまとめる学習活動です。考えをまとめる際に書く活動を

取り入れると、より明確になりますし、あとで振り返ったとき

に自分の考えの変化に気付きます。

・考えを交流する活動・・・グループ学習

個々の考えを交流し、グループの考えをまとめる活動です。意

見をまとめる活動を通して、互いの考えを認め合い、自分の考

えを深めることにつながります。

ペア学習

話合いが苦手な生徒に有効な活動です。はじめに話合いの

テーマを確認し、自分の考えをまとめさせます。次に、時間

を決めて一人が話します。話し手と聞き手は教員の合図で交

代します。互いの考えを聞き合った後、最後に考えを交流し

ます。

グループ学習のあと、再び自分の考えをまとめる時間を設け、思

考の深まりや広がりを促すと良いでしょう。

学習活動に合った学習形態

２

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう
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人数にきまりはありませ

んが、話合いの目的によっ

てそれに適した人数規模が

あります。その時間のねら

いを明確にした上で、適切

な学習形態を選ぶよう、構

想しましょう。

（例）

２人

・スキルの練習

・テスト

・確認

・インタビュー

3人～４人

・意思決定

・課題解決

・実験

５人～６人

・情報交換

・アイデアの共有

・発表

☆話合いの形態と
人数

話合い活動を通して、新しい内容や考えが見つかる、思いもしなかった結論が出る、生

徒たちの考えが変わる、新しい疑問が出てくる等の効果が考えられます。

ただし、話合い活動を行う際には、何をねらいとするのか、はじめに決めてから取り組

みましょう。そうすることにより、話合い活動を通した生徒同士の学び合いは、生徒に

とって新たな気づきや学びの多い活動といえるでしょう。

「話合い活動を通した生徒同士の学び合い」の良さ

学習形態の違いによる学習の特徴

ペア型 班 型

コの字型 立型グループ活動

模造紙やワークシートを壁

に貼って、机や椅子を使わず

に、立ったまま議論する。無

駄話が減り、スピーディーに

話合いが進んで、議論が深ま

るという利点がある。

ポスターセッションのよう

に、聞きたいと思う発表者の

所へ聞き手が移動し、活発に

意見交換をするものもある。

・生徒が互いの顔を見ながら
学習することができる。

・教員は各生徒の座席近くで
学習状況を把握できる。

・集団内での活動が苦手な生
徒に有効です。

・生徒全員が、話したり聞い
たりする活動ができる。

・気軽に意見交流ができ、自
分の考えの確認がしやすい。

・班員が知恵を出し合って、
話し合うことができる。

・手元の教材を互いに見合い
ながら学習できる。

日常的に、次のような「コの字型」に机を配置して授業をしてい

る学校があります。そしてグループ活動を行う際には、授業中の短

い時間で机を移動し、「班型」の形態へ変形させます。

机の配置を工夫することで、全体での講義からグループでの意見

交流へ、そして全体での協議という学習活動がスムーズに行えます。

クラス全体での学習活動  班内での学習活動

コの字型 班 型
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10 言語活動を充実させる

令和５年12月、2022年に行ったＰＩＳＡ調査（PISA2022）の

結果が公表されました。日本は、全ての分野で前回調査（2018年）

と比べて平均点が上昇していましたが、これは「主体的・対話的で

深い学び」を目指す学習指導要領を踏まえた授業改善が進んだこと、

学校におけるＩＣＴ環境の整備が進んだことなどの様々な要因によ

るものだと分析されています。

高等学校でも、旧学習指導要領より、一人ひとりの生きる力を育

むことを目指し、基礎的・基本的な知識及び技能を習得させ、これ

らを活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力

等を育むために、言語活動の充実を図ってきました。

引き続き現行の学習指導要領においても、より一層の言語活動の

充実を図り、学習の基盤である言語能力を向上させることが必要不

可欠であるとされています。

経済協力開発機構（ＯＥ

ＣＤ）による国際的な生徒

の学習到達度調査で、実生

活のさまざまな場面で直面

する課題に知識や技能をど

の程度活用できるかを測る

ことを目的としています。

対象は義務教育終了段階

にある15歳の生徒で、読解

力・数学的リテラシー・科

学的リテラシーの３分野に

ついて調査を実施します。

2022年の調査には、81

か国・地域の約69万人が参

加しました（日本の参加者

は約6,000人）。

国立教育政策研究所

OECD生徒の学習到達度

調査（PISA）

授業の計画にあたって
目標に合った言語活動を

組み立てる

☆ＰＩＳＡ調査とは

言語活動の充実が求められる背景

授業をつくる

自分の考えや意見を述べたり作文に書いたりすることが苦手な生徒がいま

す。うまく言えない生徒には、頭に浮かんだことをメモに取らせ、それを見

て話させる。うまく書けない生徒には、指導者が言いたいことを聞きとり整

理するなど「話す」ためには「書く」活動を支援し、「書く」ためには「話

す」活動の支援をすることがそれぞれ有効です。

「話す」ための「書く」支援、「書く」ための「話す」支援

２

国語科においては、「話すこと・聞くこと」や「書くこと」、

「読むこと」に関する基本的な国語の力を定着させたり、言葉の美

しさやリズムを体感させたりするとともに、発達の段階に応じて、

記録、要約、説明、論述、討論といった言語活動を行う能力を身に

付けます。

各教科等においては、国語科で身に付けた能力を

基本に、それぞれの教科等の目標を実現する手立て

として、言語の役割を踏まえて、言語活動を充実さ

せる必要があります。

各教科等における言語活動の充実

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう
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神奈川県立総合教育セ

ンター研究成果物「<高

等学校>言語活動の充実

を図る実践事例集」には、

次の三つの視点が示され

ています。

（１）各教科・各単元の

指導計画において、

言語活動を明確に位

置付ける

（２）思考力，判断力，

表現力等を育成する

ための指導と学習活

動の工夫をする

（３）効果的な学習形態

を工夫する

「思考力，判断力，表現力等」の育成と
言語活動の充実

「思考力，判断力，表現力等」とは、「知識及び技能」を活用し

て課題を解決するために必要な力のことです。次に示す地理歴史科、

公民科の例を参考に、学習過程に応じて効果的に言語活動を取り入

れましょう。

☆言語活動の充実を
図るための視点

「思考力，判断力，表現力等」を育成するための指導と学習活動の工夫について、「考えをもつ」、「考えを広げ

る」及び「考えを深める」の三つの視点で整理しました。

神奈川県立総合教育センター「<高等学校>言語活動の充実を図る実践事例集」より

情報教育が目指している

情報活用能力を育むことは、

基礎的・基本的な知識・技

能の確実な定着とともに、

発表、記録、要約、報告と

いった、知識・技能を活用

して行う言語活動の基盤と

なるものです。

情報活用能力についての

解説は、参考資料－３に記

載がありますので、確認し

ておきましょう。

☆言語活動と情報活用
能力の関係

地理歴史科、公民科における例

●学習課題を設定する
・社会的事象等を知る ・気付きや疑問を出し合う
・課題意識を醸成する ・学習課題を設定する

動
機
付
け

●課題解決の見通しを持つ
・予想や仮説を立てる
・調査方法、追究方法を吟味する
・学習計画を立てる

方
向
付
け

●予想や仮説の検証に向けて調べる
・学校外での観察や調査などを通して調べる
・様々な種類の資料を活用して調べる
・他の生徒と情報を交換する

情
報
収
集

●社会的事象等の意味や意義、特色や相互の関連性を
考察する
・多面的・多角的に考察する ・話し合う（討論等）

●社会に見られる課題を把握して解決に向けて構想する
・複数の立場や意見を踏まえて解決に向けて選択・

判断する

考
察
・
構
想

●考察したことや構想したことをまとめる
・学習課題を振り返って結論をまとめる
・結論について他の生徒と話し合う
・学習課題についてレポートなどにまとめる

ま
と
め

●学習を振り返って考察する
・自分の調べ方や学び方、結果を振り返る
・学習成果を学校外の他者に伝える
・新たな問い（課題）を見出したり追究したりする

振
り
返
り

課
題
把
握

課
題
追
究

課
題
解
決

新
た
な

     

課
題

中央教育審議会 平成28年12月「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援
学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）別添資料」より抜粋

「考えをもつ」  ○根拠や理由を考えさせる・・・・   「考えの根拠は何か」と問い、単なる感想でなく、まとまった考えを持たせる。

    ○比較させる・・・・・・・・・・・  対象となるものを注意深く観察する必然性が生じ、共通点等を見いださせる。

    ○考えを記述させる ・・・・・・     記述させることで考えを明確にさせる。

「考えを広げる」 ○説明させる場面を設ける ・・・  他の生徒の考えを聞くことで、新しい見方や視点に気付かせる。

「考えを深める」 ○考えを振り返らせる ・・・・・・・ ・ ・ 自らの考えが深まったことを実感させる。新たな気付きを促す。

    ○計画的・継続的に取り組ませる・ ・ ・  学習の意義や有用性を実感させ、より深く考える力を身に付けさせる。



章 学びの記録

１ 本章を読んで感じたことや実践したいことをまとめましょう

２ 本章の内容を意識しながら他の教員の授業を参観し、
気付いた点を挙げましょう

３ 他の教員からの助言のうち、本章の内容に関わる事柄を
まとめましょう

４ 本章の内容を授業に反映させるために改善すべき事柄を、
具体的に挙げましょう

56

２



章 授業の実践にあたって

どんなに素晴らしい計画を立てても、実際の授業で生徒が力を

身に付けられなくては何もなりません。

「主体的・対話的で深い学び」の実現のために、どのような工

夫が必要でしょうか。

３章では、授業の実践の際に心掛けたいことについて説明しま

す。

３
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１ 発問や指示は的確に

文部科学省「補習授業校教師のためのワンポイントアドバイス

集」によると、両者の違いは次のようにまとめられています。

質問：子どもが本文を見ればわかるもの

（質問例）Ｑ 桃太郎は鬼ケ島へ鬼退治に行ったのですか？

Ａ はい。 （※ 子どもの考える余地がない）

（質問例）Ｑ 桃太郎はどこへ行ったのですか？

Ａ 鬼ケ島へ。（※ 一問一答で終わる）

発問：子どもの思考・認識過程を経るもの

（発問例）Ｑ どのようなお話ですか？

Ａ 桃太郎が、犬と猿と雉と力を合わせて鬼ケ島の

鬼を退治した話。（※ 「力を合わせて」という

内容価値とともにあらすじも述べている）

生徒がノートを書いてい

るときや、グループ活動の

ときなど、聴くという姿勢

がないときに、発問・指示

をしても生徒は理解できま

せん。「話合いを止めて、

前を見てください」と指示

した後に発問するなど、ま

ずは生徒の聴く姿勢をつく

ることが大切です。

授業の実践にあたって

生徒の思考の流れを意識する

☆分かりやすく伝える
ために

「質問」と「発問」の違いは？

指導力を磨く

言語指示だけでは理解することが難しい生徒もいます。こうした生徒には

聴覚だけでなく視覚からも理解できるように工夫をしましょう。

例えば、・発問内容を書いた紙を黒板に掲示する

・教科書や問題集のページをスライドで提示する

・作業の工程を図やイラストで示す

「発問・指示は端的に、分かりやすい言葉で」を常に心掛けましょう。

発問・指示を、より分かりやすくするためには…

３

発問には、授業のねらいを生徒が押さえられるような主要な発問

と、それを導いたり補ったりする補助的な発問があります。

発問のタイミングは、授業の目標に合わせて構成しましょう。

（例１）授業の最初に主要な発問を行う。

授業の後半でその確認や応用となる補助発問をすることに

よって、定着を図る。

（例２）ねらいに迫るための補助的な発問をすることによって、思

考を深める。

その後、主要な発問を行う。

主要な発問と補助的な発問

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう
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生徒が授業中、疑問に

思ったことに教員が答える

ことは、もちろんその生徒

の理解を助けることになり

ます。それだけではなく、

クラス全体で共有すること

により、新たな疑問がでて

くる場合もあり、理解が深

まることが期待できます。

そのため、普段から話し

合いやすい雰囲気をつくる

ことが重要です。

発問の例から考える

次の発問の仕方には問題があります。改善点を考えてみましょう。

発問の中にたくさんの情報が提示されており、生徒が内容を正し

く理解できないことも生じます。内容を段階的に整理して視覚情報

を効果的に活用して伝えるとよいでしょう。

☆生徒の疑問に対して

「認めてもらいたい」、「向上（成長）したい」という願望は誰にでもあるものです。

その願望を叶えるような建設的な言葉がやる気を引き出します。例えば、「この問題は難

しい、…」の後に「だからできないのね」という否定的な言葉を続けるよりも、次のス

テップを示した「けれど、解く糸口を見付けられたら素晴らしいよ」と励ますことでやる

気を引き出すことができるでしょう。生徒の状況や個性・価値観などを尊重する言葉やあ

るがまま受容している言葉を投げ掛け、前向き・肯定的な評価や助言をするように心掛け

ましょう。

生徒のやる気を促す言葉掛け

話し方のポイント

授業の導入のトピックス

授業の最初に、生徒の気持ちを引き付けたいものです。そのため

には、導入で何を行うかがポイントになります。生徒の関心を高

めるための展開、授業の内容につなげるための展開等、生徒の実

態に合わせて工夫しましょう。

生徒の顔を見る

「このことを分かりやすく伝えたい」と思うとき、教科書や黒板

を見ながら伝えたのでは、生徒の心には何も響きません。

常に、生徒の顔を見て話すように心掛けましょう。一番後ろの

生徒に向かって話すときの声が教室中に響く声の大きさです。生

徒に向かって、生徒の表情を確かめて伝えます。

ポイントをおさえるとき

「これが大事なこと」と伝えるとき、話し方を変えてみましょう。

あえて小さな声で話す、反対に大きな声で強調する、ゆっくりと話

すなどによって、注意を引くことができます。

また、言葉を繰り返したり、書き留めたりすることも効果的です

し、教員が沈黙することで生徒の注目が集まることもあります。

「保温ポットに入れた200ｇの水をクラス40名が30回ずつ振ったら

水の温度は何℃変化するでしょうか？」（理科・物理基礎・熱と温度）

改善例

 「保温ポットに水を200ｇ入れます」

「これをクラス40名が順番に30回ずつ振ります」

「全員が振り終わったとき水の温度は何℃変化しているでしょうか」

＊実物・実演、ポイントを書いたカード、イラストなどの活用が効果的です。

① 授業を参観してもらう際、

次の点を確認してもらい

ましょう。

・「質問」ばかりになって

 いないか。

・ 聞き手が理解しにくい発

 問はなかったか。

② 同僚の教員と授業を参観

し合い、それぞれの話し

方についてアドバイスし

合いましょう。

改善が必要な発言につい

ては、どのような話し方

が望ましかったか、具体

的に挙げましょう。

良かった点も具体的に指

摘し合いましょう。

  ステップアップ課題
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２ 黒板・デジタル学習基盤の活用

黒板やプロジェクター、電子黒板等の効果的な活用は、生徒の学

びを深めることにつながります。

① 学習内容を的確に伝えることができる

② 全体像を示すことで、その日の学習の流れが見える

③ 授業の記録として後日生徒が見直すことができる

④ 生徒の考えを共有し、整理することで学びを深めさせる

⑤ 画像やデータなどの提示で、思考を促すことができる

いくら授業内容が良くて

も、授業中に思いついたこ

とをそのまま板書していて

は、生徒の学習効果は上が

りません。

事前に板書計画を立てる

ことは、計画した授業の流

れを生徒目線で点検するこ

とにつながります。一単位

時間の授業の流れや重要な

箇所が生徒に伝わるような

板書が理想です。

授業の実践にあたって
ツールの特性を知り

効果的に取り入れる

☆計画を立てよう

板書・提示をする理由

指導力を磨く
３

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう

カラーユニバーサルデザイン

「カラーユニバーサルデザイン」とは、様々な人の色の見え方に配慮した

視覚情報のデザインです。黒板の場合、赤や青のチョークが見えにくい生徒

がいます。ピンク系の赤チョークが、白や青と区別しにくいと感じる生徒も

います。赤や青は線や記号等にとどめ、文字には白や黄色を使うと良いで

しょう。カラーユニバーサルデザインに対応したチョークもあります。

同様に、プロジェクター等に文字を投映する際も、見え方に配慮して背景

色や文字色を選択しましょう。 →１章－11

黒板の利点は、その時間の授業が一覧できる点です。本時の目標

や、授業のアウトラインといった、生徒がいつでも確認できた方が

よい情報は、画面が次々と変わるデジタル機器による投映よりも、

黒板に記載・提示した方が効果的です。

一方、電子黒板などのデジタル機器の利点は、文字等の拡大・縮

小が自在である点、生徒に配付したプリントと同じフォーマットが

映し出せる点、生徒に提出させた課題をその場で提示してフィード

バックできる点などのように、多岐にわたります。

このように、生徒の端末に提示するのか、黒板に記載するのか、

電子黒板やプロジェクターで投映するのかによって、見やすさや学

習効果が変化します。そのため、課題の提示、意見の集約、整理等

の方法について、事前に計画を立て、構造化することが大切です。

黒板・デジタル機器の効果的な使い分け
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① 黒板等の使い方について、

校内で統一のルールを設

けている学校があります。

所属校のルールの有無に

ついて、確認しましょう。

② 自身の授業後の黒板を撮

影し、次の点について分

析しましょう。

・ その時間の学びの流れが

 板書に残っているか。

・ その授業でどのような資

 質・能力を身に付けさせ

 ようとしていたかが伝わ

 る板書になっているか。

③ 同僚の授業後の板書を撮

影させてもらい、何を意識

して板書しているか教わり

ましょう。

特に、「一時的に書く

もの」「授業の最後まで

残しておくもの」「口頭

だけで板書しないもの」

の区別について尋ねてみ

ましょう。

④ 県立学校に導入された電

子黒板の効果的な活用方法

について、同僚と情報を共

有しましょう。

デジタル学習基盤の整備によって、生徒の学習進度に合わせた個

別指導や、遠隔地との協働学習など、多様かつ効果的な授業実践が

可能になりました。

一方で、端末操作に気を取られて、教室にいる生徒の様子に目が

届きにくくなるという弊害も見られます。

学習効果を高めるために用いた教具によって、授業で大切にした

い生徒の見取りができなくなるのであれば、その教具の使用は適切

とは言えません。

活用にあたっては、資質・能力の育成に対して効果的であるかを

考え、使用目的や使用場面を十分検討しましょう。

デジタル学習基盤の活用にあたって

  ステップアップ課題

グループ活動が増えると、ノートや端末に記録を取らせる時間の

確保が難しくなることがあるかと思います。けれども、「書く」こ

とで思考を広げたり、自身の思いをまとめたりする力は、学校教育

を通して生徒に身に付けさせておきたい言語活用能力の一つです。

ノートや端末に、黒板やプロジェクター等に示された語句を書き

写すだけでなく、生徒の考えや友達の意見を書き添えたり、後で資

料を調べて追記したりという活動を、計画的に組み込みましょう。

「書く」場面も忘れずに

例えば次の図のように、生徒の思考を全体で共有することで、

「個の思考」を「集団の知」へ高めることができます。黒板は、生

徒の発言や取組を基に教員が要点をまとめ、体系化して示す場とし

て活用することができます。

電子黒板や端末を「学びの共有装置」と位置付け、生徒の協働的

な学びを促進しましょう。

教室の構造化
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３ 机間指導の仕方

机間指導は、何のためにするのでしょうか。

・生徒の学習状況が、学習のねらいを実現しているか観察するた

め。

・生徒一人ひとりの考えなどを理解し学習内容を評価し、個に応

じた指導をするため。

・生徒の様子から、指示した内容や活動が適切であるか判断し、

授業の改善に役立てるため。

このような理由が考えられます。授業は生徒の学びを支援するも

のなので、生徒の間に入って学びの様子を見取ることが大切です。

生徒の質問を受けたり、

生徒へ働きかけたりする場

合には、特定の生徒にかか

りきりにならず、クラス全

体を見渡すことを忘れては

いけません。

また、生徒の思考を妨げ

たり、中断させたりするよ

うな指導は避けるようにし

ましょう。

授業の実践にあたって
見取るポイントを

決めて回る

☆机間指導における
留意点

机間指導のねらい

指導力を磨く

机間指導というと、学習につまずきがあったり、遅れがちだったりする生徒の

所で足が止まってしまうことが多いようです。

しかし、それだけでなく、発展的な課題を提示する、次の

学習の方向を助言するなど、学習が進んでいる生徒に対する

働きかけも大切にしましょう。

学習が進んでいる生徒にも働きかけを！

３

机間指導では、生徒一人ひとりの活動を見取ることにより、どこ

でつまずいているのかということが分かります。一人ひとりの問題

点や、クラス全体の傾向を知り、個に応じた指導を随時行うことが

できます。

また、一人ひとりの良い点を見ることもできます。良い取組を全

員の前で取り上げ、全体の指導に生かすことで、取り上げられた生

徒は認められたと実感できるでしょう。

机間指導の活用

限られた時間で実態を把握するために、あらかじめ「何を見取る

のか」観察の視点を決めておき、計画的に回ります。

具体的に働きかけ、言葉を交わしてこそ、生徒の考えを広げ、深

めることができ、生徒から新たな発見が得られます。

机間指導のポイント

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう

生徒のノートやプリント

の中に、思考過程が一目で

分かるような工夫をしてお

くと良いでしょう。

例えば「問題に対する試

行錯誤のプロセスを残して

おくように促す」「グルー

プ学習において、ほかの意

見を通して学んだことや振

り返りをまとめるように指

示する」などが考えられま

す。

☆机間指導を効果的
に行うためには
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机間指導における関わり方

どのように生徒と関わればよいか、教員の役割をまとめます。

学習活動に参加していない生徒を発見したら、どうしますか。参加していない理由を見

きわめて、参加できるよう助言するために、生徒の様子を見守る、生徒に声をかける、周

囲の生徒に働きかけるなど、様々な方法があります。

また、グループ活動などでは、生徒自身が役割を自覚できるようにすることで、主体的

な参加を促すことができます。「あなたは、質問する役割で参加してみましょう」「意見

を言う人の良いところを探してあげてね」など、具体的な役割を机間指導でアドバイスす

ると良いでしょう。

学習活動に参加しようとしない生徒への対応

寄り添う つなげる

いかす広げる

指導・助言
つまずきがある場合、既習

内容に立ち返らせて、適切な
指導・助言を与えます。

あらかじめつまずきを想定
し、対処法を考えておくと効
率的です。

認める
 「なるほど、こういう考え方
もできるね」のように、共感
的な態度で受容することで、
生徒に安心感を持たせること
ができます。

思考の深まり
生徒個々の考えを生かしな

がら、関連付ける手立てを与
え、思考をつなげて深めます。
特にグループ活動では、教員
のファシリテーターとしての
役割は重要となります。

コミュニケーション
主体は生徒です。生徒同士

の助け合い・話合いを促しま
す。教員は、生徒が互いの良
さに気付けるように、言葉を
掛けていきましょう。

ポイントづくり
「これは～という意味か

な？その考えは参考になる
ね」などのような言葉を周り
に聞こえるように意識してつ
ぶやくことで、生徒の気付き
につながったり、話合いの視
点となったりします。

刺激
思考を促したり、情報共有

を促したりするきっかけとな
ります。また、気付きや考え
方を広げることにつながりま
す。

評価
机間指導により、生徒の活

動状況をより適切に見取るこ
とができます。学習過程の調
整、個別の支援に役立てるこ
とができます。

改善
観察・指導から、生徒の多

様な発想・考えを見つけると
ともに、課題に対する反応や
理解度の実態を把握し、授業
の組立てに役立てます。

→「指導に生かす評価」
４章－１・２

グループ活動においては、

各グループの活動の様子を

見極め、必要に応じた介入

や働きかけをその場で行う

ことが大切です。

介入、働きかけの例を挙

げておきます。

・停滞状況に応じた活動の

ヒント提示等の支援

・活動の方向性の見取りと

軌道修正

・グループの意見や主張に

対する根拠の掘り下げ

・発展的な課題の提示

・あるグループの活動内容

を全体に示しての共有

こうした指導を通して、

グループ活動の活性化や質

の向上を目指しましょう。

☆グループ活動時の
机間指導のコツ

机間指導が、ただ個別に

質問に答える時間になって

いませんか。

机間指導は、生徒の思考

を促す絶好のチャンスです。

効果的なヒントを与え、生

徒自身が問題解決を図るこ

とができるように働きかけ

ることが大切です。

☆生徒の思考を促す
言葉掛けを
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４ ワークシートの活用の仕方

ワークシートとは、学習内容を簡潔にまとめて生徒の学習を手助

けするだけでなく、思考・判断したことを表現させたり、振り返り

を行わせたりするための教材を指します。

授業の実践にあたって
学習のねらいに

合うようにつくる

ワークシートとは

ツールを活用する

ワークシートの図の意味を一目見て理解することが困難であったり、

簡単な説明だけでは適切な答えが導けなかったりする生徒がいます。

字の大きさや書体などを工夫するほか、視覚的に理解しやすい図の工

夫、簡潔で分かりやすい質問内容など、生徒の特性に配慮したワーク

シートづくりを心掛けましょう。

特性に配慮したワークシートづくり

３

ワークシートは、ある一時間の授業の中で使用するものと、単元

や年間を通して長期的に使用するものがあります。長期的に使用す

るワークシートは、自己の学習活動を振り返って次につなげる「主

体的な学び」を実現するためにも有効です。

ワークシートが解答を書き込むだけの作業プリントになっていて

は、深い学びにつながりません。ワークシートによって「主体的・

対話的で深い学び」が促進するよう、工夫しましょう。

「主体的・対話的で深い学び」とワークシート

まず、生徒の思考の流れ

を整理することができます。

また、別の単元の内容を

含めることで、発展的な学

習を可能にします。さらに

活動のヒントや参考資料を

記載したりすることで、苦

手な生徒の理解を助けるこ

とができます。

生徒の実態に応じて作成

することや、生徒にとって

適切な分量と内容になるよ

うに留意するのがポイント

です。

☆ワークシートの工夫
により期待できる効果

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう

ワークシートは、生徒とのコミュニケーションや学習評価にも活

用できます。返却時にコメントを付けてフィードバックすることは

良く行われる「個人内評価」の手立ての一つです。生徒の記述から

学びに対する試行錯誤の姿を見取って「主体的に学習に取り組む態

度」として評価することもできます。

→ 「個人内評価」４章－１

「主体的に学習に取り組む態度」４章－３

活動例 ・問いに対する自分の考えをまとめるために書く
・資料を読んで気付いたことを書く
・発表のメモや、聞いたことをまとめる
・分かったことを整理する
・単元（題材）の学習を振り返り次の学習目標を立てる
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せっかく書き上げたワークシートも、整理が行き届かないと紛失したり、破損したりし

ます。そこで、ワークシート類はファイルにとじたり、クリアファイルに保管したりする

ように指導します。また、時々保管状況を点検するなどのフォローが大切です。

生徒の実態によっては、すぐファイルできるようにパンチで穴をあけておいたり、ノー

トのサイズに合わせて余白を切り揃えたりしてから配付することが有効な場合があります。

ワークシートを紙で配付せずに、学習支援ソフトを介して配付・回収する授業も増えて

きました。様々な方法を少しずつ試していきましょう。

ワークシートの管理方法も学ばせましょう

〈例〉「ワークシートの構成」

①

②

④

③

③

①授業日、ワークシートNo.

生徒が、授業後に整理・保管

しやすいよう授業日を記入でき

る欄やワークシートNo.をつける

ようにします。参照する教科書

や資料集のページを示しておく

ことで、授業中や授業後の復習

時に役立ちます。

②本時のねらい

授業のねらいを記入する

欄をつくったり、この時間

で目指すゴールをルーブ

リックの形で示したりして、

生徒とこの時間のねらいを

共有します。

➂授業の展開

“何年にこうした出来事が起きた”と

いった個別の事実的な知識のみを扱うの

ではなく、“その出来事はなぜ起こった

のか”“その出来事がどのような影響を及

ぼしたのか”といった、知識相互がつな

がり、関連付けされていくような問いを

設定し、まとめられるようにするなど、

学習内容の深い理解につながるように工

夫します。

話合い活動を行う場合は、ワーク

シートに自分の意見や考えをまとめて、

その後の対話を通して自己の考えを広げ、

深めていけるようにします。

④振り返り

本時のねらいを踏

まえて、この時間に

学んだことを要約し

たり、できたことと

できなかったことを

まとめたりできるよ

うにすることで、自

己の学習状況を客観

的に捉えられるよう

工夫します。

学習評価においては、生

徒の記述内容の点検・確

認・分析を行う場面が多く

なるので、評価の見取りが

しやすくなるよう、ワーク

シートの形も工夫する必要

があります。

例えば、「事実の整理」

は観点のうち〔知識・技

能〕とつながります。箇条

書きにできるよう、罫線を

入れてはどうでしょうか。

「説明」では〔思考・判

断・表現〕を見取ることが

多いので、図を描けるよう

に広く枠取りしたり、理由

や根拠の欄を作ったりする

と良いでしょう。

☆学習評価につなげる
ワークシートの工夫
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５ ＩＣＴを活用した学び

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を実現するためには、学

校現場における ＩＣＴの積極的な活用が不可欠との観点から、

「GIGAスクール構想」が推進されています。義務教育段階から児

童・生徒の「１人１台端末」及び「高速大容量の通信環境」の下で

の新しい学びが行われています。

クラウドとは、インター

ネット上（クラウド）にあ

るサービスを使ってファイ

ルを保存したり、共有した

りする仕組みです。イン

ターネットにつながる端末

があれば家でも学校でも

ファイルを閲覧したり、編

集したりできます。また、

同じファイルを同時に複数

人で編集することもできま

す。

授業の実践にあたって
ねらいに応じた

授業の幅を広げる

☆クラウドの特性
GIGAスクール構想の目的

ツールを活用する

例えば、読字や書字に困難を示す生徒には、大画面テレビによる教材提示

やタブレット端末を活用した板書記録等の視覚支援が有効です。また、口頭

でのコミュニケーションが苦手でも、文章化することで自分の考えを伝えら

れる生徒がいます。そうした生徒は文書作成ソフトやプレゼンテー

ションソフトの活用によって、自己表出の機会が増やせます。

実践事例を紹介したウェブページ等を参照して、効果的な

支援方法を知りましょう。

特性に応じたＩＣＴの活用

３

生徒がＩＣＴを日常的に活用することにより、個別学習の場面で

は、個の課題を解決したり、それぞれにあった進度で学習したりす

ることが可能となり、より効果的に学習を進めることができるよう

になります。

協働学習の場面では、発表や交流を活性化することができ、「思

考力，判断力，表現力等」を効果的に育成することができます。ま

た、共同で作成・編集等を行う活動や、多様な意見を共有しつつ合

意形成を図る活動もより効果的に行うことが可能です。

生徒自身の日常的なＩＣＴ活用を

ＩＣＴの活用によって、単に情報を収集・整理するだけでなく、

情報を主体的に扱い、受け手の状況を想像した情報発信ができる能

力を身に付けさせることができます。これらのＩＣＴを活用する能

力を含む「情報活用能力」を育成する学習活動は、学校ごとにカリ

キュラム・マネジメントの視点をもって、全ての教科で行うことが

重要です。

情報活用能力とは、学習

活動において必要に応じて

情報手段を適切に用いて情

報を収集・整理・発信・共

有等を行うことのできる力

のことです。

詳しくは参考資料－３を

御覧ください。

☆情報活用能力とは

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう
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総合教育センターの

Webサイトに、「教材作

成に役立つリンク集」の

ページを用意しています。

日頃から情報収集を行いま

しょう。

ＩＣＴの活用が効果的な場面 ☆映像等資料について

「学校教育の質の向上に向けたＩＣＴの活用の促進」に対し、様々な団体が実践事例を紹

介するウェブページを作成しています。中には校内業務効率化の事例が含まれるものもあり

ます。授業に関わらずＩＣＴ機器の利活用を考える方は、参考にすると良いでしょう。

例 〇文部科学省ウェブサイト 「StuDX Style」

   〇文部科学省 令和７年４月「個別最適な学びと協働的な学びの

一体的な充実」のためのサポートマガジン『みるみる』」

各種の実践事例集を参考にしましょう

ＩＣＴの活用が効果的であるのは、次のような学びの場面です。

① 一斉学習での生徒の興味や関心を高める学び

② 個別学習での生徒一人ひとりの能力や特性に応じた学び

③ 生徒同士が教え合い学び合う学び（協働学習）

④ 特別支援教育等における障がいの状態や特性等に応じた

  学習活動

＜例＞  活用の例

〇体験学習、実験・観察等を行う際、その情報を映像やデータ等

で記録する。

実体験とデジタルデータを合わせて理解を深めたり、思考

力を高めたりできる。

記録した映像を見直しながら話し合うことにより、新たな

気付きを得られるような授業を実践することができる。

〇実体験が困難な事象についてデジタル教材やプログラミングの

技能を活用して視覚化を図ったり、シミュレーションする。

事象についての理解が深まるとともに具体的な行動との関

連付けができる。

〇情報端末や電子黒板などを用いて個人やグループの考えを即時

に整理・共有し、さらなる議論を促し、その結果を記録する。

多角的な見方や考え方に触れ、自分やグループの見方や考

え方を変容させ、その変化の過程を記録できる。

〇他校の教室や社会教育施設、学校外の専門家、外国の学校など

とつなげて合同授業や合同活動、意見交換などを行う。

時間や言語、文化、年齢、専門性などの垣根を超えて多様

な集団と繋がり、新しい価値を共に創り上げることができ

る。

令和３年１月の中央教育

審議会答申で、「個別最適

な学び」「協働的な学び」

の実現にＩＣＴは必要不可

欠と記されました。教育の

質の向上のため、ＩＣＴを

効果的に組合せることが求

められています。

その際は、次に挙げる高

等学校段階の「目指す学び

の姿」を意識して授業づく

りを行うと良いでしょう。

【目指す学びの姿】

①社会的・職業的自立に向

けて必要な基盤となる資

 質・能力や、社会の形

 成に主体的に参画する

ための資質・能力の育成

②多様な関係機関との連

携・協働による地域・

社会の課題解決に向けた

学びの実践

③探究的な学びやＳＴＥＡ

Ｍ教育など教科等横断的

な学びの提供

☆「令和の日本型学
校教育」とＩＣＴ
の活用

「令和の日本型学校教育」

については

こちらの二次元

コードへ →

「StuDX Style」  「みるみる」
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６ 受容から始まる学習指導

生徒たちが安心して活動するために、集団づくりは欠かせませ

ん。そのためにも、まずは授業を通して生徒に「能動的に聴く態

度」を身に付けさせてはどうでしょうか。クラスの全員が自分の発

言を共感的な態度で受け止めていれば、話し手も分かりやすく話し

たい、丁寧に説明したいと思うようになります。また「聴くこと」

は、自らの思考を広げ、深めることや、判断材料を増やすという意

味においても大切です。このことをしっかり生徒に伝え、日常的に

「能動的に聴く態度」で生徒が授業に臨めることを目指しましょ

う。

授業の実践にあたって
教科の指導と生徒指導の

一体化を意識する

「能動的に聴く態度」の育成

洞察力を磨く

自分の話は一方的にするけれど、人の話を聴くことが苦手な生徒

がいます。話を聴くときには、うなずく、相づちを打つ、

いいと感じたことを伝えるなど、聴き方のルールやコツを

メモにして渡しておくと、スムーズな話合いをすることが

できるようになります。

聴き方のコツを伝えよう

３

生徒が発表や発言をしている時、その言葉だけを聞いていません

か。生徒が言葉を発している時には、その内容や思いをきちんと受

け止めなくてはなりません。教員がロールモデルとなって聴く姿勢

を示すことが、生徒の「聴く態度」を育成する第一歩です。

また、その発表や発言を聴いている生徒たちの思いや、つぶやき

も聴くようにしましょう。生徒同士の考えをつなげることは、教員

の大切な役割の一つです。

教員が聴く姿勢を示す

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう

同じ「きく」という漢字

です。どちらも音や言葉を

「きく」という意味ですが、

「聴く」は注意深く耳を傾

けてきくときに使う漢字で

す。

話し手の声を傾聴してほ

しいとの思いを込めて、授

業で生徒に身に付けさせた

いのは、「聴く態度」であ

ることを意識しておくとよ

いでしょう。

☆「聴く」と「聞く」

生徒が自発的・主体的に自らを発達させていく過程を、学校や教

員が支えていくという視点に立った生徒指導のことです。効果的な

支援のためにも、まずはありのままの生徒の姿を受け止め、理解す

ることに努めましょう。

発達支持的生徒指導とは
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「自己指導能力」とは「主体的な選択・決定を促す力」のことで、自己の幸福追求と社

会に受け入れられる自己実現のために獲得する必要があるとされています。

   主体的に問題や課題を発見する活動  自己の目標を選択・設定する活動

   目標達成のため、自発的、自律的、かつ、他者の主体性を尊重しながら、自らの

行動を決断し、実行する活動

このような活動を継続的・反復的に経験させることで、学習活動を通して自己指導能力

を育成することができます。

授業で育む「自己指導能力」

（1）自己存在感の感受

・生徒の発言やつぶやきを積極的に取り上げる

   ・生徒が主体的に考え、行動できる場面を設定する

(2) 共感的な人間関係の育成

・多様な考え方に触れる機会を設ける

・他者の考えを参照して学ぶ時間を設ける

(3) 自己決定の場の提供

・学習活動や学習課題を生徒が選択できるようにする

・振り返りの時間を十分確保し、学習の調整を図らせる

(4) 安全・安心な風土の醸成

・生徒の発言に間違いがあっても遮らずに最後まで聴く

・多様な意見や考えを尊重する態度を教員が率先して示す

＜例＞ 「生徒指導の実践上の視点」を踏まえた学習活動

教科の指導と生徒指導の一体化
授業も発達支持的生徒指導の場であることを意識して、「生徒指

導の実践上の視点」の四つの視点を取り入れた学習活動や働きかけ

を取り入れると良いでしょう。

□ 「自己存在感」を実感する場面の設定
□  「自己肯定感」「自己有用感」を育む活動

□ 認め合い・励まし合い・支え合える集団づくり
□ 理由や方法等を皆で考える、支持的で創造的な集団づくり
□ 相互扶助的で共感的な人間関係の育成

□ 自ら考え、選択し、決定する等の体験

□ お互いの個性や多様性を認め合う
□ 安心して授業や学校生活が送れるような風土を

 生徒自らがつくり上げるようにする



章 学びの記録

１ 本章を読んで感じたことや実践したいことをまとめましょう

２ 本章の内容を意識しながら他の教員の授業を参観し、
気付いた点を挙げましょう

３ 他の教員からの助言のうち、本章の内容に関わる事柄を
まとめましょう

４ 本章の内容を授業に反映させるために改善すべき事柄を、
具体的に挙げましょう

70

３



章 学習評価と授業の振り返り

学習評価とは、学校における教育活動に関し、生徒の学習状況

を評価するものです。

生徒に力を身に付けさせることができたかどうかという学習の

成果を的確に捉え、教員が指導の改善を図るとともに、生徒自身

が自らの学習を振り返って次の学習に向かうことができるように

するためにも、学習評価はとても大切です。

４章では、学習評価の在り方と、授業の実践を振り返る具体的

な方法及びその活用について説明します。

４
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１ 「学習評価」とは

「目標に準拠した評価」とは、学習指導要領に示す目標に照らし、

その実現状況を見る評価であり、生徒を相対的に捉える評価とは異

なるものです。観点ごとに学習状況を分析的に捉える「観点別学習

状況の評価」と、総括的に捉える「評定」の双方とも、目標に準拠

した評価で行います。

学習評価と授業の振り返り

評価をその後の

指導や学習にいかす

目標に準拠した評価

評価の基本的な考え方
４

生徒の学習状況を適切に評価するには、評価規準に合わせて学習

活動を構想し、評価方法を決めることが必要です。

その単元（題材）で何を身に付けさせるのか、ねらいを明確にす

るとともに、どのようにして生徒の思考や発言・行動を見取るのか、

学習活動のどの場面で生徒の変容を見取るのか、「努力を要する」

状況（Ｃ）の生徒へはどのように支援するかを想定し、評価場面を

精選しながら計画的に評価しましょう。 → ２章－３、４

計画的に評価する

学習評価には二つの側面があります。

「指導に生かす評価」は、生徒の学習状況を分析的に捉え、その

結果を教員の指導改善と生徒の学習改善に生かすために実施するも

のです。生徒の様子を観察し、日々の授業の中で常に行います。

「記録に残す評価」は、生徒の学習状況を把握し、記録するため

に実施するものです。単元（題材）等のまとまりの中で適切に設定

した時期において、「おおむね満足できる」状況（Ｂ）にあるかど

うかを評価します。 → ４章－２

「指導と評価の一体化」に取り組み、生徒のためのより良い授業を

考えていきましょう。 → ２章－３、４章－７~９

「指導に生かす評価」と「記録に残す評価」

学習評価の「妥当性」と

は、評価結果が評価の対象

である資質や能力を適切に

反映しているものであるこ

とを示す概念です。

「妥当性」を確保してい

くためには、評価結果と評

価しようとした目標の間に

関連性があること、評価方

法が評価の対象である資質

や能力を適切に把握するも

のとしてふさわしいもので

あること等が求められます。

☆学習評価の「妥当
性」

生徒が自分の進度で努力し、学習していることを認めましょう。

小さな一歩を認めることで、生徒は自信を持ち学習することが

楽しくなります。

小さな一歩を認めよう
個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう

観点別学習状況の評価や

評定には示しきれないもの、

特に「感性や思いやり」と

いった、生徒一人ひとりの

良い点や可能性、進歩の状

況等についての評価です。

生徒が学習したことの意

義や価値を実感できるよう、

日々の教育活動等の中で生

徒に伝えることが重要です。

生徒への言葉かけ、ワー

クシートへのコメント記入

等によって生徒にフィード

バックしましょう。

☆個人内評価
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・ルーブリック

成功の度合いを示す数レ

ベル程度の尺度と、それぞ

れのレベルに対応するパ

フォーマンスの特徴を示し

た記述語（評価規準）から

なる評価基準表。

→ ４章－５

・ポートフォリオ評価

生徒の学習の過程や成果

などの記録や作品を計画的

にファイル等に集積。その

ファイル等を活用して生徒

の学習状況を把握するとと

もに、生徒や保護者等に対

し、その成長の過程や到達

点、今後の課題等を示しま

す。

評価方法の設定

評価活動には、生徒の行動や発言の状況の見取り、

ペーパーテストやノート、ワークシート、レポート

等の記述や作品からの見取り、自己評価等のポート

フォリオ評価、パフォーマンステストによる評価等

があります。評価方法は、評価規準と組み合わせて

設定します。

☆評価方法の例

評価方法の段階

行動の観察 … 学習活動の中で、評価規準で示されている

  行動の「観察」を行います。

記述の点検 … 学習活動の中で、机間指導などにより記述

  の内容を「点検」します。

観察・点検

行動の確認 … 学習活動の中で、行動などの内容が、評価

  規準を満たしているかどうかを「確認」し

  ます。

記述の確認 … 学習活動の中で、記述された内容を、ノー

  トや提出物などにより「確認」します。

確認

行動の分析 … 「行動の観察」や「行動の確認」を踏まえて、

  その内容を「分析」的に評価します。

記述の分析 … 「記述の点検」や「記述の確認」を踏まえて、

ノートや提出物などの記述の内容を「分析」

的に評価します。

分析

「学習評価を踏まえた授業づくりの道すじ」
（令和2年3月改訂神奈川県教育委員会より（一部改編））

学習活動の中での評価

学習目標
学習内容

何で

見取るのか

どの
時期・
場面で
行うの

か

誰が

行うのか

どの
ように
判断

するの
か

図 評価方法の決定

例えば、話合い活動のとき、どのような評価をすればよいのでしょうか。本時のねらい

に合わせて考える必要があります。

一般的には、他人の話を聞いているとか発言をしているといった話合いそのものの活動

状況など量的なものを評価するのではなく、話合いを通じてその活動のねらいを達成でき

ているかといった質的なものを評価します。
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２ 学習の様子を見取る

評価は成績を付けることだけが目的ではなく、生徒一人ひとりの

学習を成立させ、質を向上させるために実施するものです。そのた

めには、生徒の学習状況をつぶさに把握する必要があります。
観点ごとの評価の総括の

場面は次の３段階であるこ

とが多いと考えられます。

①単元（題材）における

総括

②学期末における総括

③学年末における総括

評定への総括の方法につ

いては各学校で共通理解を

図ることが大切です。

【参考資料】

・「『指導と評価の一体

化』のための学習評価に

関する参考資料」

（国立教育政策研究所）

・「評価規準の作成、評価

方法等の工夫改善のため

 の参考資料」

（国立教育政策研究所）

・「学習評価の手引き」※

（神奈川県教育委員会）

→ ※のダウンロードは 

P122へ

学習評価と授業の振り返り

見取るポイントを押さえる

☆観点別学習状況の
評価の総括

評価の基本的な考え方

生徒の学習改善のために行う「指導に生かす評価」（４章－１）

は、日々の授業の中で生徒の観察を通して実施します。この観察

（評価）を通して、生徒がより良く授業に参加できるような指導

（「言葉掛け」「促し」等）につなげます。毎時間実施するもので

すが、必ずしも生徒全員に行わなくてよいというものです。

「指導に生かす評価」の場面

「記録に残す評価」（４章－１）は、観点別学習状況の評価とし

て実施するものです。単元（題材）ごとの評価規準に従って、各観

点とも単元（題材）で１回以上、評価する場面を設定します。「記

録に残す評価」は、最終的に評定（成績）につながるものであり、

生徒全員に対して実施します。

観点別学習状況の評価は、「おおむね満足できる」状況（Ｂ）を

基準として、「十分満足できる」状況（Ａ）、（Ｂ）、「努力を要

する」状況（Ｃ）の３段階で行います。生徒全員が（Ｂ）以上とな

るよう、授業の中で指導を行いましょう。

「記録に残す評価」を実施する方法は多くあります。次の【例】

を参考に、「記録に残す評価」をする場面を設定しましょう。

【例】・小テスト  ・定期テスト ・成果物（レポート、作品等）

・ワークシートの記述（個人の気付き、授業後の振り返り等）

・実演（実技試験、発表、プレゼンテーション等） etc...

「記録に残す評価」の場面

評価（Ｃ）の生徒がつまずいているのはどこか、的確に見取ることが大切

です。学習の様子を観察しながら、具体的な手立て、他の資料や解答のヒン

トを提供する等の手立てを講じます。

つまずいている生徒が多い場合には、教員が設定した（Ｂ）の

評価規準が適切であったかについても、見直す必要があります。

つまずいている生徒への手立て
個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう

４
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Q1: 「小テスト」は全て成績に反映させるの？

知識の定着を図るため、毎時間授業の中で小テストを行っています。一年間を通して行

うので膨大な量になり、処理が大変です。この結果は全て記録に残す評価として評定に反

映させるのですか。

学習評価に関するQ＆A

A1: 必ずしも「全てを」反映させなくて構いません

もちろん、全ての結果を「知識･技能」の評価としても構いませんが、その処理に「時

間と労力を掛けすぎない」ようにすることも重要です。

例えば、日頃の単語テストを「指導に生かす評価」として活用し、単語に関する「知

識･技能」の総括的な評価は定期テストでまとめて実施する、という方法も考えられます。

その際、何を「記録に残す評価」とするのかを事前に生徒に説明することが必要です。

Q2: 「対話的な活動」の評価はどうすればよいの？

グループでの話合いに参加しない生徒がいます。 「思考･判断･表現」の評価を付ける

際、この生徒の観点別学習状況の評価はどのように付ければよいのでしょうか。

A2: 生徒の取組状況は「指導に生かす評価」に活用する

「よりよく話合いをする」ということが単元の目標になっていない限り、質問のような

「生徒の取組状況」自体が観点別学習状況の評価の対象にはなりません。

例えば理科の授業で、実験レポートをより良くするために、実験結果の考察をグループ

で共有する活動を行ったとします。ここで評価の対象となるのは完成した実験レポート

（成果物）であり、グループでの話合いの様子（取組状況）ではありません。

もちろん、実験レポートの内容を充実させるためには、グループでの話合いの充実が必

要です。そのためには、活動に参加しない（できない）生徒に対し、参加する（できる）

ように促す、助言するといった指導や支援（「指導に生かす評価」）が必要となります。

Q3: 「主体的に学習に取り組む態度」は何を評価するの？

遅刻や欠席の多い生徒がいます。また、行動に課題があり、活動に参加しない生徒もい

ます。こういった生徒の「主体的に学習に取り組む態度」の評価を「C」にしようと思っ

ていますが、問題はありませんか。

A3: 学習を通して育まれた「教科の学習に即した態度」を評価する

「主体的に学習に取り組む態度」を生徒の日頃の授業態度を評価するものと捉えている

ケースがありますが、これは大きな誤りです。「主体的に学習に取り組む態度」は、各教

科の学習に即した態度を対象としており、質問にあるような、生徒の性格や行動の傾向を

評価するものではありません。

一般的に、単元の最後に行う振り返りで「何を学んだか」「学んだことをどう使うか」

といったことについてワークシートに記述し、各教科の学習に取り組む態度を捉える、と

いうことが行われています。なお、「主体的に学習に取り組む態度」については、４章－

３に詳しく説明されています。
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３ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価

本文下線部にもあるよう

に、他の観点との関連性が

強い内容です。ですから、

例えばノートにおける特定

の記述などを取り出して、

他の観点から切り離して

「主体的に学習に取り組む

態度」として評価すること

は適切ではありません。

そのため、単元末や学年

末に他の２観点と極端なば

らつきが出た場合において

は、評価方法や授業内容を

一度見直すなどの指導改善

を図る必要があります。

学習評価と授業の振り返り
生徒の学びの自己調整を

見える化する

☆他の観点との関係は？

評価の基本的な考え方

「主体的に学習に取り組む態度」の評価においては、単に継続的

な行動や積極的な発言等を行うなど、性格や行動面の傾向を評価す

るのではなく、「知識及び技能」を獲得したり、「思考力，判断力，

表現力等」を身に付けたりするために、自らの学習を調整しながら

学ぼうとしているかどうかという、意思的な側面を評価することが

重要です。

何を評価する？

生徒が知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を

身に付けたりすることに向けた粘り強い取組を行う中で、自らの学

習状況を把握し、学習の進め方について試行錯誤するなどの意思的

な取組のことです。これには大きく二つの要素があります。

①「学習の進め方」における調整

個人目標の設定 / 時間管理 / 取り組む順序の調整 / 協働者の有無

調査対象・方法の選択 /調査量の選択 / 表現の工夫 / 援助希求 等

②「教科の見方・考え方」における調整

教科の見方・考え方を意識した試行錯誤

より意識していきたい要素は、②の「教科の見方・考え方」にお

ける調整です。各科目において、①の「学習の進め方」における調

整のみでは、その科目の評価としては不十分になります。「教科の

見方・考え方」における調整を生徒が十分に行っていけるように働

きかけていきましょう。

「自らの学習を調整する」とは

「主体的に学習に取り組

む態度」は、生徒の学習へ

の継続的な取組を通して現

れる性質を有することから、

単元（題材）の最後に振り

返りの場面を設定するだけ

では不十分です。

右ページの事例にあるよ

うに、学習者が自分の学習

状況を丁寧に見つめ直す振

り返りができるよう、単元

（題材）計画や教科の特性、

学習スタイルに合わせて、

授業者が適切な振り返りの

場面を設けましょう。

☆いつ評価する？

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう

振り返りシートの記入は授業時間内

に確保しましょう。後で提出させると、

内容を忘れたり、用紙を紛失したりす

ることがあります。

時間の確保が大切

自分の考えを記述することが困難

であるなどの、配慮が必要な生徒が

いる場合には、記述による評価を口

頭による評価で代替することも考え

られます。生徒の実態に応じて適切

な評価方法を選択することが考えら

れます。

評価方法の工夫

４
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振り返りシートの例

図１は、自らの学習を調整する活動をメタ認知するための商業科の事例（「令和６年度 

高等学校教育課程研究会研究報告 第４集」より）です。この単元で意識してほしい取組

例を示すことによって、よりよい調整ができるように働きかけています。

図１ 「学びのあしあと 」学びのコントロール例の記載

図２は、図１で意識して取り組んだことを基に、その時間の取組についてより丁寧に振

り返りができる工夫をしています。

図２ 「学びのあしあと 」本時の振り返り

図３ 「学びのあしあと 」単元おわりの振り返り

単元の終わりには、図３にあるように、「内容」、「自己調整」、「情意」について振

り返りができる欄を設けています。振り返りシートにおいては、このように「教科の見

方・考え方」や「学習の進め方」についての試行錯誤の様子や、自身の視座や価値、行動

の変容、やりたいことの拡大などが見取れる工夫をしていきましょう。

「主体的に学習に取り組む態度」の評価方法例

具体的な評価方法としては、振り返りシートやレポート等における

記述、授業中の発言、教員による行動観察を、材料の一つとして用い

ることなどが考えられます。その際、生徒の発達の段階や一人ひとり

の個性を十分に考慮しながら、「知識・技能」や「思考・判断・表

現」の観点の状況を踏まえた上で、評価を行う必要があります。
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テストは、生徒が学習活

動で身に付けた成果を見取

るものです。言い換えれば、

生徒がどのようにものの見

方や考え方を身に付けよう

としたかをたどるものです。

テストづくりは授業づく

りと密接な関係にあり、今

日求められる学力観を踏ま

えた実践に基づいて行うこ

とが大切なのです。

学習評価と授業の振り返り
目標に応じて

方法、形態を選択する

☆テストづくりは
授業づくりに通じる

生徒の学びを振り返る

テストは、何のために行うのでしょうか。一般的には、「学習者

の学力・能力を知るためのもの」と思われていますが、学校におけ

るテストの第一義は、「教員の教授活動の評価」のための資料収集

です。生徒たちに教えた様々な事柄を、どの程度まで生徒たち個々

が習得したかを見て、次の指導に生かす。ペーパーテストや実技テ

ストなど形態は様々ですが、これが学校におけるテストの第一義で

す。

そしてもちろん、生徒自身が自分たちの達成度を知ることも、テ

ストの大きな目的の一つです。テストの結果を見ることによって、

自分が現在何ができていて何ができていないのか知ることができ、

次にどのような学習努力をすれば目標が達成できるのかについて、

指針が与えられるものでなければなりません。

そのためには、それぞれの問題が「どのような知識・技能や能力

等をテストしているのか」を、教員が意識して作問するのはもちろ

んのこと、生徒自身がはっきり理解できるようなテストを作成する

ことが求められます。ペーパーテストの設問ごとに観点別のラベル

を表示するのは、そのためです。

学校におけるテストとは

日々の授業は、目標（本時、単元、学期、年間の目標、学校教育

目標）を実現するために行います。そして、その目標がどの程度実

現できているのかについて測定するのがテストです。つまり、「目

標」と「授業で何を学習するのか」と「テストで何を測るのか」は、

密接に結び付いているのです。

目標の実現状況を測定するテスト

４ テストから見取る

評価の妥当性・信頼性を

高めるために、科目ごとに

共通のテストを実施するこ

とが求められています。共

通テストの作成に当たって

は、授業実施前に、テスト

についての共通理解を持つ

ことが必要です。試験範囲

の確認に終わることなく、

重視するポイントや授業で

の扱い方について事前に担

当者同士で意見交換し、共

通の目標を達成するための

効果的なテストを実施する

ようにしましょう。

☆共通テストの留意点

教室の中には、書字に困難を抱える生徒や、文字認識に時間が必要な生徒、

知的障害がある生徒など、様々な困難を抱える生徒がいます。また、けが等の

理由により一時的に筆記が難しい状態にある生徒もいます。

例えば、解答用紙を拡大したり、試験時間を延長したり、問題を読み上げた

り、問題用紙にルビを振ったりするなど、生徒の状態に応じた手立てを取るこ

とで、そうした生徒の学びの成果を見取る工夫ができます。個別の配慮を行う

際の手順について、所属校の方法を事前に確認しておきましょう。

身に付けた資質・能力を見取るために
個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう

４
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左の「ペーパーテスト作

成の手順（例）」を参考に

して、次の活動に取り組み

ましょう。

①五つの項目それぞれに要

する日数・時間を推定し

ましょう。目星が付かな

い際は、同じ教科・科目

を担当している教員と相

談してください。

② 所属校の年間行事予定

と照らし合わせ、各回の

定期試験に向けた準備を

いつから開始すると良い

か、逆算して割り出しま

しょう。

③ 初めの定期試験が終了

した時点で①で推定した

日数と実際とを比較し、

次回以降の準備日程につ

いて再調整しましょう。

＊時間にゆとりをもって作

成することは、テストの

質の保証はもとより、事

故防止にもつながりま

す。

定期試験や成績処理に関する業務は、学校の教育活動の根幹に関わるものです。一度の

ミスであっても、これまでに築き上げてきた生徒や保護者の学校に対する信頼を失わせる

ことになりかねません。評定や観点別学習状況の評価の誤り、出欠席の記録等の誤りと

いった成績処理に係るミスは、生徒の進路を含めその後の人生に大きな影響を与えてしま

うことも考えられます。適正なペーパーテストや成績処理の実施に向け、学校ごとの点検

表等を用いて、できていない項目がないか確認し、適切な対応を心掛けて事故を防ぎま

しょう。

定期試験・成績処理の事故防止

ペーパーテスト作成の手順（例）

実際にペーパーテストをどのように作成していけばよいので

しょうか。具体的な手順例を示します。（所属校のルールを確認

してみましょう。）

○学習目標を確認し、問題作成仕様をまとめる

学習活動を通して生徒に身に付けさせたい力を柱に、大問の

構成など問題作成仕様をまとめます。このとき、観点が年間指

導計画と一致しているか確認します。

○設問のバリエーションと生徒の「解答の流れ」の相関を考える

観点別学習状況の評価に即して生徒の学習成果を測る設問の

形態を考えるとともに、予想される解答や記述を想定します。 

「思考・判断・表現」を見取る設問にするために、生徒が知識

や技能を活用でき、理解を引き出す工夫があるとよいでしょう。

○解答用紙の作成と、配点・解答所要時間を確認する

設問に見合った解答スペースを確保し、小計欄を付すなど、

テスト分析と活用に資する集計方法を工夫します。

○採点基準を作成し、出題のねらいや解説をまとめる

採点基準を明確化し、出題のねらいを踏まえながら、生徒が

どのように考えれば解答にたどり着くことができるかを確認し

ます。

○問題用紙や解答用紙に誤りがないかどうか点検する
必ず複数体制で点検しましょう。

【参考資料】不祥事ゼロをめざして

神奈川県教育委員会不祥事防止職員啓発・点検資料Vol.99「定期試験・成績

処理の事故防止」 令和元年６月 高校教育課、行政課

  ステップアップ課題
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設定した評価規準の実現

状況を測るため、生徒に課

題を与え、その内容の分析

をもって評価を行うものを、

「パフォーマンス評価」と

いいます。必ずしも実演や

実技のみを評価すると言う

ことではありません。

学習評価と授業の振り返り
生徒へのフィードバックが

やる気を育てる

☆パフォーマンス評価

生徒の学びを振り返る

評価の方法の一つとして、提出課題や作品から学習状況を見取る

ことがあります。

提出課題から見取る際に大切なことは、目的を明確にしておくこ

とです。生徒にどのような力が身に付くのかを考え、評価規準を設

定した上で課題を出しましょう。またその評価規準を、生徒と教員

が共有することが非常に重要です。

ねらい（観点）をもって見取ること

提出された課題はそのままにしておいてはいけません。きちんと

評価し、生徒にその結果を分かりやすく伝えます。そして、どうし

てその評価になったのかについて理由を伝え、次へつなげます。

そのために、生徒自身が今後の取組に向けて何を改善すればよい

のか、するべきことのポイントを絞って理解できるように返すこと

が大切です。

どのように生徒に返すかを考える

何をしたらよいかが分からず課題

に取り掛かれない生徒には、作成の

ヒントや材料、仕上げるための方法

やコツを示したり、ワークシート等

に褒めるコメントを入れたりするこ

とが大切です。

課題に取り掛かれないとき

期限までに提出できない生徒につい

ては、課題の内容は理解しているか、

どこまでできているか、提出の

方法・締切は分かっているかを

途中で確認をしていくなどの

支援があると期限を守って提出

しやすくなります。

期限を守るためには

作品や実技試験など、生徒のパフォーマンスを評価するときは、

生徒の次の学びにつなげるための工夫をすることが大切です。評価

規準に基づいた評価の視点を整理し、チェックすべき要素を具体的

にレベル別に定めておくものが「ルーブリック」です。作品などの

パフォーマンスをトータルで評価するのは難しいので、「ルーブ

リック」を使用して目標とするべき視点別に評価を行うことは、教

員と生徒双方にメリットがあります。

「ルーブリック」を使用して評価する

生徒に様々な知識やスキ

ルを使いこなす（活用・応

用・統合する）ことを求め

る課題を「パフォーマンス

課題」といいます。

課題に取り組んだ結果の、

論説文･レポート等の成果

物や、スピーチ･プレゼン

テーション等の実演（狭義

のパフォーマンス）を評価

します。

パフォーマンス課題は模

範解答が存在しないため、

評価をする際にはルーブ

リックを活用するなど工夫

が必要です。

☆パフォーマンス課題

５ 提出課題やパフォーマンスから見取る

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう

４



81

作品の制作（製作）を伴う教科・科目では、ともすると最終的に完成した作品だけで評

価しがちです。しかし、作品の制作（製作）の途中でも、作品の状況などから評価できる

場面がたくさんあります。ただ、実技を伴う教科・科目では評価対象人数も多く、効率的

に途中段階での評価を行わなければいけません。デジタルカメラで途中経過を記録した

り、制作のプロセスを明確にした上で、そのプロセス上のポイントを評価したりするな

ど、工夫して行うとよいでしょう。

作品の評価

スピーキング（スピーチ）評価のための「ルーブリック」の例

○生徒側：何をどのように努力すべきか理解しやすい。

・事前に観点や基準を知らせておく。

・事後には診断的効果がある。

○教員側：何をどのように指導すべきか計画しやすい。

・評価の観点＝授業での指導項目

（目標との結び付きを意識する）。

話し方 質疑応答

Ａ

聞き手が十分理解できる速度・ 

声量で話し、理解を促す／確認

する工夫をしている。

質問を理解し、文の形で応答が

できる。

Ｂ

聞き手が十分理解できる速度・

声量で話している。

質問を理解し、簡単な応答がで

きる。

Ｃ

聞き手が十分理解できる速度・

声量で話していない。

質問が理解できない、または応

答できない。

備

考

「理解を促す／確認する工夫」

は、強調や自然なジェスチャー

／アイコンタクトなどとする。

「簡単な応答」は単語、フレー

ズレベルのものとする。

ルーブリック評価の良い点

・作成に時間がかかる。

  （作成方法の例：まずは基準（Ｂ）を設定し、それを満たさ

ないものを（Ｃ）とする。（Ｂ）の中で質的・量的に高まり

がみられると判断するものを（Ａ）とします。）

・複数の教員で使用する場合、段階別基準の共通理解が必要。 

  （前年度の例など、基準となるものがあると良い）

ルーブリック評価の留意点

評価（Ｃ）の生徒に対し

ては、（Ｃ）のままにしな

いための手立てが必要です。

作品などの場合は、再提出

させたものが目標に達する

ものであれば、評価（Ｂ）

にするのが良いでしょう。

評価については、一人で

判断することなく、同じ科

目の担当者同士の共通理解

が必要です。評価（Ｃ）の

生徒に対する手立てについ

て担当者同士で相談し、決

定するようにしましょう。

☆評価（Ｃ）の生徒
に対する手立て

ルーブリック評価は、適

した課題とあまり適さない

課題とがあります。そこで、

所属校でルーブリックを活

用している教員を探し、次

の点についてリサーチしま

しょう。

① どのような課題にルー 

  ブリックを活用している

  か。

② ルーブリック評価に向

  いていない課題はどのよ

  うなものか。

③ 生徒の学びにルーブ

  リックをどのように生か

  しているか。 

「○○について英語で話し、内容に関する質問に答える」

  ステップアップ課題
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学習評価と授業の振り返り
生徒の振り返りが

学びを変える生徒の学びを振り返る

単元（題材）や本時における学習の振り返りは、生徒が自分の理

解したことを整理するために行う学習活動です。

生徒にとって、単元（題材）ごとの学びの中で、何が分かって何

が分からないかを自分で把握することは大切です。

教員は、生徒の振り返りから、生徒一人ひとりの分かっているこ

と、分からなかったことを分析し、今後の授業の中での工夫につな

げる必要があります。生徒の振り返りに寄り添い、適切な言葉掛け

をすることによって、生徒の学習に対する意欲を育てるとともに、

教員自身の成長のチャンスともなります。 → ２章ー３

学習活動としての振り返り

振り返りシートを作り、「目標」「分かったこと」「難しかったこと」な

どを書き込めるようにすると、生徒は授業の振り返りがしやすくなります。

振り返りの際は、生徒の努力したこと・頑張ったことを

積極的に生徒にフィードバックしましょう。フィードバックは

教員の評価だけでなく、友達からのプラス評価も本人に伝える

ことで、生徒の更なる意欲の向上につながります。

効果的な振り返りの活用

生徒にとっても、授業で理解したことを確認することが必要です。

分からなかったことがあれば、復習したり、調べたり、次の時間に

確認したりする必要があるでしょう。自分のことを自分で理解する

ことはステップアップするチャンスなのです。また、活動の振り返

りによって、「自分の考えを発言できた」「次回は友達の意見を聞

きたい」といった学習態度の育成にもつながります。

次時につなげるための振り返り

１回１回の授業で全ての

学びを実現させるのではあ

りません。単元や題材など

内容や時間のまとまりの中

で、学習を見通し振り返る

場面をどこに設定するかが

重要です。 →２章－５

☆「主体的・対話的で深
 い学び」の実現に向けて

６ 生徒とともに振り返る

振り返りも学習活動なので、基本的には授業時間の中に位置付け

ます。振り返りなので、終わりの数分間をあてることが多いでしょ

う。単元（題材）の最後や家庭学習で振り返りをさせることも含め、

学習活動のねらいに合わせて、時間を確保しましょう。

振り返りはいつさせる？

→ ２章－３

☆「指導と評価の一体化」

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう

４
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振り返りにより、生徒の

進度やつまずき、疑問点、

理解度を把握し、次時の指

導に生かしていきます。

振り返りシートを活用した振り返り
☆「指導に生かす評

価」として生徒の
振り返りも重要

神奈川県の県立高校では、生徒の確かな学力を育成するため、各学校における教員の指

導力の向上や授業改善を図るとともに、生徒自らが学習への取組を見つめ直す機会とする

ことを目的として「生徒による授業評価」を実施しています。この活用を図ることによっ

て学校の実態と課題を把握し、組織的な授業改善を継続的に実践していくことが求められ

ています。

「生徒による授業評価」

〈例〉 「家庭科 エコバッグの製作」（10時間扱い）

＜振り返りシートのねらい＞

・生徒が「見通し」をもって授業に取り組み、「振り返り」

を行って、次の授業につなげる。

「エコバック」製作記録カード

目標： 

製作手順 予定 取り組ん

だ日付 
振り返り 先生から 

１ 製作手順の確認・目標

の設定・基礎縫い練習 

6/3     

２ デザイン画作成 6/3     

３ 裁断・印つけ 6/10     

４ 本縫い①ポケットつけ 6/10     

５ ②両脇を縫う      

６ ③紐をつける      

       

９ 仕上げ      

10 発表会・振り返り      

【完成後の振り返り】※学んだことや今後にいかしたいことを書こう 

 

自己評価 

A  B  C 

  

  

  

 

 

  

  

  

 

授業の終わりに授業の

振り返りを記入させる。
毎時間、進捗の確認をしてチェックを付けたり、生徒

の振り返りに対してコメントを記入したりする。毎時間

の確認が難しいようであれば、作業のまとまりごとに

チェックをしてもよい。

時間のかかっている生徒については作品を確認し、次

回の作業についてアドバイスを記入する。

予定の日付で進捗を確認させる。

一つの工程に時間がかかったり、やり直したりすることが

あるので「取り組んだ日付」欄は２列以上設ける。

振り返りの中で、できな

かったことばかり考えるの

ではなく、できるように

なったことを共有できる仲

間づくり、雰囲気づくりを

考えましょう。皆で伸びて

いくことによって、より学

びが深くなり、自己肯定感

を高め、学習する喜びや意

欲につながっていくでしょ

う。

☆できたことを互い
に認め喜び合える
関係づくり＜活用方法＞

・時間の最後に振り返りを記述させ、記述内容や作業の進捗

状況を確認後、次の時間の始めに返却する。

・本時の作業や、やり直しの場合は理由等を確認させる。

・同一の作業段階の生徒を集めて、作業の確認や指導をする。

実技を伴う教科での振り返り
技能の習得には毎時間の積み重ねが必要です。振り返りを有効に

活用して、次のステップへ進ませ、技能の向上や作品を完成等へ導

くとともに、良いものを目指す姿勢を身に付けさせましょう。
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学習評価と授業の振り返り
適切な学習活動が

実践できたか教員の指導を振り返る

単元（題材）全体の計画の有用性を見極めるには、１単位時間ご

との授業や題材のまとまりごとに、その進捗状況、そのときの生徒

の反応などを把握しておくことが大切です。その際、早急に軌道修

正すべき点があると判断した場合には、可能な範囲で迅速に次時以

降の計画を修正する等の調整が必要となるでしょう。

１単位時間の振り返り

それぞれの授業を振り返る中で、評価（Ｃ）の生徒における個別の手立てを

考えましょう。キーワードは達成感。短時間でも個別に学習を見たり、ワーク

シートで書き込み式のものを用意したり、同じプリントをもう一度やってみた

りするなど生徒と相談して次の時間に向けてサポートしていくと良いでしょう。

キーワードは達成感

次の授業づくりにつなげ

るために、授業者として気

付いたことや生徒の生の声

などの記録を残すことを心

掛けましょう。記憶の新し

いうちに残した記録は、振

り返りの際の大切な資料に

なります。

また、生徒が取り組んだ

プリントや振り返りシート

の記述状況なども、次の指

導に生かしていきましょう。

このような記録や資料の

活用に継続して取り組める

方法を工夫してみましょう。

さらに、必要に応じてビ

デオ撮影したり、録音した

りして振り返ることも有効

です。

☆振り返りの方法

７ 授業実践を振り返る

授業は事前に設定した観点別の評価規準に表れている「生徒に身

に付けさせたい力」の育成のために行っています。そこで、その時

間の計画にあたって明らかにした目標が実現できたかどうか、生徒

に対する評価を通して振り返ります。

また、授業の流れを構想した際に考えた工夫は目標の実現にとっ

て有効だったでしょうか。生徒の学びを深めることにつながったで

しょうか。この点についても振り返り、次にいかします。

目標の実現につながりましたか?

授業は、「単元（題材）全体を見通して構想を練る」ことが大切

であり、その全体像に基づいて、１単位時間の授業をどのように展

開するのか、具体的な内容や方法について計画を立てて実践します。

そして授業の実施後もまた、単元（題材）全体を見渡した振り返

りを行うことが重要です。もちろん１単位時間の授業における指導

内容を振り返ることも必要ですが、単元（題材）を通して、生徒に

力が身に付いたかどうか、計画内容を見直す視点を持ちましょう。

単元（題材）全体の振り返り

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう

４
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他の教員の授業から学ぶこ

とは多いものです。授業観察

の視点について考えます。

○生徒を見る

・生徒の視線

・生徒の主体的な活動の様子

・生徒のつぶやき、行動

・生徒のワークシートへの記

入状況

・生徒のグループ学習での発

言内容

・生徒のＩＣＴ機器の使用状

況

○授業者を見る

・生徒との関わり方

・生徒の活動状況の把握

・授業者の発話、振る舞い

・板書の仕方

・授業者のICT機器の使用場

面と活用状況

○授業展開を見る

・授業の流れ（時間配分）

・目標と学習活動の関連

・目標の実現状況

○学習環境を見る

・掲示物の工夫

・学習に集中させる工夫

・教材・教具の工夫

振り返りの視点
目標を立てて授業を行い、授業実践を振り返り、次に生かすとい

う「ＰＤＣＡ」サイクルの「Check」の段階であることを踏まえ、

次の「Action」に生かすことを意識して振り返りましょう。

１単位時間の授業の振り返りを積み重ね、単元（題材）全体を見

渡した振り返りを行い、計画を見直していくことが重要です。

☆授業観察の視点

単元（題材）全体の振り返り
から1単位時間を考える

1単位時間の振り返りから
単元（題材）全体を見渡す

Plan

単元（題材）計画
Do 指導実践

Check

単元（題材）全体の振り返り

Action 指導の改善

単元（題材）全体の指導

Do 授業実践
Check

授業の振り返り

Action 改善

1単位時間の授業

Plan 授業計画

【生徒に身に付けさせたい力と目標設定について】

□ 目標の設定は、生徒の学力・学習状況と合っていますか。

□ 目標の実現はできましたか。

【評価規準の設定と評価方法について】

□ 評価方法は妥当性・信頼性があるものでしたか。

□ 評価（Ｃ）の生徒への支援の手立ては適切でしたか。

【学習活動について】

□ 主体的な学びを促す活動でしたか。

□ 活動の時間は十分でしたか。

□ 資質・能力の育成に適した活動でしたか。

□ 効果的な発問ができましたか。

□ 効果的な教材・教具の活用ができましたか。

□ 個々の生徒への配慮をしましたか。

□ 学習の展開は適切なものでしたか。

振り返りのポイント

校内授業研究などは、「ＰＤＣＡサイクル」に、事前の実態把握「R：Research（調

査）」を加えた「ＲｰＰＤＣＡサイクル」に沿って推進することが求められます。校内授

業研究では、「学習状況調査」、「生徒による授業評価」などを活用して学校の実態と課

題を把握し（Research）、その課題の解決に向けて研究計画を立て（Plan）、組織によ

る授業づくりを行い（Do）、実践した授業や研究活動を評価し（Check）、その評価結果

を分析して次の授業づくりへつなげたり、次年度へ向けた研究活動の改善を行ったりして

（Action）、更なる課題の把握（Research）に発展させます。（４章－８に続く）

ＲｰＰＤＣＡサイクル①
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学習評価と授業の振り返り
改善に向けて

問題点の原因を探る教員の指導を振り返る

生徒の提出物を評価したとき、こちらが意図したものとは違う解

答ばかりで、求めているものとは異なることがあったとします。そ

のとき、皆さんはどのように感じますか。「どうして理解してくれ

ないのだろう？」と考えたことはありませんか。

そのようなときは、生徒に提出を求めた課題について客観的に考

える必要があります。課題への取組状況は、教員が実践した授業の

成果を表しています。自分の教え方に原因があったのではないか、

設定した目標が生徒の学習状況と一致していなかったのではないか、

と振り返ることが大切です。

そして、そのような結果になった原因を探り、次には生徒の学習

状況に合った課題を用意することで、より良い授業づくりにつなが

ります。

評価結果を受け止めよう

授業観察では、生徒の取り組んでいる様子を分析し、その意味を把握する

ことが重要です。寝ている生徒、ボーッとしている生徒、その場にそぐわな

い発言をする生徒、おしゃべりする生徒などは、なぜそのような行動を取る

のでしょうか。静かにしている生徒も「分からない」と言えないの

かもしれません。このように、生徒の姿を様々な角度から分析する

ことも、授業改善のための大切な視点です。

生徒の様子にヒントがある

評価が持つ本来の機能と

して、「学習者である生徒

が学習の到達状況を把握す

るもの」、「授業者である

教員が学習指導の見直しに

つなげるもの」という二つ

が挙げられます。これは、

生徒自身が自分の学習を振

り返って、何が身に付いて

いるか、どこが不十分であ

るかが分かり、学習の改善

に資するものであるという

ことだけでなく、教員・学

校が学習指導や教育課程の

在り方を問い直す情報とし

て活用することを意味して

います。

☆評価が持つ本来の機能

８ 問題点や改善点を整理する

より良い授業づくりのために、前述の例で考えると、「提出物に

書かれたものは、なぜ、教員が意図したものと違う解答ばかりなの

か」について分析する必要があります。

その理由として、授業が分かりにくくて理解できなかった、適切

な発問がなされなかった、学習の内容が難しくて分からなかった、

書くための時間が不十分だった、書き方が分からなかったなど、

様々な要因が考えられます。

生徒の実態から、原因を追求し、問題点や改善点を整理しましょ

う。

評価結果を分析しよう

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう

４
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自らの指導を振り返るチャンス

ワークシートに書かれた生徒の解答を見て、「生徒への指示が適

切だったか」「事前の指導で理解させるべきことが徹底できていた

か」などと、自分の指導をもう一度振り返ってみましょう。

〈例〉 生徒の解答を分析する

化学の授業で、実験後、このようなシートを提示し活動を

させたところ、生徒が様々な解答を書きました。

理科・化学ワークシート

実験で観察した化学反応についてまとめなさい。

希塩酸を加えたら、液体が白く濁り、
試験管の底に沈殿が生じた。生徒A

実験で見た化学反応は
「Ag＋＋Cl－→AgCl↓」だと思う。

生徒B

生徒C よく分からない。

観察した生成物の色や反応の様子を記述したり、観察結果

を化学反応式で説明したりと、記述の仕方がバラバラだとい

うことは、指示の仕方を見直す必要があるということです。

ワークシートにも改善点があるかもしれません。

また、生徒Cの解答の理由も考える必要があります。実験の

内容が分からないのか、うまく観察できなかったのか、ワー

クシートの書き方が分からないのか、時間がなくて分からな

いと書いたのかなど、いくつかの理由が考えられます。

これらの反省点を授業づくりにいかすようにしましょう。

振り返りは実践した授業や研究活動を評価する活動（Check）にあたり、身に付けさせ

たい力が育成されたのかを判断します。そして、その評価結果を分析して次の授業づくり

へつなげ、次年度へ向けた改善を行います（Action）。

このようなR-PDCAサイクルによる授業改善は、特定の授業研究だけではなく、日々の

授業実践においても求められます。

ＲｰＰＤＣＡサイクル②  （４章－７から続き）

① これまでに自身が作成

したワークシートの中か

ら、左の<例>「理科・

化学」のワークシートの

ように、生徒の解答が分

かれてしまった設問がな

かったか、振り返りま

しょう。

② ①のような解答があっ

た設問は、答えの方向性

を整えるために、問いか

け方をどう改善すると良

   いのか、考えましょう。

③ ①のような解答が見ら

れない設問は、自身がど

のように工夫をしたため

なのか、客観的に分析し

ましょう。

  ステップアップ課題
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学習評価と授業の振り返り
研究授業は授業力を

向上させるチャンス教員の指導を振り返る

研究授業は、授業研究の検証を目的として行うもので、授業づく

りに関する課題等を明らかにして、改善に役立てることができる貴

重な機会です。日頃の授業改善に対して、「研究授業」という形を

取ることによって、複数の教員で一斉に問題点の原因究明に取り組

んだり、相互に改善方法の提案をしたりすることができます。

研究授業のねらい

教室の前方から、ビデオカメラやタブレット端末を用いて生徒の学習の取

組を録画しておき、授業研究としてその動画を見合うことは大変効果的です。

表情や手の動きから、生徒の学びを見取ることができます。首をかしげた

とき、何か言葉を発したとき、それが何を意味するのかを検討することで、

生徒にとっての授業の意味が明確になります。→ １章－９

ビデオカメラを用いた授業研究

「研究授業のために、教

材を工夫して作成したいけ

れど、学校ではつくれるの

だろうか…」

そんな声にお応えして、

総合教育センターの学校支

援室には、「教材工房」が

あります。

ここには、教材作成に役

立つ機器（大判プリンター、

高速スキャナー等）がそ

ろっています。

所員が教材づくりの相談

に乗ることもできます。

→ 参考資料４

☆教材の工夫がしたい

９ 研究授業を活用する

研究授業では、授業のポイントを参観者にあらかじめ伝えておく

ことが必要です。授業のねらい、単元（題材）目標や単元（題材）

構想、授業づくりの課題と解決に向けた工夫点等を明確に示すこと

で、適切な助言がもらえます。また、記録メモの作成やビデオ撮影

等によって、自分の授業を客観的に振り返ることで、授業改善に役

立ちます。

研究授業の留意点

研究授業を行う際には、最初に設定した授業改善のテーマに基づ

き、授業づくりの課題を明確にすることが必要です。そして、課題

解決のためにどのような手立てを取るのか、どのような工夫をする

のかを考えます。単元指導計画（学習指導案）を作成したり、教

材・教具を工夫したりといった様々な教材研究をすることと思いま

すが、その全てが自身の力につながります。

研究授業の準備

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう

４

「授業研究」とは、組織

的な授業改善のために、

 ・テーマを決める

 ・課題解決策を考える

 ・単元指導計画（学習指導

 案）を作成する

 ・事前に教科等で検討する

 ・研究授業を行い、互いの

 授業を参観し合う

 ・事後の協議を行う

といった、一連の取組のこ

とを指します。

☆授業研究とは
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授業の振り返りを問題解

決型であるワークショップ

形式にするとよいでしょう。

ワークショップとは、参

加者が自ら参加・体験し、

グループの相互作用の中で

討議したり創作したりする

学びや創造のスタイルです。

参加者一人ひとりが互いの

意見を出し、全員で改善の

方向を導き出すので、教員

間の「同僚性」の向上にも

つながります。

☆研究協議会の方法

組

織

的

な

協

力

体

制

で

実

施

授業テーマを明確にする

□  育てたい生徒像は何かを明確にする。

□ 勤務校の研究主題や自己課題を踏まえたより具体的な

テーマを設定する。

単元（題材）の構想を確認する

□  生徒に身に付けさせたい力は何かを確認する。

□  評価規準を設定する。

□  目標実現につながる学習活動を組み立てる。

単元指導計画（学習指導案）を作成する

□  授業の展開の仕方を確認する。

□  観点の評価規準を確認する。

□  単元（題材）の流れを構想する。

□  １単位時間の学習活動を明確にする。

□  研究との関わりが見えるように工夫する。

参観のポイントを確認する

□  学習活動の工夫点を示す。

□  課題や助言が欲しい点を示す。

□ 研究授業までに、検討してほしいことや助言してほし

いこと等を伝えておく。

授業の記録をとる 研究授業の実施
□  発問が課題ならば発問をメモしてもらう。

□ 立つ位置や生徒とのコミュニケーションに課題があれ

  ば、教室全体を撮影して動きを確認する。

□ 生徒の学びの様子がつかめなければ生徒の表情を撮影

する。

研究協議会を実施する

□  授業研究のねらいを確認する。

□  研究授業の記録を参考に検討する。

□ 目的に応じた手法を用いて研究協議会を実施する。

授業研究をまとめる

□ 研究協議会の内容を各自の日常実践にどういかすかと

いうことについて記録する。

【参考資料】総合教育センター刊行物

・「実感につなげよう！ 今、求められる授業改善Ver.2」2020年

・「カリキュラム・マネジメントを促進する協議の工夫」2020年

→総合教育センター刊行物のダウンロードは、P122へ

所属校の学校教育目標を確認します。

教員個人でなく教科や同一科目担当

者で組織的に授業づくりを行うこと

につながります。

〈例〉 校内授業研究の進め方



章 学びの記録

１ 本章を読んで感じたことや実践したいことをまとめましょう

２ 本章の内容を意識しながら他の教員の授業を参観し、
気付いた点を挙げましょう

３ 他の教員からの助言のうち、本章の内容に関わる事柄を
まとめましょう

４ 本章の内容を授業に反映させるために改善すべき事柄を、
具体的に挙げましょう

90

４



章 各教科等の授業

高等学校には様々な教科があり、その教科ごとに、生徒に身に

付けさせたい力が異なります。

５章では、各教科等でいま求められている授業のポイントを紹

介し、理解を深めていきます。

５
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各教科等の授業５

まずは、各科目が育成を

目指す資質・能力を確認す

ることが必要です。その上

で、各自が担当する科目に

ついて、科目目標の実現に

資する言語活動を設定する

力が求められます。これら

は教科会等で随時確認し、

教員間で共通理解を図って

おくと良いでしょう。「学

習指導要領解説」には、指

導事項に即した言語活動例

も掲載されています。それ

らを参考に、科目のねらい

に沿った授業づくりをしま

しょう。

☆ねらいを定めて指導する

共通教科

場面や状況、伝える内容、そのときの相手への心情等に応じて、

言葉や伝え方は使い分けられます。

国語の授業づくりには、言葉の表現意図や効果、文化的背景等に

ついて「考え」「気付く」ことができる工夫が必要です。言語活動

を通して、生徒が言葉への自覚を高められるようにしましょう。

「言葉への自覚を高める」ための言語活動

１ 国語

「言葉への自覚を高める」

ための言語活動を設定する

国語科教員としての専門

力を高めるために実践して

いることを、先輩教員に聞

きました。皆さんもできる

ことから取り組みましょう。

  週に一冊本を読む

  読書記録を付ける

  授業で扱う作家の作品集

や、作品に係る評論等を

読んでおく

  定期的に図書館、文学館

美術館等に出かける

  研究会・部会に参加する

  創作サークルに所属する

  新聞記事に毎日目を通す

  通勤中、ポスターや看板、

チラシ等の表現をチェッ

クする

  他教科等の言語活動の様

子を見学し、生徒の活動

状況を観察する

  考えた単元構想を日頃か

 らメモしておく

など

☆専門力を高めるために

国語の資質・能力のうち「思考力，判断力，表現力等」は「話す

こと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の三つの領域に分けら

れますが、複数の領域の指導を一つの単元に詰め込むと、どのよう

な資質・能力を身に付けさせようとしているか、生徒に伝わりにく

くなってしまいます。「一単元一領域」の原則に沿って授業づくり

をすることで、指導のねらいを絞って教育効果を高めましょう。

このとき注意すべきことは、

指導する領域と言語活動は一致するとは限らない

ということです。教材の内容理解を深めるための話合いならば「読

むこと」の指導になります。目標に資する活動にするためにも、

「この言語活動はこの領域の力を身に付けさせる活動として適切

か」を常に自問しながら言語活動を設定しましょう。

一つの単元で学ぶ領域を一つに絞る

所属校の教育活動全体において、国語教育が重要な役割を担うこ

とは言うまでもありません。そのため、国語科の教員には様々な専

門力が求められます。いくつか例を挙げてみます。

■素材（文章、図表、資料など）自体の読解力、分析力

■素材の背景にある文化・社会的背景に対する知識・理解

■生徒の実態を的確に見取る力

■身に付けさせたい資質・能力の育成に適した言語活動を設定

する力

■指導事項と生徒の実態に適した素材を選択する力

■選択した素材を言語活動に合わせて教材に変える力

■実践した指導の結果を適切に評価する力 など

これらの力は一朝一夕に身に付くものではありません。国語科教

員に必要な専門力を少しずつ高めるために、学び続けましょう。

国語科教員に必要な専門力
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留意点：

これらで行われている言語活動は「話合い」活動と「書く」活動

ですが、いずれも「読む」力の育成をねらいとした活動であるため

「読むこと」の領域で評価します。

<例>  資質・能力ベースの「言語文化」の授業

目標とする
資質・能力

「問い」 下人には、なぜ名がないのか。

言語活動

① 通読後、「問い」について考えをまとめる。 〔個人〕

② 「羅生門」の内容を確認する。 〔全体〕

③ 草稿段階では「交野平六」等の名が付いていたことを知る。

④ ②③を踏まえ、「問い」について再考する。 〔個人〕

⑤ グループで④を共有し、他者の分析の視点を知る〔グループ〕

⑥「問い」に対する自身の最終的な考えを、本文の描写を根拠に

してまとめる。 〔個人〕

振り返り 単元の活動を通して、自分にどのような考え方が身に

付いたか分析してまとめる。

作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方

を捉え，内容を解釈すること。（Ｂ読むこと(1)イ）

今を生きる生徒がなぜ古

典教材を学ぶのでしょうか。

授業で古典を扱う際には、

生徒自身が古典を学ぶ意義

について「考え」「気付

く」ことができるように、

  先人のものの見方･考え

方に触れ、生徒自身の経

験や考えと比較しながら

考えを広げたり、深めた

りする。 

  原文を題材とした文章

（解説や評論等）を副教

材として活用する。

といった活動を効果的に取

り入れた授業づくりをする

ことが大切です。

そのためにも、古典を学

ぶ意義について、まず教員

自身が見解を確立しておく

ことが求められます。

☆「古典を学ぶ意義」目標とする
資質・能力

「問い」 芥川龍之介は、どのような効果をねらって元の作品を

改変したのか。

言語活動
① 「羅生門」の内容を確認する。 〔全体〕

② 「今昔物語集」巻二十九第十八話、巻三十一第三十一話と比較し

て相違点を挙げる。 〔個人〕

③ ②をグループで共有し、作者が改変した理由を考察する。

  〔グループ〕

④ グループでまとめた考察を全体で共有する。 〔全体〕

⑤ 「問い」について個人で考察する。改変部分のうち一点以上を取

り上げて、改変によって得られた効果をまとめる。 〔個人〕

振り返り 改変部分を意識しながら「羅生門」を読み返して、新

たに気付いたことをまとめる。  

作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を

踏まえ，内容の解釈を深めること。（Ｂ読むこと(1)

エ）

目標とする資質・能力によって単元指導計画は異なります。例と

して「羅生門」を用いた指導計画を紹介します。 → １章－２ 同じ教材文でも異なる資

質・能力に働きかけること

ができる国語の授業にとっ

て、目標とする資質・能力

に沿った「問い」を立て、

生徒に提示することは非常

に重要です。

「問い」を提示されるこ

とで、生徒はどのような表

現に注目して作品と向き合

えばよいか、単元のゴール

は何かを知ることができる

ため、学習の見通しが立て

やすくなり、生徒の「主体

的な学び」の実現にもつな

がります。

国語が「言葉への自覚を

高める」ことを目指してい

ることを念頭に置いて、

「問い」を設定しましょう。

☆国語における「問い」
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各教科等の授業５

２ 地理歴史・公民

「地歴・公民の学習とは暗記ですか。」と生徒に問われたことはありませんか。

学習指導要領には、生徒に身に付けさせるべき「知識及び技能」や「思考力，判

断力，表現力等」が、単元ごとに明記されています。生徒の主体的・対話的で深

い学びを実現するには、授業で地理歴史科・公民科における「社会的な見方・考

え方」を働かせる問いを、単元を見通して立てる必要があります。

教科書や学習指導要領に基づ

き、適切な問いを立てる

「地理歴史・公民」の学習とは

共通教科

適切な問いを立てるためには、単元ごとに教科書や学習指導要領解説にある問
いの例を確認し、学習内容を整理する必要があります。教科書には、単元を貫く
問い（単元を通して考える問い、本時の問いを積み重ねて考える問いと言える）、
本時の問い（毎時間の授業を通して考える問い）に該当する問いが記載されてい
るため、内容の精選にも役立つはずです。

なお、単元を貫く問いと本時の問いの一例を次に示します。

「公共」

法的な主体となる私たち

権利が保障されるよりよい社会をつくるために、私たちは
どうすればよいのか。

１次 法とは何か。
２次 自由はどこまで認められるのだろうか。
３次 社会の不平等はなぜなくならないのか。
４次 新しい人権はなぜ必要となったのか。
５次 なぜ司法は必要なのか、市民が司法に参加する意義

は何か。
６次 成年（18歳）になったらできること、気を付けなく

てはいけないことは何だろうか。

７次 本単元で学んできたことを生かし単元を貫く問いに
ついて自らの考えを論述する。

出典：『神奈川県立高等学校等学習評価の手引き』
神奈川県教育委員会 令和４年３月

こうした問いを基に学習内容を整理した上で、生徒の実態を踏まえてより適切
な問いとなるように調整しながら、生徒の主体的・対話的で深い学びを実現して
いきましょう。

適切な問いを立てよう！

単元を貫く問い

単元名

本時の問い

科目名

単元のまとめ
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地理歴史・公民の授業づくりのポイントについて

地理に関する科目
共通必履修科目である「地理総合」について、三つの大項目（以下のＡ～Ｃ）の中から、そ

れぞれ特徴的な内容を紹介します。

Ａ 地図や地理情報システムで捉える現代世界

＜地図や地理情報システムと現代世界＞地理情報システム（ＧＩＳ）の活用を通して、地理的技能

の習得及び地理学習への意欲向上をねらいます。まずは教員がＧＩＳに触れ、理解を深めることが

大切です。ＧＩＳは、地理院地図や地図太郎、ＲＥＳＡＳ等が挙げられます。主題図の作成等、具

体的な活動を伴う学習展開が考えられます。

B 国際理解と国際協力

＜地球的課題と国際協力＞ この項目では、「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」

について理解を深めることが大切です。各国の取組を踏まえ、生徒一人ひとりが

実施できることを追究する等の学習展開が考えられます。

C 持続可能な地域づくりと私たち

＜自然環境と防災＞ 災害には、地域性があります。地域性や生徒の生活圏を踏ま

えた上で、災害の傾向や防災の取組を追究する等の学習展開が考えられます。

歴史に関する科目
歴史の授業は、「何が起こったか」を学習することが多かったことと思います。しかし、重

要なのは「なぜ起こったか」を学ぶことです。授業づくりで大切にしてほしいことは、「な

ぜ」を意識した良質な問いの設定です。問いには、調べれば分かる「知識を問う問い」と、知

識と知識の関係を問うなどのより高次な「思考を要する問い」があります。前者は一斉講義や

個別学習で生徒が答えを出せますが、後者の問いに答えられる力を生徒が身に付けるためには、

授業形態やツールの工夫が必要です。資料を読み取って自分の考えを言語化したり、グループ

で意見交換・発表したり、ＩＣＴ機器を用いて生徒一人ひとりの考えを全員で共有したりと、

様々な工夫が考えられます。

「歴史総合」では、生徒が学習した知識を活用して思考を深める授業、生徒が主体的に取り

組む授業が求められています。生徒がいつ何をどう学んだらよいか、年間指導計画で位置付け、

問いを立てて単元を構想しましょう。担当間での相談や共有も必須です。

「なぜ」を大切にして、授業づくりに取り組みましょう。

【地理院地図の使い方】

【SDGs CLUB】

公民に関する科目
公民の授業では、より多くの生徒が当事者意識を持つことができる社会問題を適切に選び、

授業づくりをしていくことが大切です。そのためには、世の中の動きを常に意識するとともに、

目の前の生徒が何に興味を持っているのか、何を知っているのかなど、生徒の実態を把握する

ことに努めましょう。
共通必履修科目である「公共」では、「人間と社会のあり方についての見方・考え方」を働

かせながら、考察や追究を行うことがさらに重要となります。大項目AからCへと学習を進める

中で、教員が立てた問いを考察・追究する学習活動から、生徒自身が課題を見いだし、協働し

ながら探究する活動を展開していくことが求められています。

また、選挙権年齢が18歳に引き下げられたのに続き、成年年齢が18歳になりました。政治

参加教育・消費者教育・金融教育・法教育などの重要性はますます高くなっています。

公民科の授業は、人間と社会のあり方を体系的に学ぶ大事な機会となります。教員も人間と

社会をみるバランス感覚を養いながら、使命感を持って授業づくりに取り組みましょう。
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各教科等の授業５ 数学的活動が充実するよう
工夫した発問を考える

資質・能力を育成するための「数学的活動」

共通教科

３ 数学

数学的活動とは
数学的活動とは、「事象を数理的に捉え，数学の問題を見いだし，問題を自立的，協働的

に解決する過程を遂行すること」です。これには、主に二つの過程が考えられます(図) 。

⚫ 「日常生活や社会の事象」から考える問題発見・解決の過程(A１→B→C→D１)

日常生活や社会の事象などを数理的に捉え、数学的に表現・処理し、問題を解決し、

解決過程を振り返り得られた結果の意味を考察する過程

⚫ 「数学の事象」から考える問題発見・解決の過程(A２→B→C→D２)

数学の事象から問題を見いだし、数学的な推論などによって問題を解決し、解決の過程

や結果を振り返って統合的・発展的、体系的に考察する過程

図 算数・数学における問題発見・解決の過程と育成を目指す資質・能力(の一部)
教育課程部会 算数・数学ワーキンググループ 平成28年「算数・数学ワーキング
グループにおける審議の取りまとめについて(報告)」より抜粋

生徒の数学的活動を促す手立ての一つとして、発問の工夫が挙げられます。教員の発問を

通して、数学における問題発見・解決ができるようになることが重要です。→３章－１

生徒が自らの人生や新しい社会を切り拓いていくためには、事象の本質や他の事象との関

係を認識し統合的・発展的に考察するなど、数学的に考える資質・能力を育成することが求

められています。そのためには、数学的な見方・考え方を働かせた数学的活動を通して学習

を展開することが重要です。
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発問・指示

「商品を売るとき、一般に、商品の価格が上がると販
売数は減ります。つまり、商品の価格によって売上金
額も変化します。このとき、商品の価格はどのように
決めればいいでしょうか？」

「問題を解決するために活用できそうな条件は何で
しょうか？」
「下表の空欄に、どのような値が入るでしょうか？」

「ここまでで分かったことを踏まえて、売上金額を 𝑥
を用いて表すとどうなるでしょうか？」

「𝑥 にはどのような条件があるでしょうか？」

「これまでに学習したことを、どのように活用しまし
たか？自分の解き方を隣の人に説明してください。」
「分からなかったり、間違えたりした場合は、
その理由を隣の人に説明してください。」

「この問題を通して、新たに気付いたことは何です
か？さらに発展して考えてみたいことは何ですか？」

「（生徒の回答例に対して）自分で見いだした問題の
結果を予想するには、どうすればいいですか？」

「今日の学習を通して重要だと感じた点はどこですか？
難しく感じた点はどこですか？それを踏まえて、今後
の学習で取り組みたいことを具体的に書きましょう。」

指導の工夫 、問題発見・解決の過程

・生徒の目的意識が高められるような
発問をする

・つまずいている生徒に対して、表
などを用いて単価や販売数を具体
的に考えさせて思考を促す

・数学的な表現を用いて論理的に説明
する場面を設け、対話的な学びを実
現する → ２章－５

・生徒が自ら新たな問いを見いだす
ことができるように発問する

・

・ＩＣＴを用いて多面的に考察する
場面を設ける → ３章－５

・生徒が自らの学習を調整できるよう
な振り返りを促す

単価の増加量 10円 20円 30円 … 10𝑥 円

単価 100 110 …

販売数 280 …

数学的活動の充実
数学的活動を充実させるために、発問をはじめとした工夫の例を紹介します。

「数学Ⅰ」二次関数

C：焦点化した問題を解決する
（グラフなどの活用）

A１：日常生活や社会の問題を
  数理的に捉える

B：数学を活用した問題解決
  に向けて、構想・見通し
  を立てる

単価を10𝑥 円値上げしたときの売上金額を𝑦 円とする。

𝑦 = 90 + 10𝑥 300 − 20𝑥 0 ≦ 𝑥 ≦ 15

上の二次関数の最大値と、そのときの𝑥の値を求め、売上金額が最大になるような単価を求める。

【生徒の回答例】単価の増加と販売数の減少の関係を一次関数で表すことができれば、
二次関数を活用することで、売上金額の最大値が求められる場合があることに気付い

た。
上の問題において、単価を５円上げると、１日の販売数が10本ずつ減る場合、売上金額
の最大値や単価に変化があるのか考えたい。

D１：解決過程を振り返り、
  得られた結果を意味づ
  けたり活用したりする

主なフリー描画ソフト（令和７年１月時点）は次のとおりです。
・GeoGebra …幾何学、代数学、表計算、グラフ作成、

 統計学、微積分等をまとめた数学ソフトウェア
・GRAPES-light…関数によるグラフや軌跡を描画するソフトウェア
・desmos … グラフ計算・科学計算・3D計算・幾何学計算機能ツール

事象を数学的に表現するために描画ソフトを活用しよう GRAPES
-light

GeoGebra desmos

【生徒の学習活動例】ＩＣＴを活用する。

【問題】文化祭でジュースを販売し、その売上金額を寄付することにした。過去の販売データ
によると、ジュース１本の値段（以下、「単価」という）を 90円にした場合、１日に300本
売れた。また、単価を10円ごとに上げると、１日の販売数が20本ずつ減るという。売上金額
を最大にするためには、単価を何円にすればよいだろうか。ただし、単価は90円以上とする。
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各教科等の授業５

４ 理科

科学は、自然の事物・現象に対する気付きから仮説を設定し、観

察・実験により仮説の妥当性を検証することを繰り返して体系化さ

れてきた学問です。授業の学習過程でも、課題の把握(発見)、課題

の探究(追究)、課題の解決という「探究の過程」を意識した学習活

動を行い、生徒が主体的に取り組めるようになることを目指しま

しょう。その際、授業においては、次の例のように、「探究の過

程」の一部を取り扱うことも可能です。

例１) プラスチックの種類を決定するための実験を計画する

「科学と人間生活」において、プラスチックの種類についての知

識を学んだあとで、種類の分からないプラスチック片について、

どのような実験を行えば種類が特定できるかを考える。

例２) ＤＮＡが遺伝子の本体であることを実験結果から説明する

「生物基礎」において、実験方法とその結果をまとめた資料を基

に、結果を分析・解釈し、他者に説明する。

各学科に共通する教科

「理数」では、探究するこ

と(プロセス)を重視してお

り、失敗してもその原因に

ついて考えたり、再チャレ

ンジしたりする資質・能力

の育成を重視しています。

『高等学校学習指導要領

(平成30年告示)解説理数編』

(39～44ページ）の「探究

的な学習の指導のポイン

ト」は理科の授業や総合的

な探究の時間の指導にも生

かせる内容となっています。

身近な事物・現象に対する
「なぜ？」をいかして
考えさせる授業を！

☆理数探究
「探究の過程」を意識する

共通教科

小学校・中学校理科と高

等学校理科の内容の対応は、

「エネルギー」と「物理」

「粒子」と「化学」

「生命」と「生物」

「地球」と「地学」

となっています。

『高等学校学習指導要領

(平成30年告示)解説理科

編 理数編』(16～19

ページ)に記載されている、

内容の構成表を参考にして

ください。

☆小学校・中学校理科
と高等学校理科との
対応 理科においては、構成する領域ごとに特徴的な「見方」（視点）が

あります。

※特徴的な見方（視点）は領域固有のものではなく、これら以外に

も、定性と定量、全体と部分、構造と働きなどもあることに注意す

る。

理科の各領域における特徴的な「見方」

領域 特徴的な見方(高等学校)

エネル

ギー

自然の事物・現象を「見える(可視)～見えない(不可視)
レベル」において、主として量的・関係的な視点で捉え
るとともに、より包括的・高次的に捉える。

粒子

自然の事物・現象を「物質レベル」において、主として
質的・実体的な視点で捉えるとともに、より包括的・高
次的に捉える。

生命

生命に関する自然の事物・現象を「分子～細胞～個体～
生態系レベル」において、主として多様性と共通性の視
点で捉える。

地球

地球や宇宙に関する自然の事物・現象を「身のまわり(見
える)～地球(地球周辺)～宇宙レベル」において、主とし
て時間的・空間的な視点で捉える。
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令和４年に実施した全国

学力・学習状況調査(中学

３年生対象)において、

「理科の授業で学習したこ

とは，将来，社会に出たと

きに役に立つと思います

か」の問いに肯定的な回答

が61.8％、「将来，理科

や科学技術に関係する職業

に就きたいと思いますか」

の問いに肯定的な回答が

22.6％という結果になっ

ています。

理科の授業の中において、

理科を学ぶことの有用性及

び実社会・実生活との関連

を意識することが求められ

ています。

授業づくりのワンポイントアドバイス(分野別)

観察・実験は、特に安全に配慮して行ってください。各分野の授

業づくりのワンポイントアドバイスは次のとおりです。

☆理科を学ぶことの意
義

物理分野
物理で学習する事柄と生徒の日常生活や身近な現象とを関連

付けさせることによって、学びの実感を高めさせることが大切

です。

また、実験やシミュレーションを活用して視覚的・体験的に

学ぶ機会を提供することで、生徒の興味や関心を引き出し学習

効果を高め深い学びにつなげることができます。

さらに、生徒が自ら考え探究する力を養うために基礎から応

用まで段階的に指導することを心掛けましょう。

化学分野
物質やその変化の内容を扱うときは、生徒にとって身近な例

を挙げるなどして日常生活との関連を図るとよいでしょう。そ

の際、単元を貫く問いなどを準備するとより効果的です。また、

例えば状態変化において、粒子間の距離に基づいた性質の違い

を説明させるなどの「粒子」を意識した授業づくりも大切です。

化学実験で扱う器具の操作方法、薬品の取り扱い方について

は、必ず予備実験を行って確認し、生徒の動きを想定して準備

をしてください。日頃から安全への意識を高めるような指導を

心掛けましょう。

生物分野
生徒の自然体験は一人ひとり大きく異なります。生徒が身近な

生物や事象と学習内容のつながりを実感できるよう、授業では季

節や地域の実態などに応じて、実物、映像、写真等を用いること

を心掛けましょう。

また、用語の記憶を重視する授業展開でなく、生徒自身が様々

な課題に対して思考する場面をつくることを心掛けましょう。

地学分野
地学で扱う題材は、時間経過や空間の広がりが、我々の人生か

ら比べると雄大なものが多いです。地学的な事象を実感するため

には、現実に起きている気象・地震・火山・天体現象を扱ったり、

コンピューターシミュレーション等を行うとよいでしょう。

また、岩石などは実物に触れるようにすると、理解が深まりま

す。ただし、屋外での実習を行う前には、現場の安全性を十分確

認しましょう。

朝永 振一郎の言葉

(物理学者。1965年にノー

ベル物理学賞を受賞。)

「ふしぎだと思うこと

これが科学の芽です

  よく観察してたしかめ

そして考えること

これが科学の茎です

そうして最後になぞが

とける

これが科学の花です」

トーマス・エジソンの言

葉

「私は実験において失敗

  など一度たりともして

いない。

電球は光らないという

発見を、今までに２万

回してきたのだ。」
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各教科等の授業５

【ポイント】「小・中・高」の学びの系統性を踏まえ…

★個人及び社会生活に関する事項を正しく理解し、

思考・判断・表現できるようにする！！

〇単元：「喫煙、飲酒、薬物乱用と健康」

・学習活動１ 個人や社会環境に対して、諸外国はどのような対策を
講じているか調べてみよう。

⇒ＩＣＴを活用して調べ学習をする。

・学習活動２ 日本の対策について、根拠を示して評価しよう。

⇒クラウド上で他グループ等と意見交換をする。

・学習活動３ 科学的データや諸外国の対策等を参考にしながら、

日本の対策を改善し、よりよい方策を考えて発表しよう。

⇒プレゼンテーションソフトを使い、ポンチ絵等を

作成し発表する。

⇒クラウド上で他グループ等と意見交換をする。

５ 保健体育

「保健」の授業の現状と

して、「思考力，判断力，

表現力等」を育成するため

の学習活動を取り入れた授

業は十分な実施状況にはな

いようです。

例えば、（公財）日本学

校保健会保健教育推進委員

会が令和３年に実施した全

国調査では、このような結

果が出ています。

高校３年生において、

高１と高２の保健の授業で

「考えたり工夫したりでき

た」と回答した生徒は63％

と66％にとどまっていまし

た。

また、「保健」の課題と

して、健康課題を発見し、

主体的に課題解決に取り組

む学習が不十分であり、社

会の変化に伴う新たな健康

課題に対応した教育が必要

だといわれています。

単元の指導計画や授業の

目標を踏まえて、「知識」の内

容に偏った指導ではなく、生

徒の「思考力，判断力，表現

力等」を育成するための学習

活動を積極的に取り入れた

授業実践を進めていきましょ

う。

健康を保持増進し、スポーツ

への多様な関わり方を学ぶ

☆「保健」の現状と課題 「保健」

共通教科

「生涯を通じて自らの健康や環境を適切に管理し、
   改善していくための資質・能力の育成」

＜ねらい＞

喫煙、飲酒、薬物乱用の防止について、我が国のこれまでの取組

を個人への働きかけと社会環境への対策の面から分析したり、諸

外国と比較したりして、防止策を客観的に評価し改善策を考える。

※「思考力，判断力，表現力等」は、
「高等学校学習指導要領解説 保健体育編」の例示を参考にして、
生徒が主体的に学べるような、具体的な学習活動等を考えましょう。

＜発問＞ 喫煙、飲酒、薬物乱用の防止について、これからの防止対策を考えよう！

・小学校→身近な生活における健康・安全に関する内容

・中学校→個人生活における健康・安全に関する内容

・高等学校→個人及び社会生活に

おける健康・安全に関する内容

より実践的に

●「小・中・高」の学びの系統性とは…

個人生活のみならず社会生活との関わりを

踏まえた保健の授業づくりを目指しましょう！

より科学的に

より総合的に

≪思考力、判断力、表現力等の育成を目指した学習指導の例≫

考えたり
工夫したりできた

おぼえていない
15.4%

どちらかといえば
そうではない、
そうではない

17.4%

66%(高２)
（高１は６３％）
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豊かなスポーツライフを継続

していくためには、運動の技能を

高めていくことのみならず、体力

や技能の程度、性別や障がいの

有無、目的等の違いを越えて、運

動やスポーツの多様な楽しみ方

を社会で実践することが求めら

れています。

そのため、原則として「男女共

習で学習を行うこと」が求めら

れています。

「共に学ぶ体育授業」を実現

するために、このような考え方で

取り組んでみませんか？

・「男子が物足りないと感じる」

・「体力や技能に差があって

指導が難しい」

→「性別による違い」ではなく、

「個による違い」と捉える。

・「男子が遠慮する、また女子

が委縮する」

・「異性に対する意識」

→意義や求められる背景などに

ついて生徒に丁寧に説明をし、

共に学ぶ雰囲気を教師が

つくっていく など

また、心身ともに発達が著しい

時期であることを踏まえ、運動種

目によってはペアやグループの

編成時に配慮したり、健康・安全

に関する指導の充実を図ること

も大切です。

生涯にわたって豊かなスポー

ツライフを実現する資質・能力の

育成に向けて、運動やスポーツと

の多様な関わり方を状況に応じ

て選択し、卒業後も継続して実

践することができるような授業に

しましょう。

☆「共生」の視点について

〇単元 「球技」（ネット型：バレーボール）

正規のルールを緩和することで、技能の程度にかかわらず、チーム全
員が仲間と連携した動きによって攻防を楽しむことができるようにする。

～ ルール緩和の例 ～
【人 数】（例）三人対三人など、少ない人数にして活躍する機会を増やす。

【用 具】（例）ソフトバレーボールなど、柔らかく操作しやすいボールを選ぶ。

 【コート】（例）ネットの高さを低くしたり、コートの広さを狭くしたりするな
ど、

プレイしやすいコートを選ぶ。
 【ルール】
（例）①三回の触球のうち、一回はキャッチをしてもよいこととする。

→「学習課題は何か」を整理し、生徒の課題に応じて選択させる。
 ・レシーブをキャッチ ＝ 学習課題：「トス、スパイク」
 ・セッターをキャッチ ＝ 学習課題：「レシーブ、スパイク」

②相手コートからの返球は、ワンバウンドしてもよいこととする。

③攻撃は必ず3段攻撃とする。ブロックはしないこととする。

投げ入れサーブ可

～ルールを工夫した試合の例～
①レシーブ

【キャッチ可】
①トス

【キャッチ可】

③必ず３段攻撃
②ワンバウンド可

※総合教育センター体育指導

センターでは、授業づくり

の参考となる各校種のハン

ドブックを作成しました。

次の二次元コードよりアク

セスできますので、単元の

構想や授業づくりの参考と

して御一読ください。

「生涯にわたる豊かなスポーツライフの継続と、自己の
状況に応じて体力の向上を図るための資質・能力の育成」◎「体育」

【ポイント】改訂の要点である「共生」の視点を踏まえ…

★体力や技能の程度、性別や障がいの有無等に

かかわらず、運動やスポーツの多様な楽しみ方を

卒業後も継続して社会で実践することができるようにする！！

●社会に出た後のスポーツ活動を考えてみると…

「共生」の視点を踏まえ、教師として「何ができるか」、

「どのように工夫したらできるか」を考えることが大切です！

・「競技として極めていきたい」

・「健康づくりのために運動する」

・「家族や仲間と親睦を深めるためにやりたい」など

運動やスポーツを行う
目的も多様である

≪生徒の技能の程度に応じてルールを工夫した学習指導の例≫

＜ねらい＞

作戦に応じた技能で、仲間と連携してゲームを展開する。



章

ここがポイント

102

各教科等の授業５ 芸術の本質に迫る

授業づくりを目指して

６ 芸術

影響を受けた芸術家(作曲家、画家、書家等)は誰ですか？

心を揺さぶられた作品(芸術的体験)はどのようなものですか？

生徒にとって芸術科の教員は、最も身近な芸術家であるとともに、

味わい方の伝道者でもあります。日常的に、芸術を愛好し芸術文化

を尊重している教員の姿から、生徒たちは何かを感じています。

☆「音楽的な見方・考え
方」を働かせて授業に
取り組んでいる例

あなたにとっての芸術とは

共通教科

「見方・考え方」と「感性」
芸術科における「見方・考え方」の重要な点は、知性と感性を

相互に働かせて対象や事象を捉えることです。そのためには、効果

的な活動が不可欠です。

知性だけでは捉えられないことを、身体を通して、知性と感性を

融合させながら捉えていくこと、客観的事実と感情とを往還させて

考えることは、他教科等以上に芸術科が担っている学びです。また、

多様性の包摂、柔軟な発想や他者との協働、自己表現とともに自己

を形成していくことなども含まれており、そこにも、芸術を学ぶ意

義や必要性があります。

また、特に重要な「感性」の働きは、感じるという受動的な面だ

けではありません。感じ取って自己を形成していくこと、新しい意

味や価値を創造していくことなども含めて「感性」の働きです。

そして、「感性」は知性と一体化して創造性の根幹をなすもので

す。芸術科は、生徒たちの創造性を育む上で大切な役割を担ってい

るのです。

高等学校芸術科では、芸術文化に対する理解を深め、愛着を持つ

とともに、一人ひとりがそれぞれの興味・関心や個性をいかし、

感性を高め、芸術と幅広く、かつ多様な観点から主体的に関わって

いくことが重要です。学校を卒業した後も、社会とのつながりの中

で芸術を愛好し、生涯にわたり豊かな情操を持ち、芸術文化を尊重

する態度の育成を目指していくことが大切です。

芸術科が大切にしたいこと

楽曲を歌うと、この部分、「心
から訴えている」ように感じる
…なぜだろう？

そうか！ここの「ピアニッシ
モ」がそう感じさせているん
だ！曲や歌詞の流れから考え
ても納得！

歌って試して
みよう！

うーん、なんかしっくりこ
ないな…「ピアニッシモ」
って「とても弱く」って意
味でしょ。ただ音量を変え
るだけじゃあの感じが出て
ない気がする…

発声練習をいかし
て「子音がはっき
り聞こえるよう
に」歌ってみよう

さっきより「心から訴えてい
る」感じが出てる気がする！
はっきりと言葉を発音するこ
とを意識して歌ってみよう！

他の人はどんな歌
い方をしているん
だろう…

他の国の言語や時代によっ
て印象は変わるのかな…

音楽的な見方・考え方 造形的な見方・考え方 書に関する見方・考え方

①感性を働かせること
②音楽を形づくっている要

素とその働きの視点で捉
えること

③捉えたことを、自己のイ
メージや感情、音楽の文
化的・歴史的背景などと
関連付けること

①感性や美意識、想像力を
働かせること

②対象や事象を、造形的な
視点で捉えること

③自分としての意味や価値
をつくりだすこと

①感性を働かせること
②書を構成する要素やそれ

らが相互に関連する働き
の視点で捉えること

③書かれた言葉、歴史的背
景、生活や社会、諸文化
などとの関わりから、意
味や価値を見いだすこと

①

②

③

Point!

「強弱」に着目
してみよう…

ねらいに沿った学習活動へ…
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美術科の授業例 美術Ⅰ「Ａ表現(１)絵画・彫刻」、「Ｂ鑑賞」及び〔共通事項〕

〈題材名〉 心の形(石材による抽象彫刻)

〈題材の目標〉「心の形」というテーマを基に、自己の内面を深く見つめ、主題を生成し、

造形的な効果をいかし創造的に表現するとともに、他の生徒の作品から作者

の心情や意図と創造的な表現の工夫などを感じ取り味わう

導入～鑑賞の活動まで 評価の観点【主体的に学習に取り組む態度】

自分が表したい主題を明確に持ち、イメージを具現化することを重視して表現します。また、
他者から承認される鑑賞の活動を行うことにより、自己肯定感を高めます。

表現と鑑賞の活動を通して、美しいものやより良いものを求めていこうとする豊かな情操を
養います。

導入     
学びの見通しを持たせるために、授業の流れを示しましょう。自己の内

面を見つめて、主体的に表現活動や鑑賞の創造活動に取り組めるよう、授
業の導入や展開を工夫しましょう。

発想や構想の活動    評価の観点【思考・判断・表現 】
アイデアスケッチや言葉により、思いや考えを整理させ、自分が表した

い主題を生成させることが重要です。また、石の特性の理解、単純化や強
調など、主題を表現するための構想を練るよう、指導しましょう。

制作の活動 評価の観点【知識・技能】
「心のこもっていない、何を表現したいのか分からない作品」には感動

が伴いません。自分が表したいイメージを具現化させるために、本当にこ
の形で良いのかと主題を追求させましょう。道具の特性の理解も大切です。

鑑賞の活動    評価の観点【思考・判断・表現   ／  知識 】
鑑賞も創造活動です。作品に対して、自分としての意味や価値をつくり

だすよう指導しましょう。また、根拠を持って互いに批評し合う活動を通
して、自他の特性や個性について理解を深めさせるよう配慮しましょう。

①芸術科における技能とは
「～が上手」というような単なる技術の巧拙ではなく、意図に基づいて表現するための技能であ
ることに留意する必要があります。

③題材(単元)同士を連結させましょう
一つの題材(単元)の学びが独立して閉じてしまうのではなく、一年間を通した学びとなるよう
関連付けましょう。そのことによって、学習の質を高めることができます。

②生徒が表現意図を持つために
主題の設定や作品の鑑賞、作品の様々な背景に触れるなど、題材 (書道は単元 )計画を
工夫することで、「〇〇を△△のように表現したい」という気持ちを引き出すことができます。

④学んだことの意義が実感できるように
演奏発表会や作品の展示、掲示物を作成するなどして、芸術科の見方・考え方が、生活や社会の
中で活用できることを体験させましょう。

芸術科の授業でおさえるべきこと (教材研究、安全指導は必須！)

石 材

ヤスリで成形

完 成

美術科の授業例



章

ここがポイント

104

各教科等の授業５

７ 外国語（英語）

外国語科の目標は、「外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動及びこ

れらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現した

り伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成すること」、つまり、実際に聞い

たり、読んだり、話したり、書いたりする活動を通した資質・能力の育成が求められています。

英語で「聞く／読む／話す／書く」とは、単純に聞いたり読んだりした英語を日本語に置き換え

たり、ただ英語が口から出てきたり、書いたりすることではありません。適切な支援を行った上で、

英語を使って内容を理解したりメッセージを伝え合ったりする活動＝言語活動を授業内で効果的に

実施するようにしましょう。

授業を「実際のコミュニケー

ションの場」にする共通教科

目的や場面、状況などに応じて
外国語科における「知識及び技能」の育成は、「外国語の音声や語彙、文法、言語の働きなど

の理解を深める」という「知識」の面と、その知識を「実際のコミュニケーションの目的や場面、

状況などに応じて適切に活用できる」という「技能」の面とで構成されています。また「思考力、

判断力、表現力等」の育成のためには、知識及び技能を活用して、コミュニケーションの目的や

場面、状況などに応じて、概要や要点、意図などを的確に理解し、適切に表現したり伝え合った

りすることができる力を養う必要があります。

文法など言語材料の指導に当たっては、「コミュニケーションを支えるもの」であることを踏

まえ、文脈から切り離された知識として理解させるのではなく、その知識を実際のコミュニケー

ションにおいて活用できるよう指導することが必要です。実際の指導においては、実際のコミュ

ニケーションにおけるその文法事項の活用の必然性に生徒が気付くような指導を行うようにしま

しょう。

外国語科の目標は、聞くこと(L)、読むこと(R)、話すこと[やり取り](SI)、話すこと[発
表](SP)、書くこと(W)の5領域別に設定されており、評価も５領域別に行います。L、Rについて
はペーパーテストで評価することができますが、SI、SP、Wの評価についてはパフォーマンス
テストの実施が不可欠です。年間でバランスよく指導と評価ができるよう、年間を通した計画作
成を心掛けましょう。各単元では、単元目標とする領域を中心に、その他の領域もバランスよく
扱いながら総合的に目標の達成を目指します。 （右ページ参照)

外国語科教員は、外国語の聞き方・読み方・話し方・書き方を、練習や言語活動を通してより
良く・効果的に指導する技術を持っていなければなりません。使命感を高く持ち、自己研鑽に励
んでください。書籍や雑誌等を読み、第二言語習得理論（ＳＬＡ）や指導法（ＴＥＳＯＬなど）
などについて学習し、言語指導に関する知識や技術の日常的なアップデートを心掛けましょう。

「言語活動を通して」資質・能力を育成

４技能５領域の指導と評価
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CAN-DO（学習到達目標）

単元の目標 ※５領域別

５領域に関わる言語活動・

教材・テスト

目標（CAN-DO）から始まる授業づくり
～授業の Backward Design～

・CAN-DOが透けて見えるタスク、練習（目的・ゴールの明確化）

・それぞれの技能に寄与する語彙、文法の指導（理解／表現のための言語知識）

「単元の指導と評価の計画」作成の考え方

CAN-DO（学習到達目標）

① 

単元目標

② 

ゴール

タスク

③

単元の授業

L1

職業選択につい
て、意見を書く
ことができる

(W)

ディスカッショ
ンの準備として
職業選択につい
ての意見を書き

ましょう

リスニング
リーディング
スピーキング
ライティング
＋意見文指導

L2

おすすめのレス
トランを発表す
ることができる

(SP)

留学生に、あな
たの街のおすす
めのレストラン
を紹介しましょ

う

リスニング
リーディング
スピーキング
ライティング
＋発表指導

L3

Eメールを読んで
内容を理解する
ことができる

(R)

メールを読んで、
必要事項を表に
まとめましょう

リスニング
リーディング
スピーキング
ライティング
＋メール表現指導

単元目標は、「年間のCAN-
DOが具現化したもの」になり
ます。つまり、フォーカスした
スキル（一つか二つ）を意識し
て、５領域別に設定することが
必要です。

単元のテキストタイプやジャ
ンル・トピックに応じて、その
単元でフォーカスするスキルを
決めます。１単元に一つか二つ
のスキルでもOKですが、年間で
バランスよく育成できるように
しましょう。

ゴールタスクとは、単元の
目標が達成できたかどうかを
評価するためのツールです。
生徒の「思考・判断・表現」
を評価するためのカギとなる
のは、目的・場面・状況の設
定です。実際のコミュニケー
ションを意識したタスクを実
施しましょう。

単元の授業では、教科書本
文を使用した４技能５領域の
指導を、バランスよく行いま
す。教科書本文は４技能５領
域の育成のために活用し、単
元目標に基づくゴールタスク
で確認する、つまり教科書で
練習して、ゴールタスクで応
用力の腕試しをさせるという
流れにしなければなりません。

CAN-DOリスト

※各学校で設定します。必要に応じて見直しましょう。
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８ 家庭

学習指導要領の目標は「生活の営みに係る見方・考え方を働か

せ，実践的・体験的な学習活動を通して，様々な人々と協働し，よ

りよい社会の構築に向けて，男女が協力して主体的に家庭や地域の

生活を創造する資質・能力を次のとおり育成することを目指す」で

す。

(1)人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え，家族・

家庭の意義，家族・家庭と社会との関わりについて理解を深め，

家族・家庭，衣食住，消費や環境などについて，生活を主体的に

営むために必要な理解を図るとともに，それらに係る技能を身に

付けるようにする。(「知識及び技能」)

(2)家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課

題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したこ

とを根拠に基づいて論理的に表現するなど，生涯を見通して生活

の課題を解決する力を養う。（「思考力，判断力，表現力等」）

(3)様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会

に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活を主体的

に創造しようとする実践的な態度を養う。（「学びに向かう力，

人間性等」）

この目標は、家庭科で育成を目指す資質・能力を「資質・能力の

の三つの柱」に沿って示したものです。実生活と関連を図った問題

解決的な学習を効果的に取り入れ、これら三つの柱を相互に関連さ

せることにより、家庭科全体の資質・能力を育成することが重要で

す。

☆「空間軸」と「時間軸」
個人から地域・社会へと視

野を拡げていくという「空間

軸」の捉え方により、社会か

ら求められる課題への対応が

可能となります。

また、過去から未来へとい

う「時間軸」の捉え方で次世

代を担う役割を自覚し、生涯

を見通したキャリア教育にも

通じる考え方が可能となりま

す。

☆学習過程を踏まえた
授業改善
生徒が家庭科の学習を学校

の授業のみに終わらせるので

はなく、常に課題を持って生

活し、実生活へ生かすととも

に、将来にわたって学び続け

ることができるよう、問題解

決的な学習の充実に一層努め

る必要があります。そのため

には、生徒が学習内容を自分

事として捉え、課題を課題と

して認識し、その解決に向け

て実践できるよう、日々の授

業を工夫していくことが必要

です。

学習したことを

生活に生かす力を育てる

家庭科における「見方・考え方」

共通教科

家庭科の目標

家族や家庭，衣食住，消費や環境などに係る生活事象を，

〇協力・協働

〇健康・快適・安全

〇生活文化の継承・創造

〇持続可能な社会の構築 等

の視点で捉え，よりよい生活を営むために工夫すること。

「見方・考え方」のそれぞれの視点は、相互に関わり合うものであ
り、生徒の発達の段階を踏まえるとともに、取り上げる内容や題材
構成などによってどの視点を重視するのかを適切に定めることが大
切です。
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☆他教科とのつながり
家庭科の学習内容は生活

全般にわたるので、他教科

と関連する内容も多くあり

ます。他教科と連携すると

「内容が深まる」、「より

理解しやすくなる」と感じ

たこともあるのではないで

しょうか。他教科と授業内

容について情報交換し、よ

りよい授業を考えてみま

しょう。

☆地域とのつながり
乳幼児施設として保育

所・子育て支援センター、

児童関連施設として放課後

児童クラブ、高齢者施設と

して特別養護老人ホーム・

デイサービスセンター等が

あります。実習を行う際は、

生徒の安全はもとより、乳

幼児や児童、高齢者のプラ

イバシーを含む相手に対す

る配慮や安全の確保に配慮

し、生徒が自覚と責任を

持って行動し、目的が効果

的に達成できるよう留意し

ましょう。

【参考資料】

神奈川県健康医療局

「健康・未病学習教材（高

校生用副教材）第四版」

くらし安全防災局くらし

安全部消費生活課

「JUMP UP 消費者力を

身につけよう！」等

小学校から高等学校までの学びの系統性を踏まえ、内容構成は次の

四つに整理されています。

学習指導要領のポイント

Ａ「家族・家庭及び福祉」

Ｂ「衣食住」

Ｃ「消費生活・環境」

Ｄ「ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動」

家庭や地域及び社会における生活の中から課題を見いだして解決策
を構想し、実践を評価・改善して、新たな課題の解決に向かう過程を
重視した学習の充実を図った。家庭科の授業の一環として、年間指導
計画に位置付けなければならない。

「生涯の生活設計」について

まとめとしてだけではなく、科目の導入として位置付け、Ａ～Ｃの
内容と関連付けることで、生活課題に対応した意思決定の重要性につ
いての理解や生涯を見通した生活設計の工夫ができるようにする。

少子化の進展に対応して

「家庭基礎」…子育て支援、乳幼児と関わるための基礎的技能
「家庭総合」…子どもの遊びと文化、子育て支援、子どもの発達に応

じた適切な関わり方の工夫をする。

高齢化の進展に対応して

高齢者の尊厳と介護（認知症を含む）に関する内容の充実を図る。
「家庭基礎」…高齢者の生活支援に関する基礎的な技能
「家庭総合」…高齢者の心身の状況に応じた生活支援に関する技能

衣食住について

日本の伝統的な生活文化の継承・創造に関わる内容の充実を図る。
→和食・和服・和室を扱う

「家庭基礎」…自立した生活を営むために必要な基礎的・基本的な
内容

「家庭総合」…生涯を見通したライフステージごとの生活を科学的
に理解させることを重視

消費生活・環境について

成年年齢の引下げを踏まえ、契約の重要性や消費者保護の仕組みに
関する内容を充実するなど、消費者被害の未然防止に資する内容の充
実を図る。また、Ｃの内容については、原則として、入学年次または、
入学年次の次の年次で取り上げること。

ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動について

生活の科学的な理解を深め、生活の自立に向けて主体的に活用でき
る技能の習得を図るために、実践的・体験的な学習活動を重視し、問
題解決的な学習を充実していかなくてはなりません。
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９ 情報

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用し

て問題の発見・解決を行う学習活動を通して、問題の発見・解決に

向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社会に主体

的に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指し

ます。

(1) 情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方

法について理解を深め技能を習得するとともに、情報社会と人との

関わりについての理解を深めるようにする。

情報と情報技術についての知識と技能、情報と情報技術を活用し

て問題を発見・解決する方法についての知識と技能を身に付けるよ

うにするとともに、情報社会と人との関わりについては、情報に関

する法規や制度及びマナー、個人が果たす役割や責任等について、

情報と情報技術の理解と併せて身に付けるようにすることを示して

います。

(2) 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解

決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、様々な事象を情報

とその結び付きの視点から捉え、複数の情報を結び付けて新たな意

味を見いだす力を養うとともに、問題を発見・解決する各段階で情

報と情報技術を活用する過程を振り返り改善することで、情報と情

報技術を適切かつ効果的に活用する力を養うことを示しています。

(3) 情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的

に参画する態度を養う。

情報と情報技術を適切に活用することを通して、法規や制度及び

マナーを守ろうとする態度、情報セキュリティを確保しようとする

態度などの情報モラルを養い、これらを踏まえて情報と情報技術を

活用することで情報社会に主体的に参画する態度を養うことを示し

ています。「情報Ⅰ」では、この目標の実現を目指し、「情報Ⅱ」

では、参画するだけではなく、発展に寄与することも求めています。

『高等学校学習指導要領

(平成30年告示)解説情報

編』には「共通教科情報科

は，小・中・高等学校の各

教科等の指導を通じて行わ

れる情報教育の中核として

位置付けられる。」と記載

されています。

生徒に身に付けさせたい力を

意識した授業づくり

☆共通教科情報科の
位置付け

共通教科情報科の目標

共通教科

「小学校段階におけるプ

ログラミング教育の在り方

について(議論の取りまと

め)」では、「プログラミ

ング教育とは、子どもたち

に、コンピュータに意図し

た処理を行うよう指示する

ことができるということを

体験させながら、発達の段

階に即して、次のような資

質・能力を育成するもの」

であるとしています。

【知識・技能】

・小学校

身近な生活でコンピュー

タが活用されていること

や、問題の解決には必要

な手順があることに気付

くこと。

・中学校

社会におけるコンピュー

タの役割や影響を理解す

るとともに、簡単なプロ

グラムを作成できるよう

にすること。

・高等学校

コンピュータの働きを科

学的に理解するとともに、

実際の問題解決にコン

ピュータを活用できるよ

うにすること。

☆プログラミング教育の
在り方
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高等学校段階における情

報教育の実施を、共通教科

情報科だけが担うというよ

うに、極めて限定的に捉え

ないようにしてください。

教科等の特質に応じて教科

等横断的に情報活用能力を

身に付けさせる教育のより

一層の充実が求められてい

ます。特に、統計の指導に

当たっては数学科と、情報

モラルなどの指導に当たっ

ては公民科との関連を図り

ましょう。また、共通教科

情報科の学びによって身に

付けた能力や態度を他の教

科・科目等の学習において

積極的に活用していくこと

が重要です。

共通教科情報科における「主体的・対話的で
深い学び」

☆他教科等との関連

科目「情報Ⅰ」の内容のまとまり

(1) 情報社会の問題解決

科目の導入として位置付け、(2)から(4)までの内容に結び付けられる

ようにするとともに、情報と情報技術を用いて，生徒が情報社会の問題

を主体的に発見し、明確化し、解決策を考えられるようにする。

(2) コミュニケーションと情報デザイン

情報のデジタル化や、コミュニケーションとメディアの関係を理解し、

情報の構造と関係性を適切に表現したデザインについて作成、評価、改

善を繰り返すことで、情報伝達やコミュニケーションにおける問題を解

決できるようになる。

(3) コンピュータとプログラミング

自然現象や社会現象の問題点を発見し、コンピュータやプログラミン

グを活用し解決策を考えられるようにする。

(4) 情報通信ネットワークとデータの活用

情報通信ネットワークの管理、運用ができ、データベースやWeb上の

テキストデータ、オープンデータ等を可視化、分析する力を育成する。

見通しを持って試行錯誤することを通して自らの情報活用を振り返り、

評価・改善して、次の問題解決に取り組むことや、生徒に達成感を味わ

わせ学習に取り組む意欲を高めたり、個々の興味・関心や能力・適正に

応じてより進んだ課題に取り組んだりすることなどであると考えられま

す。

生徒が協働して問題の発見・解決に取り組んだり、互いに評価し合っ

たりして、情報技術のより効果的な活用を志向し探究したり、産業の現

場など実社会の人々と関わるなどして現実の問題解決に情報技術を活用

することの有効性を、実感を持って理解したりすることなどであると考

えられます。

具体的な問題の発見・解決に取り組むことを通して、日常生活におい

てそうした問題の発見・解決を行っていることを認識し、その過程や方

法を意識して考えるとともに、その過程における情報技術の適切かつ効

果的な活用を探究していく中で「見方・考え方」を豊かで確かなものと

すること、それとともに、情報技術を活用し、試行錯誤して目的を達成

することにより、情報や情報技術等に関する概念化された知識、問題の

発見・解決に情報技術を活用する力や情報社会との適切な関わりについ

て考え主体的に参画しようとする態度などといった資質・能力を獲得し

ていくことであると考えられます。

『中学校学習指導要領

(平成29年告示)解説技

術・家庭編』では、「情報

活用能力を系統的に育成で

きるよう，プログラミング

に関する学習やコンピュー

タの基本的な操作，発達の

段階に応じた情報モラルの

学習，さらに，社会科第５

学年における情報化が社会

や産業に与える影響につい

ての学習も含めた小学校に

おける学習を発展させると

ともに，中学校の他教科等

における情報教育及び高等

学校における情報関係の科

目との連携・接続に配慮す

る。」と記載されています。

☆中学校技術・家庭科
技術分野との関連

☆高等学校情報科に
関する特設ページ
（文部科学省）

主体的な学び

対話的な学び

深い学び
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10 農業・工業・商業・水産・看護・福祉

農業や農業関連産業に関す

る事象を、安定的な食料生

産と環境保全及び資源活用

等の視点で捉え、持続可能

で創造的な農業や地域振興

と関連付けること。

職業人としての生きて働く

知識や技能を育成する

見方・考え方を意識して指導する

専門教科

工業

商業

水産

農業

☆各教科における
「見方・考え方」

ものづくりを、工業生産、

生産工程の情報化、持続可

能な社会の構築などに着目

して捉え、新たな時代を切

り拓く安全で安心な付加価

値の高い創造的な製品や構

造物などと関連付けること。

企業活動に関する事象を、

企業の社会的責任に着目し

て捉え、ビジネスの適切な

展開と関連付けること。

水産や海洋に関連する事象

を、漁業生産や船舶運航、

海洋工学、情報通信、資源

増殖、水産食品の製造や流

通、海洋の環境保全や活用

などの視点で捉え、地域や

社会の健全で持続的な発展

と関連付けること。

「見方・考え方」は、「各教科等を学ぶ本質的な意義の中核をなすも

の」です。商業科を例にその重要性について考えてみましょう。

商業の「見方･考え方」は「企業活動に関する事象を（中略）ビジネ

スの適切な展開と関連付ける」とされ、様々な事象を「企業側」から捉

えることが求められています。

例えば、「電子決済」について学ぶ単元で、ある生徒の授業後の振り

返りの記述が次のようなものであったとします。

この生徒は「消費者側」として授業内容を捉えており、教科を学ぶ本

質である商業の「見方・考え方」（企業側から捉える）から離れていま

す。「何のために商業を学ぶか」が把握できていなければ、この単元の

目標はもとより、教科･科目の目標の実現も難しいでしょう。

それでは、振り返りの記述がどのようなものになっていれば、生徒が

商業の「見方・考え方」を働かせたと言えるのでしょうか。例えば、次

のような記述が考えられます。

生徒が教科･科目を学ぶ「本質的な意義」の部分を踏み外すことがな

いよう、教員は各教科の「見方･考え方」を意識した学習指導を心掛け

ていきましょう。

《 他の例 》

・共通教科「情報」と専門教科「情報代替科目」の違いは？

・共通教科「家庭」と農業科「食品製造や食品流通の分野」の違いは？

・共通教科「美術」と工業科「デザイン分野」の違いは？ など

電子マネーのいいところや問題点が分かりました。

今使っている電子マネー以外も試しに使ってみたいです。

事業者や消費者にとってのメリット・デメリットが分

かりました。私が社長だったら、どの電子マネー決済を

店舗に導入するかを考えていきたいです。
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商業の例：採算性（コスト、利益等）、利害関係者（株主、経営者、

顧客等）、社会情勢、CSR等

☆神奈川県産業教育審
議会「地域や社会の持
続的な発展を担う産業
人材育成のあり方につ
いて」報告
(令和６年11月)

健康に関する事象を、当事

者の考えや状況、疾病や障

害とその治療等が生活に与

える影響に着目して捉え、

当事者による自己管理を目

指して、適切かつ効果的な

看護と関連付けること。

生活に関する事象を、当事

者の考えや状況、環境の継

続性に着目して捉え、人間

としての尊厳の保持と自立

を目指して、適切かつ効果

的な社会福祉と関連付ける

こと。

https://www.pref.ka
nagawa.jp/docs/dc4
/senmon/2022-
2024kennsannshinho
ukoku.html

本県の専門高校及びデジタ

ル社会の実現に向けた人材

育成に関する現状と課題を

踏まえた全体の方向性や、

各専門学科の現状と課題を

踏まえた今後の教育の方向

性が示されている。

見方・考え方を具体化してみよう
自身の教科の見方・考え方を具体化し、どのようにものごとを捉え

られるか整理してみましょう。

思考・判断・表現の活動において見方・考え方を
意識する（令和６年度高等学校教育課程研究会研究報告より）

①科目名：「ビジネス基礎」（商業科）

②単元名：企業活動の基礎

③単元の目標：

企業の形態と組織、マーケティングの重要性と流れなど企業活動に

関する知識などを基盤として、企業活動の動向など科学的な根拠に基

づいて、企業活動の展開について、組織の一員としての役割を果たす

ことができる。

④見方・考え方の具体化：

・「組織の一員」 …経営者、中間管理職、従業員などの視点

・「役割を果たす」…役割に応じた「働くやりがい」という視点

⑤単元を貫く問い：

企業における組織の一員としての役割を全うすることからくる「やり

がい」は、役割によってどのような違いがあるだろうか。

・教科書内容に基づく質問
○〇社は職能別組織の組織形態を採用している
みたいですが、□□さんは中間管理職としてど
のように他部署と連絡調整を行っていますか？

・単元を貫く問いに基づく質問
□□さんは中間管理職としてどのようなときに
どのようなやりがいを感じますか？

身近な大人へ

インタビュー

インタビュー

結果のプレゼ

ンテーション

全クラスメイト

のスライド資料

を参照した上で、

レポート作成
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ここがポイント
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各教科等の授業５

11 総合的な探究の時間

各教科の学びと往還した探究の時間の展開
☆総合的な探究の時間
の目標

総合的な探究の時間は、探

究の見方・考え方を働かせ、

横断的・総合的な学習を行う

ことを通して、自己の在り方

生き方を考えながら、より良

く課題を発見し解決していく

ための資質・能力を育成する

ことを目標にしています。

「伴走者」として生徒の探究

に寄り添い、支援する

総合的な探究の時間では、横断的・総合的な学習を行う観点から、

各教科・科目等で身に付けた資質・能力を適切に活用することが、

総合的な探究の時間における探究活動を充実させることにつながり

ます。次の図のように各教科・科目等で学んだことをいかし、総合

的な探究の時間と往還させることで、生徒の学習は一層の深まりと

広がりを見せます。

・資料活用の方法を生かして現地調査やインタビュー、文献調査などをして情報を収集する
(地理歴史科・公民科)

・統計の手法でデータを整理して、効果的な図表で表す(数学科・情報科)

・複数の文章や資料を基に、必要な情報を関連付けて自分の考えを広げたり深めたりすること
を生かして、論述し議論する(国語科)

・生物の多様性と生態等に関することを生かし、自然の事物・現象の変化とその要因とを関係

付け、変化の要因を考えながら観察、実験などを計画的に行いつつ、地域の生態系の保全計
画を立てる (理科)

・外国人観光客への案内、掲示やパンフレットの作成などで生かす(外国語科)

・地域のイベントへの参画において、ポスター、イラスト、マスコットなどを制作する(芸術
科)

☆各教科・科目における
探究との違い

総合的な探究の時間で行わ

れる探究は、基本的に以下の

三つの点において各教科・科

目において行われる探究と異

なっています。

①学習の対象や領域は、特定

の教科・科目等に留まらず横

断的・総合的な点である。総

合的な探究の時間は、実社会

や実生活における複雑な文脈

の中に存在する事象を対象と

している。

②複数の教科・科目等におけ

る見方・考え方を総合的・統

合的に働かせて探究する。

(各教科・科目における探究

は、基本的に理解をより深め

ることを目的に行われる)

③解決の道筋がすぐには明ら

かにならない課題や、唯一の

正解が存在しない課題に対し

て、最適解や納得解を見いだ

すことを重視している。

総合的な探究の時間につながる各教科での学習例

要所要所で適切なアドバイスを行ったり、先々の

見通しを考えるよう促したりするなど、伴走者と

しての意識を持って声をかけ、生徒の学習の質を

高めて成長できるように支援しましょう。

「伴走者」として寄り添い、支援する

コーチング

フィード
バック

総合的な探究の時間において、教員の在り方はとても重要です。次

のような視点を持ち、伴走者として生徒に寄り添い、支援しましょう。

フィードバックで大切なことは、質（内容）とタ

イミングです。良質なフィードバックは学習者の

内省（リフレクション）を高め、新たな問いと学

習意欲を醸成していきます。
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学習指導要領以外にも様々な資料やデータを活用し、より良い探究活動を実現させましょう。

① 「今、求められる力を高める総合的な探究の時間の展開(高等学校編)」

令和５年3月 文部科学省 ＊活動事例も多く、特にお勧めです！

② 県立高校生学習活動コンソーシアムの取組 (神奈川県教育委員会)

③ 各教科等に関係する教材や資料集等のウェブサイトについて (文部科学省)

「総合的な探究の時間」参考資料

① 課題の設定 (例)どうしたら地域を活性化できるか
生徒が実社会や実生活と自己の関わりから、自ら課題意識を持ち、

問いを見いだし、探究課題を設定する。
★指導のポイント

・生徒が自分で課題を発見する過程を重視する
・十分な時間をかけて価値のある適切な課題を設定する

② 情報の収集 (例)実際に町に出てインタビューする
課題解決に必要な情報を収集する。

★指導のポイント
・情報収集の目的を明確にして行わせる
・収集した情報を適切な方法で蓄積させる
・各教科等で身に付けた資質・能力を発揮して情報を収集させる

③ 整理・分析 (例)情報を整理し、因果関係を導き出す
課題解決のために必要な根拠や理由となる情報を整理・分析する。

★指導のポイント
・「考えるための技法」を意識させる
・様々な教科等での学習成果を生かすように促す
・課題解決や探究活動の過程を振り返らせ、自分の取組と設定した

課題との整合性を点検させる

④ まとめ・表現 (例)ポスター形式でまとめ・表現する
探究課題から結論までを自分自身の考えとしてまとめ、表現する。
自らの考えや課題を振り返り、次の探究へとつなげる。

★指導のポイント
・相手意識や目的意識を明確にしてまとめさせたり表現させる
・自分自身の考えや新たな課題を自覚するように促す
・伝えるための具体的な方法を身に付けさせる
・各教科等で身に付けた表現方法を積極的に活用させる

探究の過程
総合的な探究の時間における学習では、

問題解決的な学習が発展的に繰り返されて
いきます。学習過程を探究の過程とするた
めには、次の四つの過程が重要です。

この探究の過程は、いつも順序よく繰り
返されるわけではなく、順序が前後したり、
一つの活動の中に複数の過程が一体化して
同時に行われることもあります。

①言葉の意味や定義を問う

「問い」

→〇〇の意味は？

☆問いを立てるため
の視点の例

②

③

⑤先行研究・先行事例を問う

「問い」

→〇〇に対してどのような

取組が行われてきたのか？

④比較を行う「問い」

→他国ではどのくらい進ん

でいるのか？

②原因(なぜ)を問う「問い」

→なぜ、生じているのか？

③信憑性を問う「問い」 

→本当に生じているのか？

⑥影響を問う「問い」

→〇〇によってどのような

ことが起こるのか？



章 学びの記録

１ 本章を読んで感じたことや実践したいことをまとめましょう

２ 本章の内容を意識しながら他の教員の授業を参観し、
気付いた点を挙げましょう

３ 他の教員からの助言のうち、本章の内容に関わる事柄を
まとめましょう

４ 本章の内容を授業に反映させるために改善すべき事柄を、
具体的に挙げましょう
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５



参考資料

いま求められている授業づくりを進めるに当たっては、様々な

資料を活用しながら、各章で示されたポイントについて理解を深

めていくことが大切です。

ここでは、今後の授業づくりに役立つ情報や参考資料等を紹介

しています。

 １ 一人ひとりの学習スタイルを把握しよう

◇「１章－７ 一人ひとりの理解の仕方」

 ２ 「単元（題材）の計画」を立てよう

◇「２章－１ 『生徒に身に付けさせたい力』とは」

◇「２章－４ 『指導と評価の計画』を立てる」

 ３ 情報教育について

◇「３章－５ ＩＣＴを活用した学び」

◇「５章－９ 情報」

４ 授業づくりに役立つ資料を活用しよう

◇全章

◇・・・関連するコンテンツ
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【黒板・ノート】

□ 黒板の字が見えづらい

□ 黒板のどこを書き写せばよいか分からない

□ ノートに書き終わらないうちに黒板の字が消されてしまう

□ ノートにどのように書き写してよいか分からない

□ ノートの字が汚くて、後で読もうとしても分からない

【先生の声】

□ 先生がこちらを向いていないと、声が聞き取りづらい

□ 周りの生徒がうるさくて、声が聞き取りづらい

□ 先生の言葉より、他の音が気になる

□ 単語や短い言葉は理解できるが、長い話は理解しきれない

□ 全体に向けて話す言葉を理解しきれない

□ 自分だけに向けて話す言葉でも理解しきれない

【教科書】

□ 授業時に机に出すのを忘れる

□ 自分で読んでいるとき、どこを読んでいるのか分からなくなる

□ 誰かが教科書を読んでいるとき、どこを読んでいるのか分からなくなる

【教室環境】

□ 授業に集中できる座席の位置はどのあたり？

だいたいの位置でもＯＫ

□ 授業中、教室の中の掲示物が気になる

□ 授業中、そばの友達と話してしまう／友達の行動が気になる

□ 授業中、廊下や外から聞こえる音が気になる

【忘れ物】

□ 持ち物や宿題の連絡は、メモを取らずに、忘れてしまう

□ メモを取っても、そのメモを後で見ることを忘れてしまう

□ メモを取って、そのメモも確認するが、持ってくることを忘れてしまう

【苦手な授業のタイプ】

□ 黒板を黙々と書き写す授業

□ 黒板・教科書・資料など、いろいろなものを見ながら進める授業

□ 自分で物を作ったり、実験したりする授業（理科・美術など）

□ 身体全体を動かす授業（体育など）

□ 一人で作業する授業

□ グループで作業したり行動したりする授業

１ 一人ひとりの学習スタイルを把握しよう

授業のはじめに、生徒自身が学習上の「困り」を点検することは、生徒が自
分の学習スタイルを把握することにつながります。さらに教員が点検結果を
整理しておくと、一人ひとりの学習スタイルが把握でき、個に応じた学習支
援をすることができます。

教室の中での「困り（特性）」のチェックリスト

教卓

□ □ □ □ □ □

□ □ □ □ □ □

窓□ □ □ □ □ □廊

側□ □ □ □ □ □下

□ □ □ □ □ □側

□ □ □ □ □ □
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生徒はそれぞれ、読む・聞く・書く・話す・計算する・覚えるといった認知能力
にアンバランスがあるものです。その場合、苦手なことをできるようにするより
も、得意なことをいかして苦手なことをカバーする方が、自己肯定感が高まり、
有効であると言われています。

【学習内容】

□ 暗記したものを書くのが苦手だ（漢字や英単語など）

□ 暗記したものを話すのが苦手だ

□ 文章を読むのが苦手だ（音読など）

□ 文章を読んで、文中の情報を取り出すのが苦手だ（「主語は？」）

□ 文章を読んで、考えて答えるのが苦手だ（「要点をまとめる」）

□ 文章を読んで、登場人物の気持ちを答えるのが苦手だ

□ 計算式を見て、計算をするのが苦手だ

□ 文章題を読んで、計算をするのが苦手だ

□ 文章を読んで、自分の意見を書くのが苦手だ

□ 文章を読んで、自分の意見を話すのが苦手だ

□ 相手の話を聞いて、それについての意見を書くのが苦手だ

□ 相手の話を聞いて、それについての意見を話すのが苦手だ

□ 相手の動きを見て、そのマネをするのが苦手だ（体育など）

□ “自由に”自分の考えを書くのが苦手だ（作文など）

□ “自由に”作るのが苦手だ（美術・技術など）

【記憶の手段】

□ 書いて覚えるのが苦手だ □ 目で見て覚えるのが苦手だ

□ 口に出して覚えるのが苦手だ □ 耳で聞いて覚えるのが苦手だ

□ 同じことを何度も繰り返して覚えるのが苦手だ

□ 目で見たものをそのまま画像として覚えることができる

【学習活動（書く・読む・聞く）】

□ 字を丁寧に書くのが苦手だ

□ 書き間違いなく字を正しく書くのが苦手だ

□ ＩＣＴ機器を用いたタイピングであれば正確に・素早く入力できる

□ 文章をつかえずに読むのが苦手だ

□ 読み間違いなく、文章を読み上げるのが苦手だ

□ 話を聞くのが苦手だ（話の内容はある程度理解できる）

□ 聞き間違いなく、相手の話を聞きとるのが苦手だ

□ 『あれ・これ・それ・どれ』などのあいまいな言葉を理解するのが苦手だ

【時間制限に対する苦手意識・集中力】

□ 時間制限がないことに取り組むのが苦手だ（なかなか終わらせられない）

□ 時間制限があることに取り組むのが苦手だ（焦ってしまう・過集中する）

□ 授業時間内に集中を持続するのが苦手だ（途中で寝たり、手遊びをしたりする）

【対処方法】

□ 勉強で分からないことを先生に聞くのが苦手だ

□ 勉強で分からないことを友達に聞くのが苦手だ

□ 勉強で分からないことを家族に聞くのが苦手だ

□ 勉強で分からないことを自分で教科書や資料などで調べるのが苦手だ

学びに関する「困り（特性）」 のチェックリスト
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２ 「単元（題材）の計画」を立てよう

単元（題材）の計画の作成には、構想と作成の二つの段階があります。
実際には、必ずしも構想から作成へと移るわけではなく、二つの作業を行

きつ戻りつすることを繰り返してより良い単元計画を作成していくことが大
切です。活動に関わる教員同士で意見を出し合いながら、より良い単元計画
を立てましょう。

ここでは、「総合的な探究の時間」の単元計画作成の例を示します。

〈例〉「総合的な探究の時間」の単元計画作成手順

『今、求められる力を高める総合的な探究の時間の展開

（高等学校編）』令和５年3月文部科学省より（一部改

 編）（右ページも同じ）

Ⓒ Ⓑで考えた活動を生徒主体の価値ある探究にす

るために、次の二つのポイントに注意しましょう。

１ 生徒の意識や活動の方向を的確に予測すること

２ 十分な教材研究を行うこと

Ⓐ 単元計画を作成するに当たっては、

その前提として、学校の全体計画・年間

指導計画を踏まえる必要があります。

Ⓑ どの視点から構想を始めても構いま

せんが、他の二つの視点についても、十

分に考えを巡らせることが大切です。

１ 教員の意図

探究課題を通してどのようなことを

学ばせたいのか、育成を目指す具体

的な資質・能力の明確な単元構想が

可能となります。

２ 生徒の関心や疑問

個々の生徒の学習経験、将来の進路

目標、社会的な事情に対する問題関

心などを出発点とすることで生徒の

主体的な活動が保障できます。

３ 教材の特性

教材の特性を出発点とすることで、ど

のような課題の解決や探究活動を行う

ことができるのか、明確に見通すこと

ができます。さらに、実社会や実生活

と関わる教材であることで、生徒の興

味・関心を引き出し、探究に対する意

欲を高めることもできます。

Ⓓ 各活動の授業時数、学習環境、学習形態、指導体制、各教

科・科目等との関連等の多様な視点から、単元構想が実際に実現

可能かを吟味します。特に、高等学校では職業選択や進路実現に

直接結び付けて自己の在り方生き方について考えることが求めら

れるため、各学校の実態に応じて、連携・協力を求める大学や専

門学校等の教育機関、行政機関や企業、ＮＰＯなどの外部の教育

資源の活用を想定しておくことも重要です。

Ⓔ 右ページを参照してください。

Ⓕ 生徒の学習状況に応じて計画を柔軟に修正しつ

つ、学びを生み出そうとする、教員の構えが重要で

す。

Ⓖ 単元の実践を振り返り、単元計画を見直すとと

もに、次年度の全体計画や年間指導計画の改善に役
 立てます。

＊「単元（題材）の計画」の様式等は、教科・科目により異なります。神奈川県の各教科・科目の様式や記
載方法等については「学習評価の手引き」（令和４年３月 神奈川県教育委員会） を参照してください。
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Ⓔ 単元計画としての学習指導案（例）

１ 単元名  町民の健康寿命を延ばすために～地域住民と共に取り組めること～

２ 単元目標
町民の健康や福祉を向上するための活動を通して、わが町の福祉は様々な人や組織が関わり合って成り立っ

ていることや、持続可能な取組を創造していくことの意義や価値について理解するとともに、健康寿命を延ばす
ための方策を科学的根拠に基づいて考察し、自他を尊重する精神をもちながら
様々な世代が健康に暮らす社会を共に実現しようと行動できるようにする。

３ 単元の評価規準

４ 単元の展開（35時間）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①町民の健康や福祉の向上のために
様々な人や組織が関わり合っている
こと、高齢者も活躍できる社会の実
現に向けては持続可能な取組を共に
創造していくことが大切であること
を理解している。

②考案した取組の効果に関する実地調
査を、相手や研究内容に応じた適切
さで正確に実施している。

③町民の健康や福祉に対する認識の高
まりは、健康寿命の改善に向けた創
造的な取組について探究してきたこ
との成果であることに気付いている。

①町民が抱える健康上の問題点について、自
己の関心を基に研究内容を設定し、検証方
法を考え研究計画書を作成している。

②町民の健康の現状を捉えるために、自己の
研究内容に応じて、手段を選択し情報を収
集したり蓄積したりしている。

③統計や先行研究、町民を対象とした調査結
果を基に、自分たちにできる高齢者の健康
寿命促進の取組を検討し，実施効果に着目
して、取組内容を決めている。

④町民の健康や福祉の今後の在り方について、
自己の取組を振り返り、学習や生活に生か
している。

①町民の健康の実態に関して、他
者の研究内容との関係で自らが
設定した研究内容の特徴を捉え、
向き合おうとしている。

②行政や医療職、介護施設職員等
と協働して町民の健康寿命の向
上に取り組もうとしている。

③町民の健康や福祉の維持発展に
向け、持続可能な自己の取組を
明らかにして将来社会の実現に
貢献しようとしている。

小単元名（時数） ねらい・学習活動 知 思 態 評価方法

⑴ 
地域課題を整理し、
高齢者福祉の在り
方について考えよ
う。（8）

・地域の健康や福祉に関する問題点について自らの認識を出し
合い、過疎化、高齢化と深く関連していることを確認する。

・高齢者の健康や福祉に焦点を絞って研究内容を設定し、課題
の解決に向けた今後の活動への見通しや検証方法を考える。

① ・発言
・研究計画書
・研究日報

・自己の研究内容に照らして必要な情報を収集し、分析した結
果を研究内容報告会で交流し合う。

・研究内容報告会から、町民の健康寿命の現状に関する課題意
識を高め、研究計画書を更新する。

② ① ・研究内容報告会に
おける発表や発言

・研究計画書

⑵
高齢者の健康寿命
の改善に向けて、
自分達にできる取
組を考え、検証し
よう。（15）

・先行研究やアンケート調査等を踏まえて、町民の健康寿命に
関する現状の分析を行い、実施可能な方策について検討する。

③ ・健康寿命改善計画書 

・データ分析 
・資料  ・研究日報

・行政や医療職等と連携・協働した高齢者向け 健康教室を実施
するとともに、自分たちが考案した取組の検証や改善を行う。

② ② ・行動観察や発言 
・データ分析
・資料  ・研究日報

⑶ 
自分たちの取組を
振り返り、高齢者
福祉の今後の在り
方について考えよ
う。（12）

・研究内容への取組をまとめ、得られた成果や効果についての
研究発表会を企画・実施する。

③ ④ ・研究発表会におけ
る発表や質疑応答

・自己の研究内容に関する結論や考察について研究集録にまと
める。

① ③ ・研究集録

総合的な探究の時間の単元名は、生徒の学習の姿が具体的にイメージできる単元名にすること、

学習の高まりや目的が示唆できるようにすること、に配慮します。

どのような学習活動を通して、生徒にどのような資質・能力を育成
することを目指すのかを明確に示します。各学校が定める目標や内

容を視野に入れ、中核となる学習活動を基に構成します。例のよう

に、一文で示す場合、箇条書きにする場合などが考えられます。

①概念的な知識の獲得

②自在に活用できる技能の獲得
③探究の意義や価値の理解
に関して記述します。

①課題の設定 ②情報の収集

③整理・分析 ④まとめ・表現
の各過程で育成される資質・能力に関

して記述します。

①自己理解・他者理解

②主体性・協働性
③将来展望・社会参画
などについて育成される資質・能

力に関して記述します。

目標を実現するにふさわしい探究課題、探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力、生徒の興味・関
心を基に中核となる学習活動を設定します。活動内容や時間数、学習環境をより具体的に記述するとともに、それぞ

れの活動における指導のポイントや関連する教科・科目等の学習内容、評価規準等について記載することがあります。

＊神奈川県の「単元指導計画」の様式や記載方法等については
「学習評価の手引き」（令和４年３月神奈川県教育委員会）を

参照してください。
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★急速に情報化が進展する社会の中で、情報や情報手段を主体的に選択し活用していくため

に必要な情報活用能力を、各学校段階・各教科等の学習活動を通じて教員が体系的に育成

することの重要性が、ますます高まっています。

そのような状況を踏まえ、学習指導要領において、情報活用能力（情報モラル、プログラ

ミング的思考やＩＣＴを活用する力を含む）は、言語能力や問題発見・解決能力と並ぶ学

習の基盤となる資質・能力として位置付けられました。教科等横断的な視点から教育課程

の編成を図り、各学校のカリキュラム・マネジメントの実現を通じて育成することが求め

られます。

３ 情報教育について

情報活用能力とは
情報教育の目標の観点を、「情報活用の実践力」「情報の科学的な理解」「情報社会に参画

する態度」の三つに整理し、３観点の定義に基づく８要素に分類して整理されました。

情報活用の実践力

・課題や目的に応じた情報手段の適切な活用

・必要な情報の主体的な収集・判断・表現・処理・創造

・受け手の状況などを踏まえた発信・伝達

※情報手段には、インターネットの他に、書籍や言語等も含まれています。

「情報活用の実践力」とは、情報機器が操作できるといった「使うことので

きる」力だけではないことに留意する必要があります。

情報の科学的な理解

・情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解

・情報を適切に扱ったり、自らの情報活用を評価・改善するための基礎的な理

論や方法の理解

※単に情報手段の種類、仕組や特性を理解するだけでなく、情報や情報手段を、

適切に活用するために必要な基礎的な理論や、より良く活用するために問題

解決の手順・結果の評価及び情報の表現技法などの基礎的な理論を理解し、

実践につなげることまで含まれています。

情報社会に参画する

態度

・社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしている影響の

理解

・情報のモラルの必要性や情報に対する責任

・望ましい情報社会の創造に参画しようとする態度

※生徒が情報社会に参画する上で重要な、いわゆる情報化の「光」と「影」の

部分が人間や社会に与える影響について理解することや、それらに適切に対

処していく方法などの習得までが含まれています。

【情報教育の3観点8要素】

「教育の情報化に関する手引（追補版）」令和２年６月 文部科学省

『学習指導要領解説 総則編』では、「情報活用能力をより具体的に捉えれば，学習活動に

おいて必要に応じてコンピュータ等の情報手段を適切に用いて情報を得たり，情報を整理・比

較したり，得られた情報をわかりやすく発信・伝達したり，必要に応じて保存・共有したりと

いったことができる力であり，更に，このような学習活動を遂行する上で必要となる情報手段

の基本的な操作の習得や，プログラミング的思考，情報モラル，情報セキュリティ，統計等に

関する資質・能力等も含むものである」と具体的に示しています。
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さらに、「情報活用能力は，各教科等の学びを支える基盤であり，これを確実に育んでいく

ためには，各教科等の特質に応じて適切な学習場面で育成を図ることが重要であるとともに，

そうして育まれた情報活用能力を発揮させることにより，各教科等における「主体的・対話的

で深い学び」へとつながっていくことが一層期待されるものである」としています。

現在は、資質・能力の三つの柱「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」「学びに向

かう力，人間性等」に沿って情報活用能力について整理されています。「全ての教科等におい

てそれぞれの特質に応じ，情報技術を適切に活用した学習活動の充実を図ることが必要であ

る」とも明記しています。

【参考：情報活用能力を構成する資質・能力】

知識及び技能

情報と情報技術を活用した問題の発見･解決等の方法や，情報化の進

展が社会の中で果たす役割や影響，技術に関する法･制度やマナー，個人

が果たす役割や責任等について，情報の科学的な理解に裏打ちされた形

で理解し，情報と情報技術を適切に活用するために必要な技能を身に付

けていること。

思考力，判断力，表現力等

様々な事象を情報とその結びつきの視点から捉え，複数の情報を結び

つけて新たな意味を見いだす力や問題の発見･解決等に向けて情報技術を

適切かつ効果的に活用する力を身に付けていること。

学びに向かう力，人間性等
情報や情報技術を適切かつ効果的に活用して情報社会に主体的に参画

し，その発展に寄与しようとする態度等を身に付けていること。

学習指導要領では、小学校から「プログラミングを体験しながら，論理的思考力を身に付け

る」ための、プログラミング教育（プログラミング的思考の育成）が必修になりました。情報

活用能力に含まれるプログラミング的思考の育成は、高等学校においても全ての教科等におい

て求められるものです。

プログラミング的思考の育成のための新たな学習活動を組み立てるのではなく、従来も行わ

れてきた学習活動の中で、プログラミング的思考の育成場面を意識することが大切です。問題

解決のために必要な情報を集め、その情報を整理・分析し、解決への筋道を立てて実践するこ

とも、プログラミング的思考を育成する学習活動となります。

プログラミング教育

『学習指導要領解説 総則編』では、「情報活用能力に情報モラルが含まれることを特に示

している。携帯電話・スマートフォンやSNSが子どもたちにも急速に普及するなかで，イン

ターネット上での誹謗中傷やいじめ，インターネット上の犯罪や違法・有害情報の問題の深刻

化，インターネット利用の長時間化等を踏まえ，情報モラルについて指導することが一層重

要」としています。

情報モラルとは、「情報社会で適正な活動を行うための基になる考え方と態度」であり、

「情報モラルに関する指導は，情報科や公民科，特別活動のみで実施するものではなく，各教

科等との連携や，更に生徒指導との連携も図りながら実施することが重要」になります。

情報モラル教育

「教育の情報化に関する手引（追補版）」令和２年６月 文部科学省
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★授業づくりをする上で押さえておくべき資料や、総合教育センターで作成した資料を挙げ

ておきます。積極的に活用して、より良い授業づくりを目指しましょう。

４ 授業づくりに役立つ資料を活用しよう

■文部科学省・国立教育政策研究所・県教育委員会
・文部科学省

『高等学校学習指導要領』『高等学校学習指導要領解説』 平成21年、平成30年

「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向けて～

【高等学校版】」平成24年６月

学習指導要領
各種DLページ

言語活動の充実に関する
指導事例集
【高等学校版】

・国立教育政策研究所

『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（高等学校）』令和３年

「学習評価の在り方ハンドブック」 令和元年

教育課程研究センター
指導資料・事例集等
各種資料DLページ

・神奈川県教育委員会

「学習評価の手引き」 令和４年３月 神奈川県教育委員会

「指導と評価の一体化の視点からの授業づくり」 令和４年９月 神奈川県教育委員会

※神奈川県教育委員会ネットワークシステムポータルサイト からダウンロードできます。

■総合教育センター作成資料① ガイドブック、成果物等

研究成果物等刊行物 ※総合教育センターウェブページからダウンロードできます。

高等学校教育課程研究会研究報告

神奈川県では、高等学校教育の改善と充実を図ることを目的として教育課

程研究会を設置し、その研究成果を『高等学校教育課程研究会研究報告』と

してまとめています。授業づくりの参考にしてください。高等学校教育課程

研究会研究報告は総合教育センターウェブページからダウンロードできます。

高等学校の先生のための保健体育

科授業づくりハンドブック

～授業設計力の向上に向けて～

高等学校の保健体育科の授業づくりについて、学習指導要領（解説）の解

釈、評価規準や学習指導案の作成方法等を分かりやすく説明したものです。

カリキュラム・マネジメントの視点や、指導や評価の機会の考え方、生徒の

状況に応じた手立てなど授業づくりに必要な情報が盛り込まれています。
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（令和８年１月）資料展示 「資料でたどる教育のあゆみ」

■総合教育センター作成資料② 授業研究ライブラリー

県内の特色ある授業を撮影・編集して制作した「授業研究ライブラリー」※を当センター内の

学校支援室で視聴できます。また、一部については、ＤＶＤの貸出やインターネット配信※※

をしています。
※制作は平成29年度に終了しました。

※※動画の視聴に必要なユーザ名とパスワードは、学校長宛てに連絡しています。

〇研究成果物等刊行物
・研究紀要（論文）
・研究成果のリーフレット
・「授業づくりガイド（PDF）」

等

〇教育図書室
図書検索システム

〇学校支援室
「 授 業 研 究 ラ イ ブ ラ
リー」

（画面は令和8年３月時点のものです）

■教育図書室

教育に関する図書・雑誌を中心に、全国の教育関係機関の研究報告書などの資料を収集、所

蔵する専門図書室です。資料の貸出は５冊まで、貸出期間は貸出日を含め22日以内です。詳

細は教育図書室のウェブページを御覧ください。

県立高等学校等の教職員の方は所属校の学校図書館を通じて、教育図書室の資料を借りること

ができます。なお、自分で来室して借りた資料を学校図書館を通して返すことや、学校図書館を

通して借りた資料を自分で来室して返すことはできません。

■学校支援室
教育に関する様々な情報や資料（現在使用中の教科書、県内の学校や教育研究所が作成した

要覧・紀要、教育映像資料等）を収集し、情報提供をしています。また、教材作成の支援のた

め、大判プリンタや高速スキャナ等の機器を設置しています。

・ 両施設とも、当センターの5階です。

・ 利用時間は学校支援室8:45～17:00、教育図書室9:00～17:00（いずれも月曜日から金曜日）です。

・ 上記の図書・教育資料は「図書検索システム（教育図書室ウェブページ）」で調べることができます。

・ 教育図書室・学校支援室に複写の設備はありません。

■資料展示について

当センターは３万冊を超える戦後検定教科書のほか、江戸～

戦前期の教科書関係資料を含め、およそ10万点の教育・学校

関係資料を所蔵する、県で唯一の教育関係資料の保存機関です。

所蔵資料の一部を５階多目的室及び１階ロビーにおいて公開し

ています。

神奈川県立

総合教育センター

トップページ



おわりに

授業を行った後で振り返ってみて、生徒の様子はいかがでした

か。効果的な授業実践を積み重ねていくことで、生徒は学習に対

して意欲的になったり、以前はできなかったことが次第にできる

ようになったりします。生徒たちの成長を見ることは、教員とし

ての喜びを感じる瞬間ではないでしょうか。自分が行う授業を通

して、生徒がどのように成長してくれるのだろうと想像しながら

授業づくりをすることは、教員にとっての楽しみです。

とはいえ、授業づくりはいつも順風満帆とは限りません。苦労

して授業の計画をしても、予定通りにいかないことはよくありま

す。そのようなときには、同じ教科や同じ学年の教員に相談して

みてください。そこで得られる貴重な助言や情報を活用しながら、

指導力を磨いていけば良いのです。自力で試行錯誤を重ねていく

ことも大切ですが、教員間でコミュニケーションをとり、チーム

として取り組むことも、教員の成長にとって必要なことです。

皆さんの教員生活は、まだまだ始まったばかりです。教員は責

任の重い仕事ですが、ここにはその責任に見合う大きなやりがい

と、皆さん自身の成長の機会とがあります。より良い学びを目指

して試行錯誤する皆さんの姿は、きっと生徒たちに刺激を与え、

授業への前向きさを生むことでしょう。皆さんの成長が生徒の成

長をより一層促すのです。

この冊子を手にした全ての皆さんの授業実践が充実したものと

なるよう、心より願っています。
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